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日本藻類学会

日本藻類学会は 1952年に設立され，藻学に関心をもち，本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からなる。本会は定期刊

行物Phyco1ogica1Research (英文誌)を年4回， I藻類J(和文誌)を年3回刊行し，会員に無料で頒布する。普通会員は

本年度の年会費8，000円(学生は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は15，000円，賛助会員の会費は1口

30，000円とする。

問い合わせ.連絡先

(庶務) 〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学内海域環境教育研究センター

羽生田岳昭 Te1078-803-5781 Fax 078-803-5781 e-mai1 hanyut@kobe-u.ac.jp 

(会員事務担当:入退会，住所変更，会費) 〒917-0003 小浜市学園町1-1福井県立大学生物資源学部海洋生物資源学科

神谷充伸 Te10770-52-9606 Fax 0770-52-6003 e-mai1 mkamiya@fpu.ac.jp 

(海外担当)干 920一1192 金沢市角間町金沢大学理学部生物学科

石田健一郎 Te1076-264-5705 Fax 076-264-5976 e-mai1 ishida@kenroku.kanazawa-u.ac.jp 

(広報担当)干060回 10 北海道札幌市北区北10条西8丁目 北海道大学先端科学技術共同研究センター

鳥田智 Te1011-706-3581 Fax 011-726-3476 e-mai1 sshimada@sci.hokudai.ac.jp 

(会計) 〒658-8501 神戸市東灘区岡本8-9-1 甲南大学理工学部生物学科

本多大輪 Te1 078-435-25日 FAX 078-435-2515 e-mai1 dhonda@konan-u.ac.jp 

和文誌「藻類Jへの投稿:〒 514-8507 津市上浜町1515 三重大学生物資源学部

前川行幸 Te1 & Fax 059-231-9530 e-mai1 maegawa@bio.mie-u.ac.jp 

英文誌PhycologicalResearchへの投稿:干 780-8520 高知市曙町2-5-1 高知大学理学部自然環境学科

奥田一雄 Te1 & Fax 088-844-8314 e-mai1 okuda@cc.kochi-u.ac.jp 

日本藻類学会ホームページ 1 I藻類の投稿先が変更になります
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2005-2006年役員

会 長:) 11井浩史(神戸大学)

庶務幹事:羽生田岳昭(神戸大学)

庶務幹事:神谷充伸(福井県立大学) (会員事務担当)

庶務幹事:石田健一郎(金沢大学) (海外担当)

庶務幹事:属国 智(北海道大学) (広報担当)

会計幹事:本多大輔(甲南大学)

評議員:鯵坂哲朗(京都大学)

出井雅彦(文教大学)

井上動(筑波大学)

今井一郎(京都大学)

大城香(福井県立大学)

奥田一雄(高知大学)

梶原忠彦(山口大学)

川口栄男(九州大学)

倉島彰(三重大学)

嵯峨直↑亙(北海道大学)

南雲保(日本歯科大学)

野呂忠秀(鹿児島大学)

原慶明(山形大学)

藤田大介(東京海洋大学)

堀口健雄(北海道大学)

前川行幸(三重大学)

吉崎誠(東邦大学)

和文誌編集委員会

委員長:前川行幸(三重大学)

副委員長:倉島彰(三重大学)

実行委員:石田健一郎(金沢大学)

出井雅彦(文教大学短期大学部)

大野正夫(高知大学)

長田敬玉(日本歯科大学)

神谷充伸(神戸大学)

北山太樹(国立科学博物館)

洲崎敏伸(神戸大学)

田中次郎(東京海洋大学)

寺脇利信(水産総合研究センター)

南雲保(日本歯科大学)

村上明男(神戸大学)

委 員:井上勲(筑波大学)

今井一郎(京都大学)

岡崎恵視(東京学芸大学)

片岡博尚(東北大学)

藤田雄二(長崎大学)

堀輝三

堀口健雄(北海道大学)

横浜康継(志津川町自然環境活用センター)

渡辺信(国立環境研究所)



日本藻類学会第30回大会のお知らせ

一鹿児島・ 2006-

1 日程

2006年3月26日(日) 編集委員会 ・評議員会

3月27日(月):口頭発表 ・ポスタ一発表 ・

総会 ・懇親会

3月28日(火):口頭発表 ・ポスター発表 ・

公開シンポジウム

3月四日(水)・エクスカーション

2会場 (図1)

大 会:鹿児島大学稲盛会館および工学部共通棟(鹿児島

大学郡元キャンパス)

懇親会鹿児島大学生協郡元南食堂エデュカ(鹿児島大学

郡元キャンパス)

3 参加費用

大会参加費 5，000円(学生4，000円)

懇親会費 : 6，000円(学生5，000円)

4 参加および発表申し込み

( 1)大会参加者は発表の有無または共同発表者の有無に関

わらず，参加申込票に必要事項を記入し，原則としてe-mail

にてお申し込み下さい(宛先 jsp2006@fish.kagoshima 

u. ac. jp)。参加申込票は藻類学会のホームページ (http://

wwwsoc. nii. ac. jpjjspj¥Velcome‘htm)からダウンロードし，所

定の事項を記入後に添付書類としてご送信下さい。郵送また

はFAXにてお申し込みの方は，各自本誌綴じ込みの参加申込

票に必要事項を記入し，大会実行委員会宛にお送り下さい。

(2)研究発表される方(演者のみ)は，下記の要領で発表

要旨の原稿を大会実行委員会宛にお送り下さい。仁l頭発表さ

れる方で、e-mailのアドレスをお持ちでない方は，返信用の宛

名を書いた官製ノ、ガキを同封してください。発表日時をお知

らせします(メー/レアドレスをお持ちの方はe-mailでお知ら

せします)。

(3)大会参加費，懇親会費は本昔、綴じ込みの郵便振替用紙

を使って送金してください。

振込先 日本藻類学会第30回大会実行委員会

口座番号 01740-7-62001 

(4)参加申込票の送付および送金の締切は2006年1月10日

(火)(必着)，発表要旨原稿送付の締切は1月20日 (金)(必

着)です。

5.参加申込票の送付先 (郵送の場合)

〒890-0056 鹿児島市下荒田4丁目 50-20

鹿児島大学水産学部内

日本藻類学会第30回大会実行委員会

Tel: 099-286-4163 (野呂)， -4131 (寺田)

Fax: 099-286-4133 

6.編集委員会および評議員会

編集委員会 :2006年3月26日(日) 15:00 -16:30 

評議員会 ・ 問 16:30-18:00 

会場鹿児島大学稲盛会館(鹿児島大学郡元キャンパス)

連絡先 TEL: 099-286-4163 (野目)

099-286-4131 (寺田)

7 公開シンポジウム

公開シンポジウムを以下の予定で企画中です。九州 ・沖縄

地域の有用海藻に関する基礎研究，増養殖や利用についての

シンポジウムにしたいと考えております。詳細については

ホームページに掲載する予定です。

日 時 :2005年3月28日(火)15: 00一17: 00 (プログラ

ム編成によっては変動あり)

テーマ .九州・ 沖縄の藻類と藻場 :現状と課題 (仮題)

8.エクス力一ション

本大会のエクスカーションとして，薩摩半島南部の観光と

鹿児島県水産技術センターの見学を3月29日(水)に企画し

ています。詳細についてはホームページをご覧下さい。参加

希望者は寺阻までご連絡下さい。

9 問い合せ先

干890-0056 鹿児島市下荒田4丁目 50-20

鹿児島大学水産学部内

日本務類学会第30回大会実行委員会

jsp2006@fish. kagoshima-u. ac. jp 

委員長野自忠秀 noro@fish.kagoshima-u.ac.jp

庶務寺田竜太 terada@fish.kagoshima-u. ac. jp 

Tel:099-286-4163 (野呂) -4131 (寺田)

Fax: 099-286-4296 

10.会場までの交通，並びに宿泊案内

鹿児島大学郡元キャンパスは鹿児島市内中心部に位置し，

]R鹿児島中央駅から約1.7km南に位置します。新幹線でお越

しの方は， ]R鹿児島中央駅広場にある鹿児島市電「鹿児島中

央駅前」電停から市電②「郡元(こおりもと)J方面行きに乗

車し， 5駅目の「工学部前Jで下車して下さい(約10分， 160 

円)。竜停そばの大学通りに面した工学部門から入って左手

が稲盛会館(評議委員会 ・編集委員会 ・総会 ・シンポジウム

会場)，右手奥が工学部共通棟(大会受付 ・一般発表会場)で

す。航空機でお越しの方は，鹿児島空港から鹿児島市内行き

リムジンパスに乗車し(約60分， 1，200円)，鹿児島市内の最

寄りバス停(天文館，鹿児島中央駅)から市電②「郡元(こ

おりもと)J方面行きにお乗り換え下さい。キャンパス内には

大会用の駐車場を用意していませんので，公共交通機関でお



10伽

穏盛会館
(評議委員会・編集委員会・ シンポジウム会場)

2 

守至加治屋町天文館

図1大会会場と懇親会場の位置図 (平成17年度鹿児島大学概要より改変)

の上で作成して下さい(図2)。また， 作成した打ち出し原稿

を実行委員会宛に郵送またはFAXで必ず送付して ください。

イタリックその他の特殊な文字等の照合を行うためです。e-

mallをお使いにならない方は，実行委員会までご連絡下さ

-原稿の最大文字数は全てを含めて 700文字とします。厳

守して ください0

・フォントは明朝体 (原則としてMS明朝の9ポイント)を

使用します。英文の場合はTimesまたはTimesNew Roman 

(9ポイント)を用います。これらのフォントは厳守して

下さい。

-演者名，演題，本文，所属の順に書いて下さい。

・共著の場合は演者の前にOをつけて下さい。また，所属
が異なるときは各著者名の後にネ印を付し，所属の項目

でそれらを区別して下さい。

-手口文原稿の場合， 人J(コンマ)

越し下さい。

なお，大会会場は，図 lを参照して下さい。鹿児島大学水

産学部(下荒田キャンパス)は，大会会場ではありませんの

でご注意下さい(郡元キャンパスの東方，約 1.5km)。

鹿児島大学への交通と会場案内は，鹿児島大学のホーム

ページ内のアクセス ・キャンパスマップ (ht t P : / / 

www.kagoshima-u.ac.jp/univ/j/basyo/basyo.html)にも掲

載されていますので，参照下さい。

鹿児島市内には数多くの宿泊施設がありますので，鹿児島

県観光コンベンション協会の宿泊施設紹介ホームベージ

(http://www.kagoshima-con.or.jp)を参照し，各自で手配を

お願い致します。また，楽天トラベル等のネット宿泊予約サ

イトでも予約可能です。

を使用して下さ」。
「と

11.発表要旨原稿の作成要領と原稿送付方法

原稿は後の講演要旨集作成の際の簡便さを考え，e-mai Iに

よる添付書類 (MS -W 0 R D )でのみ受け付けます (宛先

jsp2006@fish. kagoshima-u. ac. jp)。その際，以下の点に注意



-学名はイタリックで表示するか下線を付して下さい。

・所属は()でくくり，最下段に位置するように書いて下

さし、。

・著者校正はありません。

注パソコンソフトで一括して書式を統一しますので，文

字数，フォント，および上記事項を厳守していただければ，書

類の縦横サイズ，行間サイズ，用紙サイズは任意で結構です。

印刷原稿送付先

〒890-0056 鹿児島市下荒田4丁目 50-20

鹿児島大学水産学部内

日本藻類学会第30回大会実行委員会

委員長野呂忠秀

12 発表形式

(1)口頭発表

-一つの発表につき発表 12分，質疑応答3分です (1鈴 10

分， 2鈴 12分，終鈴15分)。

衛酉諸島に生育するホンダワラ属について分類学的再検討
をおこない，その分布について ・.. . . 

演題と本文の聞は
己主行でl行あける。

本文中で段落を変
えるときも改行を

使う(スペースを
使わなb、)。

-であることが示唆された。
い鹿大水， "UnI¥'ersity of Guelphl 

図2要旨原稿の見本.

j主:字数制限，フォント，文字の大

きさを厳守すれば，書類の縦横サ

イズ，行間サイズ，用紙サイズは

任意でよい (用紙はA4でoK) 

-発表はOHPまたはデジタノレプロジェクターとします。
(2)ポスター発表(図 3)

3 

・ポスターは，縦180cm，横90cm以下の大きさで作成下さ

い。なお， パネノレの構造上，床から 70cmまでは支柱のみ

になります(ポスターはテープ等で固定可)。

・ポスターの上部には図3のように発表番号，表題，氏名

(所属)を明記して下さい。

-研究目的，実験結果，結論などについてそれぞれ簡潔に

まとめた文章をつけて下さい。また，写真や図表には簡

単な説明文を添付して下さい。

・文字や図表の大きさは，少し離れた場所からでも判読で

きるように調整して下さい。

. 3月27日12時頃までに所定の場所に掲示して下さい。ま

た3月28日13-17時の聞に撤収して下さい。

13 その他

日本藻類学会第30回大会関連の情報は，随時，藻類学会

ホームページに掲載する予定です。

180 
cm 

180cm 
以内で
あれば

板商か

らはみ

だして
も可。

POl 表題

氏名(所属)

l l  
110 
cm 

70 

ーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー--1--1 cm 

90cm 

図3ポスター説明図
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日本藻類学会第30回大会参加申込票

整理番号* 発表番号*

( ) ( ) 

(フリガナ)

氏名・

連絡先住所 ・

電話:

電子メールのアドレス

参加形態(番号をOで囲んで下さし、)

所属・

FAX: 

研 究 発 表 1.演者として発表する 2 共著者として発表する 3.発表しない

懇 親 会・ 1.参加する 2.参加しない

エクスカーション 1.参加する 2 参加しない

送金内訳(該当の番号をOで囲み，送金合計を算出して下さい)
1. 大会参加費 5， 000円(学生4，000円)

2.懇親会費 6， 000円(学生5，000円)

送金合計額 円

以下は研究発表について演者のみ記入してください (番号がついているものは該当する番号を選んで下さし、)0 2題以上発表さ

れる方は，この申込票をコピーするか，ホームページ (http://wwwsoc.nii.ac.jp/jsp/lVelcome.html)から申込緊をダウンロー

ドして追加してください。なお，発表形式に関しましては，ご希望に添えない場合もありますことを予めご了承ください。

発表形式 1. 口頭発表 2 ポスター発表

研究材料 1.大型漠 2 微細藻 3.その他

研究分野 1.系統 ・分類 ・積分化， 2 生態， 3.増養殖， 4.藻場造成， 5 赤潮 ・貝毒， 6.高111胞・ 細胞内小器官，7 発

生 ・分化， 8.生長生理， 9.光合成， 10 生体物質，11.代謝 ・酵素，12. その他

口頭発表する方は以下にも記入してください。

発表方法 1. OHP 2.デジタノレプロジェクター

デジタルプロジェクターを使用される方は以下のことに留意して頂き，使用OSをお知らせ下さい。使用ソフトはfPowerPointJ 

と致します。大会本部では，下記のOSのノートパソコンを複数台用意し，発表にそれを使用しますのでご協力をよろしくお願

いします。なお， MacOS9を希望する方は下記にご連絡下さい。

使用 OS: 1. lVindowsXP 2. Macintosh OSX 

また，デ、ジタノレプロジェクターを使用される発表者は，講演内容をCD-RかUSBフラッシュメモリーでご持参下さい。それ以外
のメディアの利用を希望する方は下記にご連絡下さい。

問い合わせ先 jsp2006@fish.kagoshima-u.ac.jp 

演題 .

発表者氏名(所属) (共著者がいる場合は演者の左肩にOを付けて下さしつ

申込粟は原則として e-mailでお送り下さい(宛先 jsp2006@fish.kagoshima-u. ac. jp)。郵便やFaxの場合は，下記宛に送付a

してください。締め切りは2006年1月10臼(火)(必着)です。

(本整理番号，発表番号は大会実行委員会で記入します。)

干890-0056 鹿児島市下荒田4丁目50-20

鹿児島大学水産学部内

日本藻類学会第30回大会実行委員会

Tel:099-286-4163 (野呂)， -4131 (寺田)， Fax: 099-286-4296 



藻類Jpn.1. Phycol. (Sorui) 53: 179・228，Nov. 10，2005 

吉田忠生1・馬田 智2・吉永一男3・中嶋 泰3.日本産海藻目録 (2005年改訂版)

Tadao Yoshida1， Satoshi Shimada2， Kazuo Yoshinaga3 and Yasushi Nak司ima3:

Checklist ofMarine Algae of Japan (Revised in 2005) 

1 (818-0103福岡県太宰府市朱雀6-13-13)

2北海道大学創成科学共同研究機構 (060-0810札幌市北区北10条8丁目)

3三洋テクノマリン株式会社 (103-0012東京都中央区日本橋堀留町1-3-17)

1 Suzaku 6・13・13，Dazaifu City， Fukuoka， 818・0103Japan 

2 Creative Research Initiative“Sousei"， Hokkaido University， Sapporo 060・0810Japan 
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日本の沿岸から1985年までに記録された種をまとめて「日

本産海藻目録」として刊行してから.1990年.1995年.2000 

年と 5年ごとに新しい知見を加えて改訂してきた。近年，分

子系統学的な研究の進展が著しく，種およびそれ以上の各レ

ベルで新しい見解が続々と発表され，分類体系の見直しがな

されてきている。これらの傾向をできるだけ取り入れて2005

年改訂版として刊行することとした。

目録の編集に当たっての方針は次の通りである:

-採録した範囲は，南は与那国島，小笠原島から北は北海道

までの現在の行政範囲で，これまでに記録された種に限る。

・目までの分類体系はおおむね吉田(1998)に従い，最近の

見解によって変更を加えたところもある。科と属，種の配

列はalphabet)1慣とした。

・属名の綴りなどはNCU・3(Names in Current Use-3， Regnum 

Vegetabile vol. 3， 1993)のものを採用した。

・種小名はすべて小文字とし，その語尾は規約に従って改め

である。種以下の分類群が認められている場合には，イワ

ズタ属など一部を除いてノートの中に取り上げた。人名に

はスモールキャピタルを用いないことにした。

・国際植物命名規約 (ICBN)“StLouis Code" (2000)に従って，

著者引用には“ex"だけを表記し J"in"は年号による文献引

用を伴う場合のみに使用した。著者引用が長くなるとき.3 

人以上の場合には2番目以下を etal.で省略する。また，

“ex"の前の著者を省略しでもよい。組み合わせの場合には

基名 basion卯 1の著者を示すカッコ内の著者名を省略するこ

とがある。著者名が知られていて混同の恐れがないときに

は.Linnaeus -Linne， L.， Kutzing -Kutz.， Kg.， Agardh -Ag. 

などのような習慣的な略し方もある。

・異名 synonymは岡村「日本海藻誌」などに掲載されているも

のと，前固までの「目録Jで採用されたものを[]に入れて

示した。

-種の和名はすでに発表されているものを採用した。ここで

新しく発表するものには(新称)と付記した。種が纏めら

れた場合には，その1つを用いるようにした。属と属以上

の分類群については代表的な種の和名から付けることを原

則とした。和名を付けなかったものは学名の読みをカタカ

ナ書きとした。

-注記の必要な分類群には名前の後にカッコ付き番号をつ

け，緑，褐，紅藻のリストのあとに列記した。

・この目録で新しく収録された名前は種小名の前に*をつけ

て示した。

・この目録の中で用いられている略語には次のようなものが

ある:

auct. japon. = auctorum japonicorum日本の多くの著者により

習慣的に用いられてきた名前

auct. non =原著者のものと異なる。

emend.= emendavit分類群の定義を変更した。

frat. = frater兄弟。主=filius子供

ineditaeラテン語記載を伴わず，正式な発表でない。

nom. cons. = nomen conservandumより古い名前に対して保留

が認められ，国際植物命名規約付録に登録されている名

前。保留(保存)名。

orth. cons. = orthographia conservanda最初に発表されたとき

と異なる綴りが慣用により一般化し，保留が認められたも

の。

sensuある著者が同定の誤りなどにより用いた名前。

この目録の改訂には多くの方々のご意見やご指摘を頂い

た。とくに北海道大学増田道夫教授，小亀一弘助教授，栗原

暁博士. (財)海洋生物環境研究所馬場将輔博士からは細部

にわたってご教示を頂いた。厚くお礼申し上げる。刊行に関

してご援助いただいた三洋テクノマリン株式会社に感謝して

いる。このような「目録jは研究の進展に伴って常に改訂さ

れるべきもので，これからもご意見と情報を頂ければ幸いで

ある。
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CHLOROPHYCEAE WiIle in Warming， 1884緑藻網

(UL VOPHYCEAE Stewart et Mattox， 1978) 

TETRASPORALES Pascher， 1915ょっめも目

Tetrasporaceae Wittrock， 1872 nom. cons.ょっめも科

Palmophyllum Kutzing， 1847パルモフィルム属

crassum (Naccari)Rabenhorst var. orbiculare (Bomet) Feldmann 

CHLOROCOCCALES Pascher， 1915クロロコックム目

Endosphaeraceae (K1ebs) Artari， 1892エンドスフアエラ科

Chlorochytrium Cohn， 1872クロロキトリウム属 (1)

porphyrae Setchell et Gardner 

Codiolum A. Braun， 1855コディオルム属

gregarium A. Braun 

Gomontia Bornet et Flahau1t， 1888かいみどり属

polyrhiza (Lagerheim) Bomet et F1ahau1tかいみどり

ULOTRICHALES Borzi， 1895ひびみどろ目

Collinsiellaceae Chihara， 1967らんそうもどき科

Collinsiella Setchell et Gardner， 1903らんそうもどき属 (2)

cava (Y endo) Prinzしわらんそうもどき

japonica (Y endo) Printzこつぶらんそうもどき

tuberculata Setchell et Gardnerらんそうもどき

Collinsiellopsis Chihara， 1967にせらんそうもどき属

expansa Chiharaにせらんそうもどき

U10trichaceae Kutzing， 1843ひびみどろ科

Ulothrix Kutzing， 1833ひびみどろ属

flacca (DiIlwyn) Thuretひびみどろ

fpseudoflacca ほそひびみどろl
implexa (Kutzing) Kutzing 

CHAETOPHORALES WiIle in Eng1er et Prantl， 1909 

カエトフォラ目

Chaetophoraceae Greville， 1824カエトフォラ(たまも)科

Bolbocoleon Pringsheim， 1863ボルボコレオン属

pil砕rumPringsheim 

Entocladia Reinke， 1879エントクラディア属

hypoglossiae Nodaないせいほそいとも

polys伊honiaeSetchell et Gardner 

Internoretia Setchell et Gardner， 1920インテノレノレティア属(3)

fryeana Setchell et Gardner 

Pringsheimiella Hoehne1， 1920プリングスハイミエラ属

scutata (Reinke) Hoehnel ex Marchewianka 

U/vella Crouan frat.， 1859あわびも属 (4)

lens Crouan frat.あわびも

PHAEOPHILALES Chappell et al.， 1990ねじれみどり目

Phaeophilaceae Chappell， O'Kelly， Wilcox et Floyd， 1990ねじ

れみどり科

Phaeophila Hauck， 1876ねじれみどり属

dendroides (Crouan frat.) Battersねじれみどり

ULVALES B1ackmann et Tans1ey， 1902あおさ目

Capsosiphonaceae Chapman， 1952かぶさあおのり科

Capsosiphon Gobi， 1879かぶさあおのり属

fulvescens (C. Agardh) Setchell et Gardnerかぷさあおのり

groenlandicus (J. Agardh) Vinogradovaひもひとえぐさ

[Monostroma groenlandicum] 

Kornmanniaceae Go1den et Co1e， 1986もっきひとえぐさ科

Kornmannia Bliding， 1969もっきひとえ属

leptoderma (Kjellman) B1idingもっきひとえ

[zostericola] 

[Monostroma zostericola] 

Monostromataceae Kunieda， 1934ひとえぐさ科

Monostroma Thuret， 1854ひとえぐさ属

alittoralis Tanaka et K. Nozawaしんかいひとえぐさ

angicava向ellmanえぞひとえぐさ

crassidermum Tokidaあつかわひとえ

crassissimum Iwamotoあっばひとえ

grevillei (Thuret) Wittrockうすひとえぐさ

nitidum Wittrockひとえぐさ

[latissimumひろはのひとえぐさ]

0砂'spermum(Kutzing) Dotyまきひとえ

[tubiformeらっぱひとえ]

[wittrockU] 

Protomonostroma Vinogr叫 ova， 1969しわひとえぐさ属

undulatum (Wittrock) Vinogradovaしわひとえぐさ

[Monostroma undulatum] 

[Monostroma pulchrum sensu Yendo] 

Ulvaceae Lamouroux ex Dumortier， 1822あおさ科

Blidingia Kylin， 1947ひめあおのり属

margin四似(J.Agardh) Dangeardほそひめあおのり

[Enteromorpha marginata] 

minima (Nageli ex Kutzing) Kylinひめあおのり

[Enteromorpha micrococca] 

[Enteromorpha nana var. minima] 

Percursaria Bory， 1823ベルクルサリア属

percursa (C. Agardh) Rosenvinge 

Ulva Linnaeus， 1753あおさ属(5)



arasakii Chiharaながあおさ

* armoricana Dion， de Riviers et Coatあおさりか(属国・平
岡，新称)(6) 

* clathrata (Roth) Grevilleたれつあおのり (7)
[Enteromorpha clathrata] 

[Enteromorpha crinitaほそえだあおのり]

[Enteromorpha ramulosaひげあおのり]

[Ulva muscoides] 

* compressa Linnaeusひらあおのり
[Enteromorpha compressa] 

conglobata向ellm佃ぼたんあおさ (8)

fasciata Delileりぼんあおさ

jをnestrataPostels et Ruprechtちしまあなあおさ

* flexuosa Wulfenきぬいとあおのり
[Enteromorpha flexuosa] 

[Enteromorpha plumosaわたげあおのり]

* intestinalis Linnaeusぼうあおのり
[Enteromorpha intestinalis] 

[Enteromorpha capillariesいとあおのり]

lactuca Linnaeusおおばあおさ

[latissima sensu Nagai] 

* linza Linnaeusうすばあおのり
[Enteromorpha linza] 

* ohnoi Hiraoka et Shimadaみなみあおさ (9)
pertusa Kjellmanあなあおさ

申prol砕raMullerすじあおのり

[Enteromorpha prol砕ra]

reticulata Forsskalあみあおさ

spinulosa Okamura et Segawaこっぶあおさ

sublittora/is Segawaおおあおさ

牢 tanneriHayden et Waalandひめぼたんあおさ

[Chloropelta caespitosa] 

Ulvaria Ruprecht in Middendorff， 1851くろひとえぐさ属

ルscaRuprechitくろひとえぐさ
[obscura] 

[Monost7・'omaβlsca]

[Monostromaルscumv低 splendensおおひとえぐさ]
Umbraulva Bae et Lee， 2001やぶれぐさ属 (10)

* amamiensis (Tanaka) Bae et Leeうしゅくあおさ
[Ulva amamiensis] 

* japonica (Ho1mes) Bae et Leeやぶれぐさ
[Letterstedtia}中 onica]

[Ulva japonica] 

PRASIOLALES Fritsch in West et Fritsch， 1927かわのり目

Prasiolaceae B1ackman et Tans1ey， 1902かわのり科

Prasiola (C. Agardh) Meneghini， 1838 nom. cons.かわのり属

de/icata Setchell et Gardnerひめいそかわのり

吉田ら

CLADOPHORALES West 1904しおぐさ目

Anadyomenaceae Kutzing， 1843うきおりそう科

Ana砂omeneLamouroux， 1812 nom.cons.うきおりそう属

wrightii Harveyうきおりそう

Microdictyon Decaisne， 1841あみもよう属

japonicum Setchellあみもょう

nigrescens (Yamada) Setchellくろあみもょう

okamurae Setchellたのもぐさ

vanbosseae Setchellしぼりあみもょう

Valoniopsis Borgesen， 1934，ほそぱろにあ属

pachynema (Martens) Borgesen ほそばろにあ

[Valonia co~砕rvoides]
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Cladophoraceae Wille in Warming， 1884 nom. cons.しおぐさ

科

Chaetomorpha Kutzing， 1845 nom. cons.じゅずも属

aerea (Dillwyn) Kutzingたるがたじゅずも

antennina (Bory) Kutzingえながじゅずも

[media] 

basiretrorsa Setchellちゃぽじゅずも

brachygona Harvey 

crassa (C. Agardh) Kutzingほそじゅずも

gracilis Kutzingわたじゅずも

linum (M剖ler)Kutzingうすいろじゅずも

melagonium (Weber et Mohr) Kutzingはりがねじゅずも

moni/igera Kjellmanたまじゅずも

pachynema (Montagne) Kutzing ぼうじゅずも

spira/is Okamuraふとじゅずも

Cladophora Kutzing， 1843 nom. cons.しおぐさ属 (11)

albida (Nees) Kutzingわたしおぐさ

aokii Yamadaあおきしおぐさ

[ヴuかuensisちゃぽしおぐさ]

rfastigiaωHarvey] 

catenaω(Linnaeus) Kutzingかびしおぐさ

[ルliginosa]
conchopheria Sakaiかいごろも

事 coelothrixKutzingはいしおぐさ

* dalmatica Kutzingこしおぐさ
[pusilla] 

* dotyana Gilbertみなみしおぐさ
[meridionalis] 

[paωla Sakai] 

* enomotoi van den Hoek et Chiharaだんつうしおぐさ
* flexuosa (Muller) Kutzingみやびしおぐさ
[speciosa] 

[gracilis] 

[rudolphianaたまりしおぐさ]

* horii van den Hoek et Chiharaひめふかみどりしおぐさ
* hutchinsioides van den Hoek et Womersleyなよしおぐさ
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[gracilis sensu Sakai] 

japonica Yamadaおおしおぐさ

* laetevirens (DilIwyn) Kutzingまがりしおぐさ
ネ liniformisKutzingかみのけしおぐさ

キminisakaiivan den Hoek et Chiharaこあさみどりしおぐさ

ohkuboana Holmesかたしおぐさ

oligocωda Harveyいとげしおぐさ
[non oligoclada sensu Sakai] 

寧 oligocladoideavan den Hoek et Chihara It、とげしおぐさもど

き

opaca Sakaiつゃなししおぐさ

[glaucescens auct. japon.] 

[arenaria Sakaiすなしおぐさ]

[rupestris sensu Sakai] 

* ordinata (Borgesen) van den Hoekひらしおぐさ (12)
[Willeella ordinataなんかいひらしおぐさ]

[Willeellajaponica] 

* pachyliebetruthii van den Hoek et Chiharaじゅうたんしおぐ
さ

[montagnei var. radicans] 

* penicilloides van den Hoek et Chiharaふでしおぐさ
* prolifera (Roth) Kutzingくろしおぐさ
[rugulosa] 

rupestris (Linnaeus) Kutzingまがいっゃなししおぐさ

sakaii Abbottあさみどりしおぐさ

[densa Harvey] 

sibogae Reinboldねだししおぐさ

* socialis Kutzingひめはいしおぐさ
stimpsonii Harveyきぬしおぐさ

* vagabunda (Linnaeus) van den Hoekふさしおぐさ
[fascicularis] 

[uncinellaまきしおぐさ]

wrightiana Harveyちゃしおぐさ (13)

Rhizoclonium Kutzing，ねだしぐさ属

キ祈icanumKutzingおきなわねだしぐさ (14)

[hookeri] 

grande Borgesenおおねだしぐさ (15)

riparium (Roth) Kutzing ex Harveyほそねだしぐさ (14)

[arenosum] 

[implexumかわぐちみどろ]

[kerneriヨ
[kochianumびろうどみどろ]

tortuosum (DilIwyn) Kutzingながもつれ

ACROSIPHONIALES Kornmann ex Silva， 1982 

もつれぐさ目

Acrosiphoniaceae Jonsson， 1959もつれぐさ科

Spongomorpha Kutzing， 1843もつれぐさ属 (16)

duriuscula (Ruprecht) Collinsもつれぐさ (17)

[ breviarticulaωきたみもつれぐさ]
heterocladia Sakaiいぶりもつれぐさ

[mertensii f. tenuisほそもつれぐさ]

mertensii (Yendo) Setchell et Gardnerかぎもつれぐさ

[Acrosiphonia mertensii] 

saxatilis (Ruprecht) Collinsとげなしもつれぐさ

spiralis Sakaiうずもつれぐさ

Urospora Areschoug， 1866 nom. cons.しりおみどろ属

penicilliformis (Roth) Areschougしりおみどろ

[mirabilis] 

wormskioldii (Mertens) Rosenvingeおおしりおみどろ

SIPHONOCLADALES (Blackman et Tansley) Oltmanns， 1904 

みどりげ目

Boodleaceae Borgesen， 1925あおもぐさ科

Boodlea Murray et De Toni in Murray， 1889あおもぐさ属

coacω(Dickie) Murray et De Toniあおもぐさ

composita (Harvey) Brandはねあおもぐさ

[siamensisゆるあおもぐさ]

Phyllodictyon J.E. Gray， 1866おおあみは属 (18)

haterumense (Itono) Kraft et Wynneひめあみは

[Struvea haterumensis] 

orientale (A. et E.S. Gepp) Kraft et Wynneおおあみは

[Struvea orientalis] 

Struvea Sonder， 1845 nom. cons.あみは属

anastomosans (Harvey) Piccone et Grunowさいのめあみは

(19) 
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Siphonocladaceae Schmitz， 1879 nom. cons.まがたまも科

Boergesenia Feldmann， 1938まがたまも属

forbesii (Harvey) Feldmannまがたまも

[Valonia forbesii] 

Chamaedoris Montagne， 1842たんぼやり属

orientalis Okamura et Higashiたんぼやり

Cladophoropsis Borgesen， 1905 nom. cons.みどりげ属

corallinicola K吋imuraさんごもみどりげ

herpestica (Montagne) Howeかたばみどりげ

[zollingeri sensu Yamada] 

* javanica Kutzingみどりげ(20)
[fasciculatus] 

sundanensis Reinboldひめみどりげ

vaucheriaφrmis (Areschoug) Papenfussきつねのお
Siphonocladus Schmitz， 1879くだねだしぐさ属

tropicus J. Agardhくだねだしぐさ
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Valoniaceae Kutzing， 1849ばろにあ科

DictyosphaerωDecaisne ex Endlicher， 1843きっこうぐさ属

cavernosa (Forsskal) Borgesenきっこうぐさ

(fabulosa] 

versluysii Weber-van Bosseむくきっこうぐさ

[bokotensisとげきっこうぐさ]

Valonia C. Agardh， 1822ぼろにあ属

aegagropila C. Agardhたまぼろにあ

fastigiata Harvey ex J. Agardh 

macrophysa Kutzingたまごばろにあ

oblongata J. Agardh (26) 

utricularis (Roth) C. Agardhぼろにあ

Ventricaria 01sen et West， 1988おおばろにあ属

ventricosa (1. Ag釘dh)Olsen et Westおおばろにあ

[Valonia ventricosa] 

CAULERPALES Feldmann， 1946いわずた目

Caulerpaceae Kutzing， 1843いわずた科

Caulerpa Lamouroux， 1809いわずた属

brachypus Harveyへらし、わずた

cupressoides (V油1)C. Agardh 

var. cupressoides 

var. lycopodium Weber-van Bosse 

f. amicorum (Harvey) Weber-van Bosseびゃくしんずた

f. disticha Weber-van Bosse 

f. elegans Weber-van Bosseうつくしずた

fastigiata Montagne けし、わずた

fergusonii Murrayふじのはずた

filicoides Yamadaひめしだずた

[verticillata f. acuta] 

lentillifera J. Agardhくびれずた

microphysa (Weber-van Bosse) Feldmannこつぶせんなりず

た

nummularia Harvey ex J. Ag釘dhすずかけずた

fpeltata v釘.nummularia] 

okamurae Weber-van Bosseふさいわずた (21)

f. oligophylla Okamura 

[tateyamaensis Yendo] 

parvifolia Harveyひないわずた

racemosa (Forsskal) J. Agardh (22) 

V釘 .clavifera (Turner) Weber-van Bosse 

f. macrophysa (Kutzing) Weber-van Bosseせんなりずた

f. reducta Borgesen 

V釘.laete-virens(Montagne) Weber-van Bosseすりこぎずた

V釘 .lamourouxii (Turner) Weber-van Bosseひらえずた

V釘 .occidentalis (1. Agardh) Borgesenえっきずた

var. peltata (Lamouroux) Eubankたかっきずた

V釘 .uvifera (C. Agardh) J. Agardhこはぎずた

scalpelliformis (R. Brown ex Turner) C. Agardh 

var. denticulata (Decaisne) Weber-van Bosseあまみのくろ

きずた

* var. scalpell仲間isくろきずた
serrulata (Forsskal) J. Agardh 

[斤eycinetii]

V低 boryana(J. Agardh) Yamada et Tanaka f. occidentalis 

(Weber-van Bosse) Yamada et Tanakaさいはいずた

var. serrulata f. lata (WebeトvanBosse) Tsengよれずた

sertularioides (Gmelin) Howe f.longipes (J. Agardh) Collinsた

かのはずた

subserrata Okamuraきざみずた

taxifolia (Vahl) C. Agardhいちいずた

verticillata J. Agardh f. charoides Harvey ex Weber-van Bosse 

うちわずた

webbiana Montagne 

f. disticha Weber-van Bosse 

f. elegans Yamada et Tanaka 

f. tomentella (Harvey) Weber-van Bosseこけし、わずた

Caulerpella Prud'homme van Reine et Lokhorst， 1992ひめいわ

ずた属

ambigua (Okamura) Prud'homme van Reine et Lokhorstひめ

いわずた

Chaetosiphonaceae Blackman et Tansley， 1902ケートシフォン

科

Blastophysa Reinke， 1889あわみどり属

rhizopus Reinkeあわみどり

Udoteaceae J. Agardh， 1887はごろも科

Avrainvillea Decaisne， 1842はうちわ属

amadelpha (Montagne) A. et E.S. Geppくさびがたはうちわ

(23) 

[lacerata] 

[lacerata var. robustior] 

erecta (Berkeley) A. et E.S. Geppこてんぐのはうちわ

nigricans Decaisneくろはうちわ

obscula (C. Agardh) J. Agardhまるばはうちわ

[capituliformisうみきのこ]

riukiuensis Yamadaてんぐのはうちわ

Boodleopsis A. et E.S. Gepp， 1911もつれちょうちん属 (24)

pusilla (Collins) Taylor， Joly et Bernatowiczもつれちょうち

ん

Chlorodesmis Harvey et Bailey， 1851まゆはきも属

caespitosa J. Agardhし、とげのまゆはき

(formosana] 

fastigiata (C. Agardh) Duckerまゅはきも

[comosa] 

haterumana Tanaka et Itonoひなまゆはきも

Halimeda Lamouroux， 1812 nom. et orth. cons.さぽてんぐさ属

discoidea Decaisneうちわさぽてんぐさ
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[cuneata auct. japon.] 

distorta (Yamada) Hillis-Collinvauxそりはさぼてんぐさ

fragilis Taylorもろさぽてんぐさ

incrassαta (Ellis) Lamourouxみつでさぽてんぐさ (25)

macroloba Decaisneひろはさぽてんぐさ

micronesica Yamadaこばのさぽてんぐさ

opuntia (Linnaeus) Lamourouxさぼてんぐさ (26)

renschii Hauckひめさぼてんぐさ

[opuntia f. renschii] 

simulans Howeふささぽてんぐさ

[incrassata var. lamourouxii] 

tuna (Ellis et Solander) Lamourouxつなさぽてんぐさ

velasquezii Taylorひらさぼてんぐさ

[opuntia王intermedia]

Pseudochlorodesmis Borgesen， 1925にせまゅはき属

furcellata (Zan訂dini)Borgesenにせまゆはき

Rh伊iliaKutzing， 1858にせはうちわ属

* amamiensis Enomoto (ineditae)なんかいにせはうちわ (27)
orientalis A. et E.S. Geppにせはうちわ

Rhipiliopsis A. et E.S. Geppリピリオプシス属

echinocaulos (Cribb) Farghalyにせひめいちょう

[Geppella japonica] 

yaeyamensis (Tanaka) Kra食ひめし、ちょうもどき

[Geppella yaeyamensis] 

Tydemania Weber-van Bosse， 1901すずかけも属

expeditionis Weber-van Bosseすずかけも

Udotea Lamouroux， 1812はごろも属

argentea Zanardiniおおはごろも

glaucescens Harveyちぢみひめいちょう

javensis (Montagne) A. et E.S. Geppひめいちょう

orientalis A. et E.S. Geppはごろも

yamadae Tanaka et Itonoうすばはごろも

CODIALES Feldmann， 1954みる目

Codiaceae Kutzing， 1843みる科

Codium Stackhouse， 1799みる属 (28)

arabicum Kutzingなんばんはいみる

barbatum Okamuraひげみる

[tenue auct. japon.いとみる]

* capiωtum Silva et Womersleyくびれはいみる(潟回，新称)
(29) 

coactum Okamuraねざしみる

[coarctatum] 

contractum Kjellmanさきぶとみる

cylindricum Holmesながみる

* dimorphum Svedeliusおおはいみる(鳥田，新称)(30) 
jトagile(Suringar) Hariotみる

hubbsii Dawsonはいみるもどき

intricatum Okamuraもつれみる

latum Suringarひらみる

lucasii Setchell はいみる

[adhaerens auct. japon.] 

minus (Schmidt) Silvaたまみる

[mamillosum var. minus] 

ovale Zanardiniえっきたまみる

repens Crouan仕at.やせがたもつれみる

saccatum Okamuraふくろみる

spongiosum Harveyこぶしみる (31) 

[pugniforme] 

subtubulosum Okamuraくろみる

[divaricatum Holmes] 

yezoense (Tokida) Vinogradovaえぞみる

[dichotomum var. dichotomum subvar. yezoense] 

[tomentosum auct. japon.いもせみる]

Ostreobium Bomet et Flahault， 1889かいがらみどりいと属

quekettii Bomet et Flahaultかいがらみどりし、と

BRYOPSIDALES Schaffner， 1922はねも目

Bryopsidaceae Bory， 1829はねも科

Bryopsis Lamouroux， 1809はねも属 (32)

corticulans Setchellねざしはねも

corymbosa J. Agardhふさはねも

harveyana J. Agardhかたはのはねも

hypnoides Lamourouxおばなはねも

indica A. et E.S. Geppいんどはねも

maxima Okamura ex Segawaおおはねも (33)

muscosa Lamourouxながほのはねも

plumosa (Hudson) C. Agardhはねも (34)

ryuかuensisYamadaわたはねも

tr伊loramosaKobara et Chiharaなんかいはねも

Pseudobryopsis Berthold in Oltmanns， 1904にせはねも属 (35)

hainanensis Tsengはねももどき

[Trichosolen hainanensis] 

[B.りノopsismyura sensu Yendo] 

Derbesiaceae Hauck， 1884つゅのいと科

Derbesia Solier， 1847つゅのいと属

marina (Lyngbye) Solier ほそっゅのいと (36)

minima Weber-van Bosseみるつゅのいと

rhizophora Yamadaねだしつゅのいと

tenuissima (Moris et De Notaris) Crouan frat.つゅのいとけば

(37) 

Pedobesia MacRaild et Womersley， 1974あしっきいとげ属

ryuかuensis(Yamada et Tanaka) Kobara et Chiharaあしっき
ひめいとげ

[Derbesia ryuかuensisひめつゅのし、と]
* simplex (Meneghini ex Kutzing) Wynne et Leliaertあしっきふ
とし、とげ(38)
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[/amourou.xii] vanbosseae Howeこなはだふでのほ

[Derbesia /amourou.xiiつゅのし、と]

DASYCLADALES Pascher， 1931カミさのり目

DasycIadaceae Kutzing， 1843ダジクラズス科

Bornetel/a Munier-Chalmas， 1877みずたま属

c/avel/ina T釦 akaほそみずたま

nitida Sonderながみずたま

oligospora Solms・Laubachかたみずたま

sphaerica (Zan訂dini)Solms-Laubachみずたま

[ovalis] 

Cym中oliaLamouroux， 1816うすがさね属

vanbosseae Solms-Laubachうすがさね

Dasyc/adus C. Agardh， 1828ダジクラズス属

vermicu/aris (Scopoli) Krasser 

Neomeris Lamouroux， 1816ふでのほ属

annu/ata Dickieふでのほ

申 bilimbataKosterぬれふでのほ

[mucosa sensu Yamada et Tanaka] 

Polyphysaceae Kutzing 1843かさのり科

Acetabu/aria Lamouroux， 1821 nom. cons.かさのり属

ca/icu/us Lamourouxほそえがさ

[ca/ycu/us] 

[caraibica sensu Okamura] 

dentata Solms・Laubachりゅうきゅうがさ

加わluensisOkamura et Yamadaかさのり

Parvocau/is Berger et a/.， 2003ひなかさのり属 (39)

* c/avata (Yamada) Berger et a/.はなれがさ
[Acetabu/aria c/avata] 

* exigua (Solms-Laubach) Berger et a/.ほしがたかさのり
[Acetabu/aria exigua] 

* parvu/a (Solms-Laubach) Berger et a/.ひなかさのり
[Acetabu/aria parvu/a] 

[Acetabu/aria moebii] 

Halicoryne Harvey， 1859いそすぎな属

wrightii Harveyし、そすぎな

緑藻に関するノート

(1) Ch/orochytrium incu/usumミドリウズミモはSpongomorphaのいくつかの種の胞子体世代である(宮地・黒木 1976)。

(2) Nakayama & Inouye (2000)の研究により Col/insiellacavaの微細構造が Monostromataceaeヒトエグサ科のものと極めてよ

く似ており，Col/insiellaはMonostromataceaeに含めるべきであると結論された。しかし Co/linsiel/opsisについては情報が

ない。

(3) O'Kelly (1983)によれば，この属は褐藻類である。日本での記録も再検討する必要がある。

(4) Pseudu/vel/a属は U/vel/a属と区別できないという Nielsen(1977)の意見により，日本からのPseudu/vellasp.の記録(千原

1957)を収録しなかった。

(5) Shimada et a/. (2003)， Hayden et a/. (2003)の分子系統の研究から，U/va属と Enteromorpha属，Ch/orope/ta属はひとつの

c1adeを形成し，属レベルで区別できないとして， Linnaeusの定義が正しかったとされる。 Ch/orope/tacaespitosaを U/va

属に移すにあたり，U/va tanneriと変更された。

(6) Shimada et a/. (2003)が広島と横浜のグリーンタイドを形成する浮遊性のアオサ属のなかでこの種の存在を確認した。

(7) U/va muscoidesの名前を採用しない。 U.crinita， ramu/osaを異名とする。

(8) f. densaが記載されている (Kjellman1897)。

(9) Hiraoka et a/. (2004)により浮遊性にもなる種として記載された。

(10) Bae & Lee (2001)により日vaアオサ属から分離された。 Luteinではなく siphonaxanthinを含んでいる。

(11) van den Hoek & Chihara (2000)のモノグラフによって日本産の種について大きな改訂が加えられた。

(12) van den Hoek (1979)， van den Hoek & Chihara (2000)はWilleellaヒラシオグサ属を C/adophoraシオグサ属と区別できないと

した。

(13) var. minorホソチャシオグサが記載されたのanden Hoek & Chihara 2000)。

(14)異名は問中 (2004)の意見による。

(15)田中 (2004)によると，この種はChaetomorphaジュズモ属であるという。

(16)モツレグサ，イプリモツレグサ，カギモツレグサ，ウズモツレグサ:胞子体世代は Ch/orochytriuminc/usumである(宮

地・黒木 1976)。 トゲナシモツレグサ:胞子体世代は Codio/umpetrocelidisである(宮地 1984)。

(17) var. tenuisホソモツレグサ， v釘 .carti/agineaカタモツレグサが区別されている (Yamada1935)。

(18) Kraft & Wynne (1996)はsegregativecell divisionをしないものをP砂llodictyon属としてStruvea属から分離した。

(19)日本のサイノメアミハは確実に segregativecell divisionを行う。吉田 (1998)では和文の記述のみで正式の発表ではない。
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ここでも以前からの名前を用いる。

(20)異名は Silvaet al. (1996)による。

(21)ほかに f.minorが記載された (Narita1915)。

(22) Ohba & Enomoto (1987)， Petersen (1972)は仁 racemosaが環境条件によって形態を著しく変えることを示した。種内分類

群については再検討を要する。

(23)異名は 0lsen-Stojkowich(1985)による。

(24)田中 (2003)によると，この属は Caulerpaceaeイワズタ科に所属させるべきであるという。

(25)王lamourouxiiラモローサボテングサ， f. ovaωコサボテングサが区別されている(岡村1936)。

(26) f. cordataが区別されている(岡村 1936)。

(27)この名前は吉田(1998)ではラテン語記載を伴っていないので，正式の発表ではない。

(28) Shimada et al. (2002)の分子系統の研究がある。

(29)高知や鹿児島から報告された (Shimadaet al. 2002)。

(30)高知や静岡から記録された(Shimadaet al. 2002)。

(31 )異名は Silvaet al. (1996)による。

(32) Yendo (1915)が報告した B.caespitωaは伊豆下回産のl枚の標本のみしかなく，その後の記録がないので，収録しなかっ

た。

(33)岡村(1936)では暫定的に予報された形で，正規の発表とは認められず，瀬川(1956)で正式に発表されたものとして

扱う。

(34) v釘 .condensata Kjellmanが区別されている(岡村 1936)

(35) Henne & Schnetter (1999)の研究で TrichosolenとPseudobryopsisが別属とされた。

(36)配偶体はHalicystisovalisである (Kobara& Chihara 1981)。

(37)配偶体は Halicystisparvulaである (Kobara& Chihara 1981)。

(38)異名は Wynne& Le1iaert (2001)による。

(39) Berger et al. (2003)は分子系統と形態形成の研究から Parvocaulis属の設立を提唱した。

PHAEOPHYCEAE悶ellm加 inEng1er et Prantl， 1891褐藻網

ECTOCARPALES Setchell et Gardner， 1922 

しおみどろ目(狭義， 46) 

Ectocarpaceae C. Agardh， 1828しおみどろ科

Acinetospora Bornet， 1892アキネトスポラ属

crinita (Carmichae1 ex Harvey) Kornmann 

[Ectocarpus filamentosus] 

[Ectocarpus ugoensis] 

Asteronema De1epine et Asensi， 1975アステロネマ属

* breviarticulatum (J. Agardh) Ouriques et Bouzonたまがたし
おみどろ(1)

[Ectocarpus breviarticulatus] 

[F eldmannia breviarticulata] 

[Hincksia breviarticulata] 

Ectocarpus Lyngbye， 1819 nom. cons.しおみどろ属

arctus KUtzingけなししおみどろ

[confervoides] 

ルsiformisNagaiつむがたしおみどろ
laurenciae Yamadaちゃぽしおみどろ

siliculosus (Di11wyn) Lyngbyeしおみどろ

socialis Setchell et Gardnerひめみるしおみどろ

yezoensis Yamada et Tanakaえぞしおみどろ

Feldmannia Hame1， 1939フェルドマニア属

formosana (Yamada) Itonoなんかいしおみどろ

[Ectocarpus formosanus] 

irregularis (KUtzing) Hame1みるしおみどろ

[Ectocarpus irregularis] 

[Ectocarpus izuensis] 

Hincksia J.E. Gray， 1864ヒンクシア属

granulosa (J.E. Smith) Si1va 

[Ectocarpus granulosus] 

[Giffordia granulosa] 

indica (Sonder) J. Tanakaながみしおみどろ

[Ectocarpus indicus] 

[Feldmann似 indica]

[Giffordia indica] 

mitchellae (Harvey) Silvaたわらがたしおみどろ

[Ectocarpus mitchellae] 

[Giffordia mitchellae] 

ovaω(阿ellman)Si1va 

[Ectocarpus ovatsu] 

[Giffordia ovaω] 

sandriana (Zanardini) Silva 

[Ectocarpus sandrianus] 

[Giffordia sandriana] 

Laminariocolax Kylin， 1947ラミナリオコラックス属
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aecidio.ides (Rosenvinge) Petersわかめやどりみどろ (3)

[Go.no.nema aecidio.ides] 

[Streblo.nema aecidio.ides] 

Laminario.nema Kawai et Tokuyama， 1995ラミナリオネマ属

elsbetiae Kawai et Tokuyama 

争o.ngo.nemaKutzing， 1849かぎしおみどろ属

to.mento.sum (Hudson) Kutzingかぎしおみどろ

St1・'eblo.nemaDerbes et Solier in Castagne， 1851やどりみどろ属

evagatum Setchell et Gardnerこぶやどりみどろ

fasciculatum Thuret 

Pilayellaceae Pedersen， 1984ぴらえら科

Bachelo.tia (Bomet) Kuckuck ex Hamel， 1939なんかいしおみど

ろ属

antillarum (Grunow) Gerloffなんかいしおみどろ

Pilayella Bory， 1823ぴらえら属 (4)

litto.ralis (Linnaeus)向ellm加ぴらえら

Sorocarpaceae Pedersen， 1977いそぶどう科

Bo.句ItellaBory， 1822いそぶどう属

parva (Takamatsu) Kimいそぶどう (5)

[micro.mo.ra] 

[So.ro.carpus uvaefo.rmis] 

Po.l)ノtretusSauvageau， 1900きたしおみどろ属

reinbo.ldii (Reinke) Sauvageauきたしおみどろ (6)

[Ecto.carpus intricatus] 

[Ecto.carpus iwadatensis] 

[Ecto.carpus recurvatus] 

RALFSIALES Nakamura， 1972 It、そがわら目

Lithodermataceae Hauck， 1883にせいしのかわ科

Pseudo.litho.derma Svedelius in Engler et Prantl， 1911にせいし

のかわ属

subextensum (Waem) S. Lundにせいしのかわ

Ralfsiaceae Farlow， 1881いそがわら科

Analipus Kjellman， 1889まつも属

filifo.rmis (Ruprecht) Papenfuss It、とまっも

gunjii (Yendo) Kogame et Yoshidaぐんじまつも

[Cho.rdaria gunjii] 

japo.nicus (Harvey) Wynneまつも

[Hetero.cho.rdaria abietina] 

Diplura Hollenberg， 1969くろはんもん属

simplex J. Tanaka et Chiharaくろはんもん

Endo.plura Hollenberg， 1969きんいろはんもん属

aurea Hollenbergきんいろはんもん

Hapalo.spo.ngidio.n Saunders， 1899ハパロスポンギデ、イオン属

(7) 

* schmidtii (Weber-van Bosse) Silva 

[Meso.spo.ra schmidtii] 

Hetero.ralj告iaKawai， 1989 It、しっきごびあ属

saxico.la (Okamura et Yamada) Kawai It、しっきごびあ

[Go.bia saxico.la] 

[Saundersella saxico.la] 

Ra併iaBerkeley in Smith et Sowerby， 1843いそがわら属

bo.rnetii Kuckuck 

endo.pluro.ides J. Tanaka et Chihara 

ルngifo.rmis(Gunnerus) Setchell et Gardnerいそがわら
* hanco.ckii Dawson (8) 
[expansa sensu Tanaka et Chihara] 

integra Hollenberg 

pedicellata J. Tanaka et Chihara 

tenuis Kylin 

verruco.sa (Areschoug) Areschougいそいわたけ(し、そはん

もん，はんもんそう)

SYRINGODERMATALES Henry， 1984うすぱおおぎ目

Syringodermataceae Henry， 1984うすぱおおぎ科

Syringo.derma Levring， 1940うすばおおぎ属

abyssico.la (Setchell et Gardner) Levringうすぱおおぎ

[australe sensu Matsunaga et Yamada] 

SPHACELARIALES Migula 1909くろがしら目

Sphacelariaceae Decaisne， 1842くろがしら科

争hacelariaLyngbye in Homemann， 1818くろがしら属

califo.rnica Sauvageauはねぐんせんくろがしら

co.rnuta Sauvageauほそぐんせんくろがしら

divaricata Montagneょっでくろがしら

[furcigera sensu Reinkeわいじがたくろがしら]

[hizikωeひじきのくろがしら]
IPヲroηo.strat，ωaにつぽんまたざきくろがしら]
[νradicans se叩ns叩uYe叩ndoこもんくろがしら]
[tenu山lIs]

nijヲ1po.nicaKitayamaながぐんせんくろがしら

plumigera Holmes ex Hauckはねくろがしら

rigidula Kutzingみつでくろがしら (9)

[中icalis]

[caespito.sa] 

[expansaじゅうたんくろがしら]

[furcigera] 

[iridaeo.phyticaぎんあんくろがしら]

[iwagasakensisえちごくろがしら]

[linearis] 

ドessilis]

[subfuscaみつまたくろがしら]

[ variabilisまたざきくろがしら]

so.litaria (Pringsheim) Kylinほそえくろがしら
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Stypocaulaceae 0ltmanns， 1922かしらざき科

Halopteris Kutzing， 1843かしらざき属

βlicina (Grate1oup) Kutzingかしらざき

S砂'PocaulonKutzing， 1843えぞかしらざき属

durum (Ruprecht) Okamuraえぞかしらざき

[Halopteris scoparia sensu Tokida] 

DICTYOTALES悶ellmanin Eng1er et Prantl， 1896 

あみじぐさ目

Dictyotaceae Lamouroux ex Dumortier， 1822あみじぐさ科

Dictyopteris Lamouroux， 1809 nom. cons.やはずぐさ属

divaricata (Okamura) Okamuraえぞやはず

ルcoidesTanakaおおばやはず
latiuscula (Okamura) Okamuraやはずぐさ

pape析。siiTanakaりぼんやはず

plagiogramma (Montagne) Vickersすじゃはず

polypodioides (De Candolle) Lamourouxうらぽしやはず

[membranacea] 

prolifera (Okamura) Okamuraへらやはず

puncωωNodaうすばやはず(10)

repens (Okamura) Borgesenひめやはず

undulata Holmesしわやはず(11)

Dictyota L創nouroux，1809 nom.cons.あみじぐさ属

bartayresii Lamourouxおおまたあみじ

dentata Lamourouxとげあみじ

dichotoma (Hudson) Lamourouxあみじぐさ

dilatata Yamadaさきびろあみじ

divaricata Lamourouxかずのあみじ

friabilis Setchellはいあみじぐさ(田中，新称)

linearis (C. Agardh) Greville v、とあみじ
maxima Zanardiniおおばあみじぐさ

patens 1. Agardhこもんあみじ

司pathulaωYamadaへらあみじぐさ

spinulosa Harveyはりあみじぐさ

Dil中hus1. Agardh， 1882にせあみじ属

okamurae Dawsonふくりんあみじ

[margina附 Okamura]

Distromium Levring， 1940ふたえおおぎ属

decumbens (Ok制 ura)Levringふたえおおぎ

[Chlanidophora repens] 

[Chlanidote decumbens] 

Homoeostrichus 1. Agardh， 1894やれおおぎ属

flabellatus Okamuraやれおおぎ

Lobophora 1. Agardh， 1894はいおおぎ属

variegata (Lamouroux) Womersley ex Oliveiraはいおおぎ

[Gymnosorus collaris] 

[Pocockiella variegata] 

Pachydictyon 1. Agardh， 1984さなだぐさ属

coriaceum (Holmes) Okamuraさなだぐさ

Padina Adanson， 1763 nom. cons.うみうちわ属

arborescens Holmesうみうちわ

australis Hauckうすばうみうちわ(12)

boryana Thivyあかばうみうちわ

[commersonii加 ct.non Bory] 

crassa Yamadaこなうみうちわ(13)

japonica Yamadaおきなうちわ

minor Yamadaうすゆきうちわ

ryuわluanaY.P. Lee et Kamura 

stipiωta Tanaka et Nozawaえっきうみうちわ

争atoglossumKutzing， 1843こもんぐさ属

crassum J. Tanakaあっばこもんぐさ

[variabile sensu Yendo] 

latum 1. Tanakaひろはこもんぐさ

pacificum Yendoこもんぐさ

[cornigerum sensu Yendoほそばこもんぐさl
[solieri sensu Yendo] 

Sσ'Popodium Kutzing， 1843じがみぐさ属

zonale (Lamouroux) Papenfussじがみぐさ

[lobatum] 

Zonaria C. Agardh， 1817 nom. cons.しまおおぎ属

diesingiana 1. Agardhしまおおぎ

st伊iωωTanakaet K. Nozawaえっきしまおおぎ

CHORDARIALES Setchell et Gardner， 1925ながまつも目

Acrotrichaceae Kuckuck， 1929にせもずく科

Acrothrix Kylin， 1907にせもずく属

gracilis Kylinきたにせもずく

pacifica Okamura et Yamadaにせもずく (14)

Chordariaceae Greville， 1830ながまつも科

Chordaria C. Agardh， 1817 nom. cons.ながまつも属

* chordaφrmis (悶ellman)Kawai et Kimひもながまつも(15)
flagelliformis (O.F. M剖ler)C. Agardhながまつも (16)

gracilis Setchell et Gardnerほそまつも

Cladosiphon Kutzing， 1843おきなわもずく属

okamuranus Tokidaおきなわもずく

[Eudesme virescens sensu Okamura] 

Eudesme 1. Agardh， 1882にせふともずく属

virescens (Carmichael ex Berkeley) J. Agardhにせふともずく

Heterosaundersella Tokida， 1942からふともずく属



hattoriana Tokidaからふともずく

Myriogloea Kuckuck ex Oltmanns， 1922ふさもずく属

simplex (Segawa et Ohta) Inagakiふさもずく (17)

Papenfussiella Kylin， 1940くろも属

kuromo (Y endo) Inagakiくろも (18)

[Myriocladia kuromo] 

Saundersella Kylin， 1940もつきちゃそうめん属

simplex (Saunders) Kylinもつきちゃそうめん

[Gobia simplex] 

Sauvageaugloia Hamel ex Kylin， 1940くろもずく属

ikomae (N釘ita)Inagakiくろもずく

Sphaerotrichia Kylin， 1940いしもずく属

divaricata (C. Agardh) Kylinいしもずく (19)

Uaponica] 

[sadoensisおけさもずく]

[Castagnea divaricata] 

[Chordaria cladosiphonくさもずく]

* firma (E. Gepp) Zinova (20) 
[Chordariafirma] 

Tinocladia Kylin， 1940ふともずく属

crassa (Suringar) Kylinふともずく

[Eudesme crassa] 

Elachistaceae向ellman，1890なみまくら科

Elachista Duby， 1830 nom. et orth. cons.なみまくら属

coccophorae Takamatsuすぎもくのなみまくら

*ルcicola(Velley) Areschoug (21) 
mollis Takamatsu 

nigra Takamatsu 

[ orbicularisまるがたごのけのり]

[Gonodia orbicularis] 

nipponica Umezaki 

* okamurae Y oshidaなみまくら
防cicolasensu Okamura] 

[globosa Takamatsu] 

taeniaφrmis Yamadaひるなみまくら (22)
[crassa] 

伊accidaauct. japon.] 

[sadoensis] 

tenuis Yamadaほそなみまくら (23)

vellosa Takamatsu 

Halothrix Reinke， 1888そめわけぐさ属

ambigua Yamadaそめわけぐさ (24)

[lumbricalis sensu Takamatsuひなのそめわけぐさ]

[tor.ωosa] 
Leptonematella Silva， 1959なみまくらもどき属

fasciculata (Reinke) Silvaなみまくらもどき

Leathesiaceae Farlow， 1881ねばりも科

Kurogiella Kawai， 1993いそぐるみ属

吉田ら

saxicola Kawaiいそぐるみ

Leathesia S.F. Gray， 1821ねばりも属

crassipilosa Takamatsuえだうちねばりも

difJormioides Takamatsu 

difJormis (Linnaeus) Areschougねばりも (25)

japonica Inagakiこごめねばりも

monilicellulata Takamatsuなんきんねばりも

primaria Takamatsuいとねばりも

pulvinata Takamatsuひなねばりも

sadoensis Inagakiおけさねばりも

saxicola Takamatsuいわねばりも

[granulosa] 

sphaerocephala Yamadaひめねばりも

yezoensis Inagakiこっぶねばりも

[umbellata sensu Yendo] 

め，riacωlaKuntze， 1898ミリアクチュラ属
clavata (Tak創natsu)Feldmann (26) 

sargassi (Yendo) Feldmannごのけのり

saromaensis Yamada et Iwamotoもくのつゆ

Petrospongium Nageli ex Kutzing， 1858しわのかわ属

rugosum (Okamura) Setchell et Gardnerしわのかわ

[Cylindrocarpus rugosus] 

Myrionemataceae Nageli， 1847ミリオネマ科

Compsonema Kuckuck， 1899コンプソネマ属

con酔rumSetchell et Gardner 

nummuloides Setchell et Gardnerもくのはりも
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secundum Setchell et Gardner f. terminale Setchell et Gardner 

Hecatonema Sauvageau， 1898ヘカトネマ属

maculans (Collins) Sauvageauそろし、へかとねま

terminale (Kutzing) Kylinへかとねま

Microspongium Reinke， 1888ミクロスポンギウム属

globosum Reinke 

[Myrionema globosum] 

幼IrionemaGreville， 1827ミリオネマ属

corunn四 Sauvageauみりおねま

obscurum Setchell et Gardner 

orbiculare 1. Agardh 

Protectocarpus Kuckuck ex Kommann， 1955むかししおみどろ

属

speciosus (Borgesen) Kuckuck ex Kommannむかししおみど

ろ

[Compsonema ramulosum sensu Nodaてんいこんぷそね

ま]

Spermatochnaceae悶ellman，1890もずく科

Nemacystus Derbとset Solier， 1850もずく属

decipiens (Suringar) Kuckuckもずく

Stilophora J. Agardh， 1841 nom. cons.ひもまくら属

tenella (Esper) Silvaひもまくら
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[rhizodes] 

DICTYOSIPHONALES Setchell et Gardner， 1925 

ういきょうも目

Asperococcaceae Farlow， 1881こもんぶくろ科

Asperococcus Larnouroux， 18日こもんぶくろ属

bullosus Larnourouxこもんながぶくろ

[turneri] 

Melanosiphon Wynne， 1969きたいわひげ属 (27)

intestinalis (Saunders) Wynneきたいわひげ

[Myelophycus intestinalis] 

Coilodesmaceae Setchell et Gardner， 1925えぞぶくろ科

Coilodesme Stromfelt， 1886えぞふくろ属

cystoseirae (Ruprecht) Setchell et Gardnerほそえぞぶくろ

japonica Yarnadaえぞふくろ

[cystoseirae sensu Yendo] 

Delamareaceae A.D. Zinova， 1953にせかやも科

Delamarea Hariot， 1889にせかやも属

attenuata (悶ellman)Rosenvingeにせかやも

Stschapovia A.D. Zinova， 1954シチャポピア属

flagellaris A.D. Zinova 

Dictyosiphonaceae Kutzing， 1849ういきょうも科

Dictyosiphon Greville， 1830 nom. cons.ういきょうも属

chordaria Areschougふとばういきょうも

corymbosus Kjellman 

foeniculaceus (Hudson) Grevilleういきょうも

[hippuroides] 

Punctariaceae (Thuret)阿ellman，1880はばもどき科

Pogotrichum Reinke， 1892こぶのひげ属

yezoense (Yarnada et Nakarnura) Sakai et Sagaこぶのひげ

[Litos伊honyesoense] 

Punctaria Greville， 1830はぱもどき属

flaccida Nagaiちしまはばもどき

kinoshitae Yarnada et Iwarnotoおおばはばもどき

[tenuisうすぱはばもどき]

latifolia Grevilleはばもどき

mageshimensis Tanakaごあんめ

occidentalis Setchell et Gardnerがさがさはlまもどき

[chartacea sensu Umezaki] 

[ conglomerataひだはばもどき]

pilosa Umezakiけぶかはぱもどき

plantaginea (Roth) Grevilleはばだまし

[rubescens sensu Y endo] 

projecta Yarnadaゆるじはばもどき

Trachynema Pedersen， 1985 It、そひげも属

groenlandicum (Lund) Pedersen It、そひげも

Striariaceae悶ellman，1890よこじまのり科

Coeloc/adia Rosenvinge， 1893おしょろぐさ属

arctica Rosenvingeおしょろぐさ

Stictyosiphon Kutzing， 1843さめずぐさ属

sor{ルrus(Reinke) Rosenvingeさめずぐさ
[Kjellmania arasakii] 

Striaria Greville， 1828よこじまのり属

atfenuata (Greville) Grevilleよこじまのり

SCYTOSIPHONALES J. Feldmann， 1949かやものり目

Chnoosporaceae Setchell et Gardner， 1925むらちどり科

Chnoospora J. Agardh， 1847むらちどり属

implexa J. Agardhむらちどり

minima (Hering) Papenfussぼうがたむらちどり

bロacifica]

Scytosiphonaceae Farlow， 1881かやものり科

Colpomenia (Endlicher) Derbとset Solier in Castagne， 1851ふく

ろのり属

bullosa (Saunders) Yarnadaわたも

[sinuosa f. deformans] 

peregrina (Sauvageau) Harnelうすかわふくろのり

phaeodactyla Wynne et J.N. Norrisほそくびわたも

sinuosa (Mertens ex Roth) Derbとset Solierふくろのり

砂droc/athrusBory， 1825かごめのり属

c/athratus (C. Agardh) Howeかごめのり

tenuis Tseng et Luほそかごめのり

Myelophycus Kjellman in Engler et Prantl， 1893いわひげ属 (27)

cavus J. Tanaka et Chiharaうつろいわひげ(28)

simplex (H訂vey)Papenfussいわひげ

[caespitosus] 

Petalonia Derbとset Solier， 1850 nom. cons.せいようはばのり

属

binghamiae (J. Agardh) Vinogradovaはぱのり

[Endarachne binghamiae] 

fascia (O.F. Muller) Kuntzeせいようはばのり

[Ileafascia] 

zosterifolia (Reinke) Kuntzeほそばのせいようはばのり

Rosenvingea Borgesen， 1914もさくだふくろ属

i的intric叩at，ωa(σJ.Aga釘rdh助1リ)Bo飢r砲.志ge凶se叩nもさくだふくろ

o俳'r例匂.

Scy凶仰tωOSI伊ipμフ幼ho仰nC.Aga釘rd品h，1820 nom. cons.かやものり属
canaliculatus (Setchell et Gardner) Kogarneかやもどき

gracilis Kogarneうすかやも

lomentaria (Lyngbye) Linkかやものり (29)

tenellus Kogameひらかやも



CUTLERIALES Oltmanns， 1922むちも目

Cutleriaceae Hauck， 1883むちも科

Cut/eria Greville， 1830むちも属

adspersa (Roth) De Notarisけベりぐさ

cylindrica Okamuraむちも

mu/tifida (Turner) Grevilleひらむちも

SPOROCHNALES Sauvageau， 1926けやりも目

Sporochnaceae Greville， 1830けやりも科

Carpomitra Kutzing， 1843 nom. cons.いちめがさ属

cosωω(Stackhouse) Battersいちめがさ

[cabrerae] 

Nereia Zanardini， 1846うみぼっす属

intricata Yamadaうみぼっす

Sporochnus C. Agardh， 1817けやり属

radic伸rmis(R. Brown ex Turner) C. Agardhけやり

[scoparius] 

DESMARESTIALES Setchell et Gardner， 1925うるしぐさ目

Desmarestiaceae (Thuret) Kjellman， 1880うるしぐさ科

Desmarestia Lamouroux， 1813 nom. cons.うるしぐさ属

ligu/ata (Stac油ouse)Lamourouxうるしぐさ

tabacoides Okamuraたばこぐさ

viridis (M削ler)Lamourouxけうるしぐさ

LAMINARIALES Kylin， 1917こんぶ目

Akkesiphycaceae Kawai et Sぉaki，2000こんぶもどき科 (30)

A馳 s伊hycusYamada et Tanaka， 1944こんぶもどき属

/ubricus Yamada et Tanakaこんぶもどき (28)

Alariaceae Setchell et Gardner， 1925ちがいそ科

A/aria Greville， 1830 nom. cons.あいぬわかめ属

angusωKjellmanほそばわかめ

crassφlia Kjellmanちがいそ
fistulosa Postels et Ruprechtおにわかめ

paradisea (Miyabe et Nagai) Widdowsonふうちょうわかめ

[P/europterum paradiseum] 

praelonga向ellmanあいぬわかめ

taeniata悶ellmanくしろわかめ

Undaria Suringar， 1873わかめ属

peterseniana (Kjellman) Okamuraあおわかめ

pinnatifida (Harvey) Suringarわかめ (31)

undarioides (Yendo) Okamuraひろめ

Chordaceae Dumortier， 1822つるも科

Chorda Stackhouse， 1797つるも属

吉田ら

filum (Linnaeus) Stackhouseつるも

* r信idaKawai et Arai (32) 

Laminariaceae Bory， 1827こんぶ科

Agarum Dumortier， 1822 nom. cons.あなめ属

c1athratum Dumortierあなめ (33)

[cribrosum] 

oharaense Yamadaおおのあなめ

Arthrothamnus Ruprecht， 1848ねこあしこんぶ属

bifidus (Gmelin) Ruprechtねこあしこんぶ

Costaria Greville， 1830すじめ属

costata (C. Agardh) Saundersすじめ (34)

Cymathaere J. Agardh， 1868みすじこんぶ属

japonica Miyabe et Nagaiあっばすじこんぶ

[crassifolia sensu Miyabe et Nagai] 

Eck/onia Hornemann， 1828かじめ属

cava悶ellmanかじめ

kurome Okamuraくろめ (35)

st%n仲間Okamuraつるあらめ

Eckloniopsis Okamura， 1927あんとくめ属

radicosa (阿ellman)Okamuraあんとくめ (36)

Eisenia Areschoug， 1876あらめ属

arborea Areschougさがらめ

bicyclis (悶ellman)Setchellあらめ

Kjellmaniella Miyabe in Okamura， 1902とろろこんぶ属

crassifolia Miyabeがごめ

gyrata (Kjellman) Miyabeとろろこんぶ (37)

Laminaria Lamouroux， 1813 nom. cons.こんぶ属

angusωωKjellmanみついしこんぶ

cichorioides Miyabeちじみこんぶ

coriacea Miyabeがつがらこんぶ

diabolica Miyabeおにこんぶ (38)

japonica Areschougまこんぶ(39)

/ongipedalis Okamuraえながこんぶ

/ongissima Miyabeながこんぶ

ochotensis Miyabeりしりこんぶ

religiosa Miyabeほそめこんぶ
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saccharina (Linnaeus) Lamouroux f.linearis 1. Agardhからふ

とこんぶ

sachalinensis (Miyabe) Miyabeからふととろろこんぶ

yendoana Miyabeえんどうこんぶ

yezoensis Miyabeごへいこんぶ

Streptophyllopsis K吋imura， 1981くろしおめ属

kuroshioensis (Segawa) K吋imuraくろしおめ

[Hedophyllum kuroshioense] 

Pseudochordaceae Kawai et Kurogi， 1985にせつるも科

Pseudochorda Yamada， Tokida et Inagaki in Inagaki， 1958にせ

っるも属

gracilis Kawai et Nabataほそっるも
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nagaii (Tokida) Inagakiにせつるも

[Chor，血rianagaill 

ISHIGEALES Cho et Boo in Cho et al.， 2004 1t、しlず目 (48)

Ishigeaceae Okamura in Segawa， 1935 1t、しげ科

Ishige Yendo， 1907いしげ属

okamurae Yendoいしげ

sinicola (Setchell et Gardner) Chihara いろろ

ffoliacea] 

FUCALES Kylin， 1917ひばまた目

Fucaceae Adanson， 1763ひばまた科

Fucus Linnaeus， 1753ひばまた属

distichus Linnaeus subsp. evanescens (C. Agar曲)Powellひば

また

[evanescens ] 

Silvetia Serrao， Cho， Boo et Brawley in Serrao et al. 1999えぞい

しげ属 (40)

babingtonii (H釘vey)Serrao et al.えぞいしげ

[Pelvetia babingtonii] 

[Pelvetia wrightii] 

Sargassaceae Kutzing， 1843ほんだわら科

Coccophora Greville， 1830すぎもく属

langsdoポi(Turner) Grevilleすぎもく

Cystoseira C. Agardh， 1820 nom. cons.うがのもく属

crassipes (Mertens ex Turner) C. Agardhねぶともく

[Cyst，中 hyllumcrassipes] 

geminata C. Agardhえぞもく

[Cyst，中hyllumgeminatum] 

hakodatensis (Yendo) Fensholtうがのもく

[Cystophyllum hakodatense] 

Hormophysa Kutzing， 1843やばねもく属

cuneiformis何melin)Silvaやばねもく

[triquetra] 

[Cystoseira prol砕ra]

Aのlagr中sisKutzing 1843じよろもく属
myagroides (Mertens ex Turner) Fensholtじよろもく (41)

[yendoi] 

[Cystophyllum caespitosumかし、ふもく]

[Cystophyllum sisymbrioides] 

[Cystophyllum turneriひえもく]

Sargassum C. Agardh， 1820 nom. cons.ほんだわら属

alternato可pinnatumYamadaきればもく

[μas砂y日Immetかr伊-ic
ammo，申'Phi，向ltωumYosぬ剥h悩1叫idaet T. Konnoすなびきもく
araii Y oshidaえちごねじもく

assimile Harveyつくしもく

autumnale Y oshidaあきよれもく

boreale Y oshida et Horiguchi Iまっかし、もく

bulbiferum Yoshidaたまえだもく

carpophyllum 1. Agardhまじりもく

[angustifolium sensu Yamadaほそばもく]

[vulgare var. linearifolium sensu Yendo] 

confusum C. Agardhふしすじもく

crassifolium 1. Agardhあっばもく

[berbelφliumべりベりもく]
crispifolium Yamadaこぶくろもく

cristaefolium C. Agardhとさかもく

duplicatum Boryふたえもく

[brevifolium sensu Yendoひめこもく]

[sandeiなんかいもく]

filicinum Haraveyしだもく

fulvellum (Turner) C. Agardhほんだわら

[enerve] 

ルsiforme(Harvey) Setchellひじき (42)
[Hizikiafusiformis] 

g恕ante仲liumYamadaおおばのこぎりもく

glaucescens J. Agardhこなふきもく

hemiphyllum (Turner) C. Agardhいそもく

horneri (Turner) C. Agardhあかもく

ilicifolium (Turner) C. Agardh var. conduplicatum Grunowふ

たえひいらぎもく

incanum Grunowしまうらもく

如shiwajimanumYendoとさもく

kushimotense Yendoしろこもく

longifructum Tseng et Luながみもく

macrocarpum C. Ag釘dhのこぎりもく

[serratifolium auct. japon.] 

micracanthum (Kutzing) Endlicherとげもく

microceratium (Mertens ex Tumer) C. Agardhふしいともく

miyabei Yendoみやべもく

[kjellmanianum] 

muticum (Yendo) Fensholtたまははきもく

[kjellmanianum f. muticum] 

myriocystum J. Agardhひめはもく

[opacum] 

nigrifolium Yendoならさも

nipponicum Yendoたまなしもく

okamurae Yoshida et T. Konnoひらねじもく

oligocystum Montagne 

pallidum (Turner) C. Agardhうすいろもく

patens C. Agardhやつまたもく (43)

piluliferum (Turner) C. Agardhまめたわら (44)

pinn沼tifidumHarveyカ当らくさもく

polycystum C. Agardhこばもく

polyporum Montagneたまきればもく

ringgoldianum Harvey 



ssp. ringgoldianumおおばもく

ssp. coreanum (J. Ag釘dh)Yoshidaゃなぎもく

sagamianum Yendoねじもく

salic仲lioidesYamadaふくれみもく

[hyugaenseひゅうがもく]

segii Yoshidaながしまもく

[racemosum Yamada et Segi] 

[ringgoldianum f. ellipticumまるばのがらも]

serrat仲lium(C. Agardh) C. Agardhうすばのこぎりもく

siliquastrum (Tumer) C. Agardhよれもく

[tortile] 

siliquosum J. Agardhきしゅうもく

吉田ら

yamadae Yoshida et T. Konnoあずまねじもく

yamamotoi Y oshidaよれもくもどき

yendoi Okamura et Yamadaえんどうもく

[henslowianum v低 condensatumえながもく]

yezoense (Yamada) Yoshida et T. Konnoえぞのねじもく

[sagamianum var. yezoense] 

Turbinaria Lamouroux， 1825らっぱもく属

conoides (J. Agardh) Kutzingかさもく

ornata (Tumer) J. Agardhらっぱもく

* turbinata (Linnaeus) Kuntzeたかっきもく (45)
[trialata] 

INSERTAE SEDISイ立置不明
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spathulophyllum J. Tanaka， Murakami et Araiへらならさも

tenuグ"oliumY amadaうすぱもく

thunbergii (Mertens ex Roth) Kuntzeうみとらのお

tosaense Yendoたっくり

Asterocladon Muller， Parodi et Peters emend. Uwai et al. 2005 

牢 inteヴectumUwai et al. (47) 

trichophyllum (Kutzing) Kuntzeし、とよれもく

wakayamaense Yoshidaなんきもく

* rhodochortonoides (Borgesen) Uwai et al. (2) 
[Asteronema rhodochor.ωnoides] 

褐藻に関するノート

(1)星形に集まる葉緑体を持つことから Asteronema属に含められた (Ouriques& Bouzon 2000)。

(2)Kogame et al. (2001)により九州北岸から報告された。 Uwaiet al. (2005)はAsteroc/adon属に所属することを示した。

(3)Bur陥訂dt& Peters (1998)はこの種を Laminariocolax属に移すべきことを示した。

(4)原記載のときに用いられた綴り Pilayellaを使用している。この属はDelaPylaieの名前を記念したものであるから，Pylaiella

の綴りを保留する提案が Silvaから出され， 2005年の国際植物学会議で承認される見通しである。

(5)異名はKim(1996)の意見による。

(6)f. minutusが区別された。異名も Kurogi(1978)による。

(7)Silva et al. (1996)に従い，Mesospora属を Hapalospongidionの異名 (12)とする。

(8)Leon-Alvarez & Gonzalez・Gonzalez(2003)によればR.expansa sensu Tanaka et Chiharaはこの種に当る。

(9)異名 (15)はPrud'hommevan Reine (1982)， Kitayama (1994)による。

(10)長谷川・問中 (2001)はウスパヤハズをウラポシャハズと異なるとした。

(11) Neurocarpus undulatus f. planaが記載されている(岡村1936)0 Dictyopterisへの組み合わせはなされていない。

(12) v訂 .cuneaωキレパノウスパウミウチワが記載されている (Tanaka& Nozawa 1962)。

(13) Gaillard (1975)はこの種が Padinasanctae-crucis Borgesenの異名であるとした。 Abbott& Huisman (2003)もこの意見を取

り入れている。

(14) f. crassaフトニセモズクが区別された(lnagaki1958)。

(15) Kim & Kawai (2002)はヒモナガマツモを独立の種であると認めた。

(16) f. ramusculiferaマパラナガマツモが区別されている(lnagaki1958)。

(17)キツネノオの和名は Cladophoropsisvaucheriaeformisと同じなので変更した。

(18) f. densaフサクロモ， f. gracilisホソクロモが区別されている(lnagaki1958)。

(19) f. chordarioidesニセナガマツモ，f.ep伊hyticaヤセモズク，f. gracilisホソパノニセモズクが区別されている(lnagaki1958)。

(20) Kim et al. (2003)はSphaerotrichiafirmaを独立種として認めた。

(21) Uwai et al. (2000)はこの種を北海道東部から報告した。

(22) Uwai (2001)の研究で種の特徴が明らかになり，異名は彼の見解による。 Lee& Garbary (1999)はこの種に Proselachista

という属を提案している。

(23) f. pacificaが区別された (Takamatsu1938)。

(24) Takamatsu (1938)により f.rigidaが区別された。

(25) f. globosaが記載されている (Takamatsu1939)。
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(26)上井ら (1999)は培養によって側糸があることを示し，Elachistaに所属させるべきであるとした。

(27) Kogame (2002)はこの属を Scytosiphonalesに含めるべきであるとした。 Choet al. (2003)の研究により Scytosiphonaceaeカ

ヤモノリ科に属すべきことが示された。

(28)国際植物命名規約 62.2(c)により -phycusの語尾で終わる語を男性形として扱うことになった。

(29) S. simplicissima (Clemente) Cremadesに対して保留された (ICBN2000)。

(30) Kawai & Sasaki (2000)の分子系統と形態学的研究から， Laminarialesコンブ目に移し，科のレベルで認めることになっ

た。

(31 )王 distansナンブワカメ， f. narutensisナルトワカメ， var. elongata， var. vulgarisなどが記載されている。

(32) Kawai et al. (2000)によって新潟県などから記載された。

(33)王rishirienseリシリアナメ， f. rugosumザラアナメ， f. yakishirienseテウリアナメが区別された(I.Yamada 1974).しかし適

切な組み合わせは行われていない.

(34)王cuneata，f. latifoliaが記載されている (Nagai1940)。

(35) f. contorω， f. latissima，王planaが区別された(岡村 1936)。

(36)王elongata，f. latifoliaが区別された(岡村 1936)。

(37) f. linearis， f. latior， f. ovata，王crlspaωが記載されている(岡村 1936)。

(38)王angustifoliaホソパオニコンブ(Nagai1940)， f. long伊esエナガオニコンブ(岡村 1936)が区別されている。

(39)王membranaceaドテメが記載されている(岡村 1936)。

(40) Seηao et al. (1999)は生卵器の分裂方向の違いと分子系統の結果から属を分離した。

(41)異名は Yoshida & Kawai (1987)による。吉崎 (2001)はヒエモクはジョロモクと別な種であると考えている。

(42) Hizikiaヒジキ属は岡村(1932)によって独自の属であるとされた。しかし Setchell(1931)はホンダワラ属であるとして

いた。 Stigeret al. (2000)の分子系統の研究から，ヒジキはホンダワラ属 Bactrophycus亜属のなかで Teretia節に近いこと

が示された。その後Hizikia節が提案された (Stigeret al. 2003)。ヒジキには f.cylindrica， f. foli俳ra，f. liniformisが区別され

ているが，ホンダワラ属のなかには組み合わせされていない。

(43)王schizophyllumが区別された(岡村 1936)。

(44) var. patula， var. pinnatifidum， var. serratifoliumキレパノマメタワラ(山田 1942)が記載されている。

(45)異名は Taylor(1960)による。

(46) Rousseau & Rivier (1999)は分子系統の研究から EctocarpalesにChordariales，Punctariales， Dictyosiphonales， Scytosiphonales 

を含む広義の Ectocarpales(sensu lato)とすることを述べている。

(47) Uwai et al. (2005)は新属Asteroc/adonを記載した。褐藻のなかで位置不明としている。

(48) Cho et al. (2003)はIshigeaceaeイシゲ科は独立の目であるとの結論である。

RHODOPHYCEAE Rabenhorst， 1863紅藻綱

PORPHYRIDIALES Kylin， 1937ちのりも目

Porphyridiaceae Kylin ex Skuja， 1939ちのりも科

Rhodella Evans， 1970ロデラ属

violacea (Kommann) Wehrmeyer 

Rhodosorus Geitler， 1930ロドソルス属

marinus Geitler 

Rhodospora Geitler， 1927ロドスポラ属

sordida Geitler 

GONIOTRICHALES Sk吋a， 1939べにみどろ目

Goniotrichaceae G.M. Smith， 1933ベにみどろ科

Bangiopsis Schmitz in Engler et Prantl， 1896にせうしけのり属

subsimplex (Montagne) Schmitzにせうしけのり

[Goniotrichum humphreyi sensu Tan汰a]

Chroodactylon Hansgirg， 1885たまつなぎ属

ornatum (C. Agardh) Bassonたまつなぎ

[Asterocytis ornata] 

Colacodictyon Feldmann， 1955あみまゆだま属

reticulatum (Batters) Feldmannあみまゆだま

[Colaconema reticulata] 

Stylonema Reinsch， 1874べにみどろ属

。lsidii(Zan訂dini)Drewべにみどろ
[elegans] 

[Goniotrichum alsidii] 

cornu-cervi Reinschかずのほしのいと

[Goniotrichum cornu-cervi] 

reniforme K司jimuraにせベにうちわ

ERYTHROPELTIDALES G訂bary，Hansen et Scagel， 1980 

エリスロベルティス目

Erythropeltidaceae Skuja， 1939ほしのいと科



Efヲノthroc/adiaRosenvinge， 1909いそはなび属

irregularis Rosenvingeとげいそはなび

subintegra Rosenvingeいそはなび(1)

Erythrotrichia Areschoug， 1850 nom. cons.ほしのいと属

carnea (Dillwyn) J. Agardhほしのいと

[biseriataひめりぼん]

[reJlexaゆみがたほしのいと]

[filibasalisあしぼそいとまくら]

incrassata Tanakaいそりぼん

[ sargassicolaもくっきほしのいと]

japonica Tanakaほしのおび

[Bangia ciliata] 

parietalis Tanakaいとりぼん

Porphyropsis Rosenvinge， 1909ひなのり属

coccinea (J. Agardh ex Areschoug) Rosenvingeひなのり

BANGIALES Schmitz， 1892うしけのり目

Bangiaceae Engler， 1892 nom. cons.うしけのり科

Bangia Lyngbye， 1819うしけのり属

* fuscopurpurea (Dillwyn) Lyngbyeうしけのり (2)
gloiopeltidicola Tanakaふのりのうしげ

Porphyra C. Agardh， 1824 nom. consあまのり属

akasakae Miuraむろねあまのり

[angusta王sanrikuensisにせこすじのり]

amplissima (悶ellman)Setchell et Husべにたさ (3)

angusta Okamura et Uedaこすじのり

crassa Uedaあっばあまのり

dentata Kjellmanおにあまのり

irregularis Fukuharaえりもあまのり

ishigecola Miuraベんてんあまのり

katadae Miuraそめわけあまのり

kinositae (Yamada et Tanaka) Fukuharaうたすつのり

kuniedae Kurogiまるlまあさくさのり

kurogii Lindstromちしまくろのり

[purpurea sensu Kurogi] 

[umbilicalis auct. japon.] 

lacerata Miuraやぶれあまのり

moriensis Ohmiかやべのり

occidentalis Setchell et Husきいろたさ

ochotensis Nagaiあなあまのり (4)

[peゆratasensu Yendo] 

okamurae Uedaくろのり

onoi Uedaおおののり

[abyssicola sensu Ueda] 

pseudocrassa Yamada et Mikamiまくれあまのり

pseudolinearis Uedaうつぶるいのり

punctaωYamada et Mikamiすなごあまのり

seriata Kjellmanいちまつのり

suborbiculata Kjellm阻まるばあまのり (5)

吉田ら

tanegashimensis Shinmuraたねがしまあまのり

tenera Kjellmanあさくさのり (6)

tenuipedalis Miuraかいがらあまのり

variegata (Kjellman) Kjellmanふし、りたさ

[tenuitasaうすばたさ]

[uedae] 

yamadae Yoshidaつくしあまのり

[crispata sensu Ueda] 

yezoensis Uedaすさびのり (7)

ACROCHAETIALES Feldmann， 1953 

アクロカエティウム目
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Acrochaetiaceae Fritsch ex Taylor， 1957 nom. cons.アクロカエ

ティウム科(8)

Acrochaetium Nageli in Nageli et Cramer， 1858アクロカエティ

ウム属

alariae (Jonsson) Bomet 

[A udouinella alariae] 

catenulatum Howe 

[Audouinella catenulata] 

densum (Drew) Papenfuss 

[Audouinella densa] 

[Rhodochorton densum] 

[Rhodochorton arcuatum] 

humile (Rosenvinge) Borgesen 

[A udouinella humilis] 

[Audouinella radiata] 

kurogii (Lee et Lindstrom) Lee et Leeはねべにのいと

[Audouinella kurogii] 

scinaiae Dawson 

sessile (Nakamura) Lee et Yoshida 

[Audouinella sessilis] 

[Rhodochorton sessile] 

strictum (Rosenvinge) Hamel 

Audouinella Bory， 1823 nom. et orth. cons.オージュイネラ属

attenuata (Rosenvinge) Garbary 

[Rhodochorton attenuatum] 

callithamnioides (Nakamura) Garbary 

[Rhodochorton callithamnioides] 

codicola (Borgesen) Garbary 

[Rhodochorton codicola] 

codii (Crouan仕at.)Garbary 

[Rhodochorton codii] 

daviesii (Dillwyn) Woelkerling 

[Rhodochorton daviesii] 

[Rhodochorton hyalosiJフhoniae]

[Audouinella hyalosiphoniae] 

howei (Yamada) Garbaryみるのべに

[Acrochaetium howei] 
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[Rhodochorton affine Yamada] 

[Rhodochorton howei] 

* hypneae (Borgesen) Schneider (9) 
[ser副 a]

[Rhodochorton seriatum] 

immersa (Rosenvinge) South et Titley 

μcrochaetium immersum] 
[Chantransia immersa] 

iψstans (Howe et Hoyt) Dixon 

[Rhodochorton infestans] 

japonica (Papen白ss)Garbaryベにまゆだま

[Acrochaetium japonicum] 

[Colaconema simplex] 

macropus (Kylin) Garbary 

microscopica (Nageli ex Kutzing) Woelkerling 

[monil仲rmis]

[Chantransia crassipes] 

occidentalis (Borgesen) Garbary 

[Acrochaetium toyamaense] 

plumosa (Drew) Garbary 

[Rhodochorton plumosum] 

polyspora (Howe) Garbary 

rhizoidea (Drew) Garbary 

robusta (Borgesen) Garbary 

[Rhodochorton robustum] 

ryu紗uensis(Nakamura) Garbary 

[Rhodochorton ryu紗uense]

sanctae・thomae(Borgesen) Garbary 

[Rhodochorton sanctae-thomae] 

secundata (Lyngbye) Woelkerling 

[Chantransia secundata] 

terminalis (Nakamura) Garbary 

[Kylinia terminalis] 

[Rhodochorton terminale] 

Colaconema Batters， 1896べにまゆだま属

βlrcata Tanakaょなくにまゆだま

Liagorophila Yamada， 1944リアゴ.ロフィラ属(105)

endophytica Yamada 

Rhodochorton Nageli， 1862ロドコルトン属

membranaceum (Magnus) Hauck 

purpureum (Lightfoot) Rosenvinge 

[Audouinella purpurea] 

[Rhodochorton rothii] 

subimmersum Setchell et Gardner 

[A udouinella subimmersa] 

Rhodochortonopsis Yamadaかいめんしばり属

spongicola Yamadaかし、めんしぼり

PALMARIALES Guiry et D. Irvine， 1978だるす目
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Palmariaceae Guiry， 1974だるす科

Halosaccion Kutzing， 1843ペにふくろのり属

firmum (Postels et Ruprecht) Kutzingかたベにふくろのり

ramentaceum (Linnaeus) J. Agardhほそベにふくろのり

yendoi Leeベにふくろのり

[saccatum auct. japon.] 

Palmaria Stackhouse， 1801だるす属

marginicrassa Leeあっぱだるす

palmata (Linnaeus) Kuntzeだるす

[Rho砂meniapalmata] 

Rhodophysemataceae Saunders et McLachlan， 1989ふちとり

ベに科

Meiodiscus Saunders et McLachlan， 1991メイオディスクス属

spetzbergensis (民jellman)Saunders et McLachlan 

[Rhodochorton spetzbergense] 

Pseudorhododiscus Masuda， 1976ベにごろも属

nipponicus Masudaベにごろも

Rhodophysema Batters， 1900ふちとりべに属

elegans (Crouan企at.ex J. Agardh) Dixonうすふちとりベに

[Rhododermis elegans] 

georgii Battersふちとりベに

[Rhododermis georgii] 

odonthaliae Masuda et Ohtaひめふちとりベに

Rhodophysemopsis Masuda， 1976ふちとりべにもどき属

laminariae Masudaふちとりべにもどき

NEMALIALES Schmitz in Engler， 1892うみぞうめん目

Dermonemataceae (Schmitz et Hauptfleisch) Abbott， 1976カミさ

まつ科

Dermonema Harvey ex Heydrich， 1894かさまつ属

divaricatum Okamura et Segawaしまかさまつ

pulvinatum (Grunow ex Holmes) Fanカョもがしらのり

[Nemalion pulvinatum] 

* virens (J. Agardh) Pedroche et Avila Ortizかさまつ (10)
ffrappieri ] 

fgracile] 

Dotyophycus Abbott， 1976にせこなはだ属

yamadae (Ohmi et Itono) Abbott et Yoshizaki 

[Liagor中sisyamadae] 

Patenocarpus Yoshizaki， 1987パテノカルプス属

paraphysiferus Yoshizaki 

Yamadaella Abbott， 1970はいこなはだ属

caenomyce (Decaisne) Abbottはいこなはだ

[Liagora annulata sensu Yendo] 

[Liagora caenomyce] 

[Liagora rugosa sensu Okamuraふしこなはだ]

Galaxauraceae Parkinson， 1983がらがら科



Actinotrichia Decaisne， 1842そでがらみ属

fragilis (Forsskal) Borgesenそでがらみ

[rigida] 

robusta Itonoしまそでがらみ

Dichotomaria L畑町ck1816ひらがらがら属 (94)

* apiculaω(阿ellman)Kurihara et Masudaぎぼうしがらがら
[Galaxaura apiculata] 

[Galaxaura hystrixへらがらがら]

* falcata (Kjellman) Kurihara et Masudaひらがらがら
[Galaxaura falcata] 

* marginaω(El1is et SoIancer) Lamarckほそばがらがら
[Galaxaura marginata] 

[Galaxaura arborea] 

[Galaxaura clavigeraあっぱがらがら]

[Galaxaura stupocaula] 

[Galaxaura ventl允osa]

[Galaxaura vepreculaうすばがらがら]

[Galaxaura yaeyamensisうすゆきがらがら]

* obtusata (ElIis et SoIander) Lamarckふくろがらがら
[Galaxaura robustaじゅずがらがら]

* papillata (向ellman)Kurihara et Masudaぱびらがらがら
[Galaxaura papillata] 

Galaxaura Lamouroux， 1812びろうどがらがら属 (12)

articulata Tanakaくだがらがら

contigua悶ellm印

divaricata (Linnaeus) Huisman et Townsendびろうどがらが

ら(90)

[fasciculata] 

filamentosa Chouふさがらがら

[rudis] 

kjellmanii Weber-van Bosseさめはだがらがら

lapidescens (Ellis et SoIander) Lamourouxもつれがらがら

[delabida] 

pacifica Tanakaちゃぼがらがら

rugosa (Ellis et Solander) Lamourouxなががらがら

[cuculligeraつくしがらがら]

[elongata] 

[fruticulosaもさがらがら]

[glabriusculaつやがらがら]

[su~斤uticulosa]

subverticillata阿ellmanしまがらがら

yamadae Itono 

Scinaia Bivona-Bemaldi， 1822ふさのり属 (96)

flabellata K司jimuraこのてふさのり

hormoides Setchellつぶふさのり

japonica Setchellふさのり

latifrons Howeひらふさのり

[cottonii] 

moniliformis J. Agardhじゅずふさのり

o知murae(Setchel1) Huismanにせふさのり

吉田ら

[Gloiophloea 0知murai]

[Pseudogloiophloea okamurae] 

okiensis K吋imuraおきふさのり

pseudomoniliformis K司jimuraじゅずふさのりもどき

tokidae Kajimuraときだふさのり

Tricleocarpa Huisman et Borowitzka， 1990がらがら属 (13)
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cylindrica (ElIis et Solander) Huisman et Borowitzkaがらがら

[Galaxaura cylindrica] 

[Galaxaura fastigata] 

fragilis (Linnaeus) Huisman et Borowitz切なんきがらがら

[Galaxaura fragilis] 

[Galaxaura oblongata] 

[Galaxaura pil砕ra]

Liagoraceae Kutzing， 1843こなはだ科

Akalaphycus Huisman， Abbott et Sherwood， 2004こなはだもど

き属 (97)

* liagoroides (Yamada) Huisman et a/.こなはだもどき
[Rhodopeltis liagoroides] 

[Stenopeltis liagoroides] 

* setchelliae (Y創nada)Huisman et al.なんばんがらがらもど
き

[Rhodopeltis setchellii] 

[Stenopeltis setchelliae] 

Ganonema Fan et Wang， 1974けこなはだ属

farinosum (Lamouroux) Fan et Wangけこなはだ

[Liagora farinosa] 

[Liagora cheyneana] 

* pinnatum (Harvey) Huismanはねこなはだ(11)
[Liagora papenfussii sensu Yoshida] 

Helminthocladia J. Agardh， 1851 nom. cons.べにもずく属

australis Harveyべにもずく

[ macrocephalaしまべにもずく l

yendoana Naritaほそべにもずく

Izziella Doty emend. Huisman et Schils 2002ふさこなはだ属(12)

* orientalis (1. Agardh) Huisman et Schilsふさこなはだ
[Liagora orientalis] 

[Liagora formosana] 

[Liagora tana加e]

Liagora Lamouroux， 1812こなはだ属

albicans Lamourouxきぶりこなはだ

[decussata sensu Yamada] 

boergesenii Yamadaすじこなはだ

boninensis Yamadaぽうにんこなはだ

ceranoides Lamourouxこなはだ

[leprωa] 

c/avata Yamadaふくれこなはだ

fragilis Zanardini 

hawaiiana Butters 

japonica Yamadaよごれこなはだ
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[cliftonii sensu Y endo ] 

robusta Yamadaたちこなはだ

segawae Yamadaみぞこなはだ

* valida Harveyいしはだ(13)
[ setchellii] 

Stenopeltis Itono et Yoshizaki， 1992ほそばのがらがらもどき

属 (97)

gracilis (Yamada et Tanaka) Itono et Yoshizaki ほそばのがら

がらもどき

Nemaliaceae (Far1ow) De Toni et Levi， 1886うみぞうめん科

Nemalion Duby， 1830うみぞうめん属

multifidum (Weber et Mohr) J. Agardhつくものり

vermiculare Suringarうみぞうめん

Trichogloea Kutzing， 1847あけぼのもずく属

lubrica Harvey ex 1. Agardh 

[subnuda] 

requienii (Montagne) Kutzingあけぼのもずく

fpapenfussiiよごれあけぼのもずく]

Trichogloeopsis Abbott et Doty， 1960ぬるはだ属

mucosissima (Yamada) Abbott et Dotyぬるはだ

[Liagora mucosissima] 

CORALLINALES Si1va et Johansen， 1986さんごも目 (100)

Corallinaceae Lamouroux， 1812さんごも科

Alatocladia (Yendo) Johansen， 1969やはずしころ属

modesta (Yendo) Johansenやはずしころ

[Calliarthron modestum] 

[Cheilosporum modestum] 

Amphiroa Lamouroux， 1812かにのて属

anastomosans Weber-van Bosse 

anceps (Lam釘ck)Decaisneかにのて

[dilaωω] 

echigoensis Yendoえちごかにのて

ephedraea (Lam釘ck)Decaisneまおうかにのて

foliacea Lamourouxはし、かにのて

fragilissima (Linnaeus) Lamourouxほそえだかにのて

itonoi Srimanobhas et Masakiし、とかがり

misakiensis Yendoひめかにのて

pusilla Yendoひなかにのて

rigida Lamourouxし、そはり

valonioides Yendo It、そはりがね

yendoi De Toniみぞかにのて

zonata Yendoうすかわかにのて

Bossiella Si1va， 1957 It、そきり属

cretacea (Postels et Ruprecht) Johansenいそきり

[Amphiroa cretacea] 

[Pachyarthron cretaceum] 

Calliarthron Manza 1937えぞしころ属

latissimum (Yendo) Manza 

[Cheilosporum latissimum] 

yessoense (Y endo) Manzaえぞしころ

[Cheilosporum yessoense] 

Cheilosporum (Decaisne) Zanardini， 1844ひめしころ属

acutilobum (Decaisne) Picconeひめしころ

spectabile Harvey ex Grunowはねひめしころ

Uungermannioides sensu Segawa] 

Corallina Linnaeus， 1758さんごも属

conjωa Yendoみやひば

[squamata auct. japon.] 

ojJicinalis Linnaeusさんごも

pilulifera Postels et Ruprechtぴりひば(14)

[ka伸ensisひめひぱ]

[sessilisみやひぱもどき]

Ezo Adey， Masaki et Akioka， 1974しずくいしごろも属

epかessoenseAdey， Masaki et Akiokaしずくいしごろも

Goniolithon F oslie， 1898いしのみ属

mammilare (Harvey) Foslieし、ぽいしも

propinquum (Foslie) Foslie 

めIdrolithonFoslie，こぶいしも属

boergesenii (Foslie) Foslieせとし、ぼいしも

[Porolithon boergesenii] 

farinosum (Lamouroux) Penrose et Chamberlainいぽもかさ

[Melobesiafarinosa] 

[Fosliellafarinosa] 

murakoshii Iryu et Matsuda 

onkodes (Heydrich) Penrose et Woelkerlingあなあきいしも

[Porolithon onkodes] 

[Spongites onk刀des]

reinboldii (Weber-van Bosse et Foslie) Foslieこぶいしも

[Spongites reinboldii] 

samoense (Foslie) Keats et Chamberlainさもあいしも

[Lithophyllum samoense] 

sargassi (Foslie) Chamberlainもくごろも

[Heteroderma sargassi] 

[Pneophyllum sargassi・]

Jania Lamouroux， 1812もさずき属

adhaerens Lamourouxひめもさずき

[decussato・dichotomaたまもさずきl
arborescens (Y endo) Yendoきぶりもさずき

capillacea Harveyけひめもさずき

niJフ'[Jonica(Y endo) Yendoうらもさずき

radiata Yendoひおうぎ

ungulata (Y endo) Yendoさきびろもさずき

yenoshimensis (Yendo) Yendoえのしまもさずき

Lithophyllum Philippi， 1837し、しごろも属

absimile Foslie et Howeいわのさび

acanthinum Foslieことげこぶいしも

amplexifrons (H訂vey)Heydrichくさのかきもどき
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bamleri (Heydrich) Heydrichひらたいしも

caribaeum (Foslie) Foslie f. boreale Masakiきたにせうみさ

びもどき

kotschyanum Ungerみなみいしも

neoatalayense Masakiくぼみいしごろも

neQメarlowiiSetchell et Masonこぶいしごろも

[Pseudolithophyllum neofarlowii] 

okamurae Foslieひらいぽ(16)

pygmaeum (Heydrich) Heydrichもるつカ通し、しも

[Lithophyllum moluccense] 

shioense Foslieみさきいしごろも

tortuosum (Esper) Foslieはちのすいし

yessoense Foslieえぞいしごろも

Marginisporum (Y endo) Ganesan， 1968へりとりかにのて属

aberrans (Yendo) Johansen et Chiharaふさかにのて

[Amphiroa aberrans] 

crassissimum (Yendo) Ganes佃へりとりかにのて

[Amphiroa crassissima] 

decli・natum(Y endo) Ganesanまがりかにのて

[Amphiroa declinata] 

Mastophora Decaisne， 1842し、しのはな属

pacifica (Heydrich) Foslieこしカ功、しも

[Lithoporella melobesioides sensu Masaki] 

rosea (C. Agardh) Setchellいしのはな

[licheniformis] 

[macrocarpa] 

Neogoniolithon Setchell et Mason， 1943し、しみのもどき属

キbrassica-florida(Harvey) Setchell et Masonきぶりし、しも(17)
[foslieiふおずりーいしも]

伊utescens]

megalocystum (Foslie) Setchell et Masonはもんし、しも

[pacificumすりばちいしも]

misakiense (Foslie) Setchell et Masonかさねいしも

[Goniolithon misakiense] 

[Goniolithon versabile] 

setchellii (Foslie) Adeyいしのみ

[accretum sensu Masakiりなきいしも]

[pacificum sensu MasakiすりばちいしもI
tenuicrustaceum Iryu et Matsudaうすかわいしも

Pne叩hyllumKutzing， 1843もかさ属

confervicola (Kutzing) Charnberlainひめもかさ

[Fosliel!a minutula] 

conicum (Dawson) Keats， Charnberlain et Baba はし、し、ろし、し

も

[Paragoniolithon conicum] 

fragile Kutzingしろもかさ

[lejolisii] 

[Fosliella lejolisii] 

zostericola (Foslie) Kloczcovaもかさ

[Fos/iella zostericola] 

[Heteroderma zostericola] 

Porolithon (Foslie) Foslie， 1909 

colliculosum Mぉakiとげし、ぼ

orbicu/atum Masakiおにはすいしも

Serraticardia (Yendo) Silva， 1957おおしころ属

maxima (Yendo) Silvaおおしころ

[Cheilosporum maximum] 

[Jocu/ator maximus] 

Spongites Kutzing， 1841おにがわらいしも属

斤uticulosumKutzingおにがわらいしも

yendoi (Foslie) Chamberlainうみさび

[Lithophyllum yendoi] 

[Hydrolithon decipiens] 

[Pseudolithophyllum decipiensうみさびもどき]

Titanoderma Nageli in Nageli et Crarner， 1858のりまき属

canescens (Foslie) Woelkerling， Charnberlain et Silvaそうは

ん

[Dermatolithon canescens] 

[Lithophyllum canescens] 

corallinae (Crouan frat.) Woelkerling， Charnberlain et Silvaひ

めごろも

[Tenarea corallinae] 

dispar (Foslie) Woelkerling， Chamberlain et Silvaのりまきも

どき

[Dermatolithon dispar] 

[Tenarea dispar] 

protoかpum(Foslie) Woelkerling， Charnberlain et Silvaうずま

きしろふち

[Lithophyllum tesselatum] 

[Titanoderma tesselatum] 

pustu/atum (Lamouroux) Nageliひらのりまき

[Lithophyllum pustulatum] 

tumidulum (Foslie) Woelkerling， Charnberlain et Silvaのりま

き

[Dermatolithon tumidulum] 

[Lithophyllum tumidulum] 

[Tenarea tumidulaJ 

Yamadaea Segawa， 1955さびもどき属

melobesioides Segawaさびもどき

Hapalidiaceae Gray，1864ハパリデウム科

Choreonema Schmitz， 1889し、しし、ぽ属

thuretii (Bornet) Schmitz It、しし、ぽ

Clathromorphum Foslie， 1898きたいしも属

circumscr伊tum(Stromfelt) Foslieきたいしも

compactum (Kjellman) Foslieあなあききたいしも

rec/inatum (Foslie) Adeyカミさきのこし、しも

[Neopolyporolithon reclinatum] 

Lithothamnion Heydrich， 1897 nom. cons.し、しも属

canariense Foslieかなりあいしも
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glaciale Kjellmanきたえだいしも

intermedium Kjellmanいぽいしも

japonicum Foslieみやペおこし

[斤'etenseかし、ふおこしl
notatum Foslie 

obtectulum (Foslie) Foslieあっけしおこし

pacificum (Foslie) Foslieあっけしし、ぽいし

siamense Foslie 

simulans (Foslie) Foslieかわらいしも

sonderi Hauckし、ぽおこし

spissum Foslie 

vescum Foslieひらおこし

Melobesia Lamouroux， 1812さび属

tomitaroi Kloczcovaあlまたもカミさ

fpacifica Masaki] 

Mesophyllum Lemoine， 1928えだうちいしも属

* crassiusculum (Foslie) Lebednikせといしも (103)
[Lithothamnion aculeiferum] 

erubescens (Foslie) Lemoineえだうちいしも

[Lithothamnion erubescens] 

inconspicuum (Foslie) Adey 

[Lithothamnion inconspicuum] 

nitidum (Foslie) Adeyかがやきいしも

μithothamnion nitidum] 
Phymatolithon Foslie， 1898 nom. cons.あっけしいしも属

lenormandii (Areschoug) Adeyあっけしいしも(18)

[Lithothamnion lenormandii] 

[Leptophytum laeve] 

Synarthrophyton Townsend， 1979くさのかき属

* chejuensis Kim et al.くさのかき (104)
[Lithothamnion cystocarpideum sensu Masaki] 

Sporolithaceae Verheij， 1993えんじいしも科

Sporolithon Heydrich， 1897えんじいしも属

durum (Foslie) Townsend et Woelkerlingこぶえんじいしも

episporum (Howe) Dawsonひなえんじいしも (19)

schmidtii (Foslie) Gordon， Masaki et Akiokaひめえんじいし

も

GELIDIALES Kylin， 1923てんぐさ目

Gelidiaceae Kutzing， 1843てんぐさ科

Acanthopeltis Okamura in Yatabe， 1892ゆし、きり属

hirsuta (Okamura) Shimadaやたべぐさ

[Yatabella hirsuta] 

japonica Okamuraゆいきり

* longiramulosa Y. Lee et B. Kim (20) 
Gelidiella Feldmann et Hamel， 1934しまてんぐさ属

acerosa (Forsskal) Feldmann et Hamelしまてんぐさ

ligulata Dawsonささばしまてんぐさ (21)

ramellosa (Kutzing) Feldmann et Hamelきっこうしまてんぐ

さ

Gelidium Lamouroux， 1813 nom. cons.てんぐさ属

amamiense Tanaka et K. Nozawaしんかいひめぶと

divaricatum Martensひめてんぐさ

elegans Kutzingまくさ

[amansii auct. japon.] 

Uohnstonii sensu Segiつやくさ]

fpolystichum sensu Segiえぞてんぐさ l
fpulchrum sensu Segiささめぶと]

fpurJフurascenssensu Segiむらさきぶと l
fpyramidale sensu Segiながとぶと]

inagakii Y oshidaひめひら

[nanum Inagaki] 

isabelae Taylorへらひめぶと

japonicum (Haravey) Okamuraおにくさ

[Onikusa japonica] 

koshikianum Shimada， Horiguchi et Masudaさつまでんぐさ

(23) 

linoides Kutzingきぬくさ

pacificum Okamuraおおぶさ

pusillum (Stackhouse) Le Jolisはいてんぐさ (24)

[crinaleいとてんぐさ]

subfastigiatum Okamuraなんぶぐさ (101)

tenue Okamuraこひら

tenuifolωm Shimada， Horiguchi et Masudaうすばてんぐさ (25)
vagum Okamura in Inagakiよれくさ

yamadae Fanこぶさ

[densum Okamura] 

Parviphycus Santelices， 2004 It、としまてんぐさ属(102)

* tenuissimus (Feldmann et Hamel) Santelices It、としまてんぐ
さ(22)

[Gelidiella pannosa] 

Pterocladiella Santelices et Hommersand， 1997おばくさ属 (26)

* caerulescens (Kutzing) Santelices et Hommersandあおおばく
さ

* caloglossoides (Howe) Santelicesひめおばくさ
capillacea (Gmelin) Santelices et Hommersandかたおばくさ

[Pterocladia densa] 

nana (Okamura) Shimada， Horiguchi et Masudaちゃぼおばく

さ

[Pterocladia nana] 

tenuis (Okamura) Shimada， Horiguchi et Masudaおばくさ

[Pterocladia tenuis] 

[decumbensumたおれぐさ]

Ptilophora Kutzing， 1847ひらくさ属

irregularis (Akatsuka et Masaki) No汀isながひらくさ

[Beckerella irregularis] 

subcostata (Okamura) Norrisひらくさ

[Beckerella subcostata] 

[Gelidium subcostatum] 



Wurdemanniaceae Taylor， 1960ウルデ、マニア科

Wurdemannia Harvey， 1853ウルデマニア属

miniata (Sprengel) Feldmann et Hamel 

HILDENBRANDIALES Pueshel et Cole， 1982べにまだら目

Hildenbrandiaceae Rosenvinge， 1917べにまだら科

Hildenbrandia Nardo， 1834 nom. et orth. consべにまだら属

rubra (Sommerfelt) Meneghiniべにまだら

[prototypus] 

[rosea] 

yessoensis Yendoえぞべにまだら

BONNEMAISONIALES Feldmann et Feldmann， 1942 

かぎけのり目

Bonnemaisoniaceae Schmitz in Engler， 1892かぎけのり科

Asparagopsis Montagne in Webb et Berthelot， 1841かぎけのり

属

taxiformis (Delile) Trevisanかぎけのり (27)

[sanfordiana] 

Bonnemaisonia C. Agardh， 1822かぎのり属

hamij量raHariotかぎのり (28)

[Asparagopsis hamifera] 

Delisea Lamouroux， 1819たまいただき属

japonica Okamuraたまいただき

rJimbriaω加 ct.japon.] 

[pulchra auct. japon.] 

Ptilonia (Harvey) J. Agardh， 1852ひろはたまいただき属

okadae Yamadaひろはたまいただき

[Delisea okadae] 

GIGARTINALES Schmitz， 1892すぎのり目

Calosiphoniaceae Kylin， 1932ぬめりぐさ科

Calosiphonia Crouan frat. 1852ぬめりぐさ属

vermicularis (J. Agardh) Schmitzぬめりぐさ

Schmitzia Silva， 1959ほうのお属

japonica (Okamura) Silva ほうのお

[Bertholdiajαrponicα1 
[Platoma japonica] 

Caulacanthaceae Kutzing， 1843いそもつか科

Catenella Greville， 1830 nom. cons.いそもつか属

caespitosa (Withering) Irvineし、そもつか

[opuntω] 

[repens] 

impudica (Montagne) 1. Agardhしおかわもつか

n伊aeZanardini 

吉田ら

Caulacanthus Kutzing， 1843いそだんつう属

ustulatus (Turner) Kutzingいそだ、んつう

[okamurae] 

Choreocolacaceae Sturch， 1926コレオコラックス科

Leachiella Kugrens， 1982はねぐさやどり属

pacifica Kugrensはねぐさやどり

Dicranemataceae Kylin， 1932なみいわたけ科

ηlotus J. Agardh， 1876なみいわたけ属
lichenoides Okamuraなみいわたけ

Dumontiaceae Bory， 1828りゅうもんそう科

Constantinea Postels et Ruprecht， 1840おきっぱら属

rosa-marina (Gmelin) Postels et Ruprechtおきつばら

subul砕raSetchellおおばおきつばら

Dudresnaya Crouan frat.， 1835 nom. cons.ひびろうど属

japonicαOkamuraひびろうど

kuroshioensis K司jimuraくろしおひびろうど

minima Okamuraひめひびろうど

okiensis K司imuraおきひびろうど

Dumontia Lamouroux， 1813りゅうもんそう属

contorta (Gmelin) Ruprechtりゅうもんそう

rJiliformis] 

[incrassata] 

simplex Cottonへらりゅうもん

Farlowia J. Agardh 1876くしばにせかれきぐさ属

201 

mollis (Harvey et Bailey) Farlow et Setchellくしばにせかれ

きぐさ

Gibsmithia Doty， 1963えっきひびろうど属

hawaiiensis Dotyえっきひびろうど

Hyalosiphonia Okamura， 1909し、そうめもどき属

caespitosa Okamuraし、そうめもどき

Masudaphycus Lindstrom， 1988にせかれきぐさ属

irregularis (Yamada) Lindstromにせかれきぐさ (29)

[Farlowia irregularis] 

Neodilsea Tokida， 1943あかば属

crispata Masudaちじれあかば

longissima (Masuda) Lindstromながあかば

[integra var. longissima] 

tenuipes Yamada et Mikamiまるばあかば

yendoanαTokidaあかば

[Dilsea edulis auct. japon.] 

PikeαHarvey，1852みちがえそう属

yoshizakii Maggs et Wardみちがえそう

[californica auct. japon.] 

Rhodopeltis Harvey， 1863がらがらもどき属

borealis Yamadaがらがらもどき

EndocIadiaceae (J. Agardh) KyIin， 1928ふのり科
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Gloiopeltis J. Agardh， 1842ふのり属

complanata (Harvey) Yamadaはなふのり

[Caulacanthus compressusからかんさ]

ルrcaω(Postelset Ruprecht) J. Agardhふくろふのり (30)
tenax (Turner) Decaisneまふのり

Furcellariaceae Greville， 1830すすかけべに科

Hαlarachnion Ku巴tizng，1843すすかけベに属

latissimum Okamuraすすかけべに

parvum Yamadaこばのすすかけベに

Neurocaulon Zanardini ex Kutzing， 1849 nom. cons.じんようの

り属

japonicum Segawaじんようのり

Gigartinaceae Bory， 1828すぎのり科

Chondracanthus Kutzing， 1843すぎのり属

intermedius (Suringar) Hommersandかし、のり

[Gigartina intermedia] 

teedii (Roth) Kutzingしきんのり

[Gigartina teedii] 

tenellus (Harvey) Hommersandすぎのり

[Gigartina tenella] 

[Chondrus filiformisし、とつのまたl
Chondrus Stackhouse， 1797つのまた属

armatus (Harvey) Okamuraとげつのまた

[Chondrus pinnulatus f. armatus] 

elatus Holmesことじつのまた (31) 

giganteus Yendoおおばつのまた (32)

[ocellatus王giganteus]

nipponicus Yendoまるばつのまた

[crispus auct. japon.] 

[ocellatus f. nipponicus] 

ocellatus Holmesつのまた (33)

pinnulatus (Harvey) Okamuraひらことじ (34)

verrucosus Mikamiいぼつのまた

[ocellatus王canaliculαtus]

[Gigartina mikamii] 

yendoi Yamada et Mikamiくろはぎんなんそう (35)

[/ridaea laminarioides sensu Yendo] 

[/ridaea cornucopωe sensu Tokida] 
Mazzaella De Toni f.， 1936あかばぎんなんそう属

japonica (Mikami) Hommersandあかばぎんなんそう (36)

[Gigartina japonicα] 

[Rhodoglossum japonicum] 

[/ridaea pulchra sensu Okamura] 

hemisphaerica (Mikami) Yoshida v、ぼぎんなん (37)
[Rhodoglossum hemisphaericum] 

Gloiosiphoniaceae Schmitz in Engler， 1892いとふのり科

Gloeophycus Lee et Yoo， 1979おとひめもずく属

koreanus Lee et Y 00おとひめもずく

Gloios伊honiaCarmichael in Berkeley， 1833し、とふのり属

capillaris (Hudson) Carmichaelいとふのり

Schimmelmannia Schousboe ex Kutzing， 1849ながおばね属

plumosa (Setchell) Abbottながおばね

[Baylesia plumosa] 

Halymeniaceae Bory， 1828むかでのり科

Carpopeltis Schmitz， 1895ちゃぼきんとき属

maillardii (Montagne et Millardet) Chiangちゃぽきんとき

[rigida] 

Cηptonemia 1. Agardh， 1842かくれいと属

luxurians (C. Agardh) 1. Agardhひろはのかくれいと

rotunda (Okamura) Kawaguchiまるlまぐさ

[Halymenia rotunda] 

[Halymenia iyoensisひょうたんぐさ]

semiprocumbens Tanakaなんかし、かくれいと

yendoi Weber-van Bosseうすばのかくれいと

Grateloupia C. Agardh， 1822 nom. cons.むかでのり属 (38)

。cuminataHolmesおおむかでのり
[Halymenia acuminata] 

* angusta (Okamura) Kawaguchi et Wangきんとき
[Carpopeltis angusta] 

[Prionitis angusta] 

* articulata (Okamura) Kawaguchi et Wangふしきんとき
[Carpopeltis articulata] 

[Prionitis articulata] 

* asiatica Kawaguchi et Wangむかでのり (39)
rfilicina auct. japon.] 

carnosa Yamada et Segawaにくむかで

* catenaωYendoうつろむかで (40)
rfilicina王lomentaria]

[βlicina var. porracea] 

* chiangii Kawaguchi et Wangひとつまつ (41)
[Carpopeltis divaricata] 

[Prionitis divaricata] 

divaricata Okamuraかたのり

[incurvataげじげじむかでのり]

* elata (Okamura) Kawaguchi et Wangながきんとき
[Prionitis elata] 

[Carpopeltis okamurae] 

ell伊ticaHolmesたんぱのり

[Pachymeniopsis elliptica] 

imbricata Holmesさくらのり (42)

kurogii Kawaguchiまるばふだらく

[Halymeniopsis dilaωω] 

lanceolata (Okamura) Kawaguchiふだらく

[Aeodes lanceolata] 

[Pachymeniopsis lanceolata] 

[Pachymeniopsis yendoi] 
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latissima Okamura 

livida (H訂vey)Yamadaひらむかで

u・Ubata]
[加抑制sisかいふのり]

[n伊'Ponica]

* patens (Okamura) Kawaguchi et Wangひらきんとき
[Prionitis patens] 

* ramosissima Okamuraすじむかで
[Prionitis ramosissima] 

* schmitziana (Okamura) Kawa別chiet Wangおおばきんとき
[Cryptonemia schmitziana] 

[Prionitis schmitziana] 

sparsa (Okamura) Chiangひぢりめん

[Cyrtymenia sparsa] 

[Phyllymenia sparsa] 

* subpectinata Holmesひろはのむかでのり (43)
[prolongata sensu Okamura] 

turuturu Yamadaつるつる

Halymenia C. Agardh， 1817 nom. cons.いそのはな属

dilatata Zanardiniふいりぐさ

floresia (Clemente) C. Agardhいそのはな

Kintokiocolax Tanaka et Y. Nozawa， 1960きんときやどり属

aggregato・ceranthaTanaka et Y. Nozawaきんときやどり

Poly中es1. Agardh， 1849またぼう属 (44)

* a.ffini・s(H釘vey)Kawaguchi et Wangまつのり (45)
[Gigartina a.ffinis] 
[Carpopeltis q伊nis]

* lancifolia (Harvey) Kawaguchi et Wangきょうのひも
[Grateloupia okamurae] 

polyideoides Okamuraまたぼう

* prolifera (Hariot) Kawaguchi et Wangこめのり
[Gigartina prolifer] 

[Carpopeltis prolifera] 

[Carpopeltis flabellata] 

* tosaensis Kawaguchi et Masudaとさこめのり (46)
Prioni・tis1. Agardh， 1851きんとき属

cornea (Okamura) Dawsonつのむかで

[Carpopeltis cornea] 

crispata (Okamura) Kawaguchiとさかまっ

[Carpopeltis crispata] 

Yonagunia Kawaguchi et Masuda 2004よなぐにそう属 (47)

申formosana(Okamura) Kawaguchi et Masudaうすぱきんとき

[Carpopeltis formosana] 

[Prionitis formosana] 

* tenuifolia Kawaguchi et Masudaよなぐにそう

Hypneaceae J. Agardh， 1851 It、ぱらのり科

砂pneaLamouroux， 1813いぱらのり属

cenomyce 1. Agardhおおこけいばら

charoides Lamouroux It、ぱらのり

[seticulosa] 

chordacea Kutzing f. simpliciuscula (Okamura) Tanakaこひも

し、ばら

cornuta (Kutzing) J. Agardh ほしがたし、ばら

flagelliformis J. Agardhすじいばらのり

flexicaulis Yamagishi et Masudaかずのいばら (48)

[cervicornis sensu Tanaka] 

japonica Tanakaかぎいぱらのり

[musciformis sensu Okamura] 

pannosa J. Ag釘dhこけいばら

[nidulansむらさきこけし、ばら]

saidana Holmesさし、だし、ばら (49)

spinella (C. Agardh) 1. Agardhひめいぱらのり

[ドesperげ，ぜi]

variabilis Okamuraたちし、ばら

yamadae Tanakaベにいぱらのり

砂pneocolaxBorgesen， 1920あねやかたのり属

stellaris Borgesen f. orientalis Weber-van Bosseあねやかたの

り

Kallymeniaceae Taylor， 1937っかさのり科

Callophyllis Kutzing， 1843とさかもどき属

adhaerens Yamadaくろとさかもどき

adnata Okamuraねざしのとさかもどき

crispata Okamuraひろはのとさかもどき

hayamensis Yamadaえつきのとさかもどき

japonica Okamuraほそばのとさかもどき

mageshimensis Tanakaなんかいとさかもどき

okamurae Silvaきぬはだ

[chilensis] 

ffirma] 

[Microcladia chilensis] 

[Pugetia japonica] 

palmata Yamadaやつでがたとさかもどき

rhynchocarpa Rup陀chtひめとさかもどき

Cirrulicarpus Tokida et Masaki， 1956えぞとさか属

gmelini (Grunow) Tokida et Masakiえぞとさか

[Erythrophyllum gmelini] 

Euthora J. Agardh 1847:11ゅうそら属 (50)

* cristata (Tumer) J. Agardhゅうそら
[Callophyllis cristata] 

[Euthorajトuticulosa]

Kallymenia J. Agardh， 1842っかさのり属

callophylloi鴻 sOkamura et Segawaはながたかりめにあ

crassiuscula Okamuraあつばかりめにあ

oligonema Yamadaひめっかさのり

ornaω(Postels et Ruprecht) J. Agardhきたつかさのり

peヴorataJ. Agardhっかさあみ

reniformis (Tumer) J. Agardh f. cuneata J. Agardhえぞっかさ

のり
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sagamiana Yamadaおおつかさのり

sessilis Okamuraえなしかりめにあ

StlplωωOkamuraえっきっかさのり

Nemastomataceae Schmitz in Engler， 1892 nom. cons.ひかげの

いと科

Nemastoma J. Agardh， 1842 orth. cons.ひめうすぎぬ属

foliαcea Yamadaひめうすぎぬ

Predaea G. De Toni， 1936ゆるじぎぬ属

bisporifera K勾imuraにぶんほうしゆるじぎぬ

japonica Yoshidaゆるじぎぬ

kuroshioensis Kajimuraくろしおゆるじぎぬ

tokidae K司jimuraときだゆるじぎぬ

Tsengia K.C. Fan et Y.P. Fan， 1962ひかげのいと属

lancifolia (Okamura) Masuda et Guiryうすぎぬ

[Nemastoma lancifolia] 

nakamurae (Yendo) K.C. Fan et Y.P. Fanひかげのいと

[Nemastoma nakamurae] 

Petrocelidaceae Denizot， 1968いぼのり科

Mastocarpus Kutzing， 1843いぼのり属

pacificus (Kjellman) Perestenkoし、ぼのり

[Gigartina ochotensisほそいぽのり]

[Gigartina pacifica] 

[Gigartina unαiαskensis] 

yendoi Masuda et Yoshidaし、かのあし

[Gigartina mamillosa auct. japon.] 

[Mastocarpus mamillosus auct. japon.] 

Peyssonneliaceae Denizot， 1968いわのかわ科

Peyssonnelia Decaisne， 1841いわのかわ属

* armorica (Crouan合at.)Weber-van Bosse v、わげしよう (93)
capensis Montagne 

caul件raOkamuraえっきいわのかわ

[squamaria sensu Nozawa] 

conchicola Piccone et Grunowべにいわのかわ

[rubra sensu Okamura] 

distenta (Harvey) Yamadaくだいわのかわ

dubyi Crouan合at.(51) 

* harveyana J. Agardhはーベいいわのかわ(107)
japonica (Segawa) Yoneshigueかいのかわ

[Cruoriopsis japonica] 

* maritii (Weberr-van Bosse) Denizotさけめいわげしよう (106)
[Cruoriella fissurata] 

* meridionalis Hollenberg et Abbottし、そこもん (52)
01 

のかわ

rosen附vingiμiSc出hm即n凶litzおおいわのかわ

* rumoiana Kato et Masudaるもいいわのかわ (53)

Phacelocarpaceae Searles， 1968きじのお科

Phacelocarpus Endlicher et Diesing， 1845 nom. cons.きじのお

属

japonicus Okamuraきじのお

Phyllophoraceae Rabenhorst， 1863おきつのり科

Ahnfeltiopsis Silva et DeCew， 1992おきつのり属

catenata (Yendo) Masudaほそばのひらさいみ

[Gymnogongrus catenatus] 

concinna (1. Agardh) Silva et DeCewさいみ

[Ahnfeltia concinna] 

divaricata (Holmes) Masudaおおまたおきつのり

[Gymnogongrus divaricatus] 

flabelliformis (Harvey) Masudaおきつのり

[Gymnogongrus flabe 11 iformis] 

[Gymnogongrus japonicusそええだなしおきつ，ほそお

きつのり]

gracilis (Yamada) Masudaベさ

[Besa gracilis] 

[Ahnfeltia gracilis] 

okamurae Silva et DeCewふささし、み

[Ahnfeltia furcellata] 

paradoxa (Suringar) Masuda はりがね

[Ahnfeltia pαradoxa] 

[Gymnogongrus furcellatus var. japonicus] 

[Gymnogongrus paraxoxus] 

triquetrifolia Masuda et Kogameとささいみ (54)

yamadae (Segawa) Masudaはねさし、み

[Chondrus yamadae] 

[Ahηfeltia yamadae] 

Stenogramma Harvey in Hooker et Arnott， 1840はすじぐさ属

初terrupω(C.Agardh) Montagneはすじぐさ

Plocamiaceae Kutzing， 1843 nom. cons.ゆかり科

目ocamiumLamouroux， 1813 nom. cons.ゆかり属

cartilagineum (Linnaeus) Dixonほそゆかり

[leptophyllum auct. japon.] 

ovicornis Okamuraひめゆかり

[oviforme] 

recurvatum Okamuraまきゆかり

serratulum Okamuraきざみゆかり

[serrulatum] 

telfairiae (Hooker et Harvey) Harveyゆかり (55)

Rhizophyllidaceae Schmitz in Engler， 1892なみのはな科

Contarinia Zanardini， 1843しおぐさごろも属

okamurae Segawaしおぐさごろも

Portier・iaZanardini， 1851なみのはな属

hornemannii (Lyngbye) Silvaほそばなみのはな

[Chondrococcus hornemannii] 
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japonica (Harvey) Silvaなみのはな

[Chondrococcus japonicus] 

RhodophylIidaceae Schmitz in Engler， 1892あみはだ科

Rhodophyllis Kutzing， 1847 nom. cons.あみはだ属

capillaris Tokidaし、とあみはだ

Sarcodiaceae Kylin， 1932あつばのり科

Sarcodia J. Agardh， 1852あっぱのり属

ceylanica Harvey ex Kutzingあつぼのり

cune仲liaYamadaひろはあっぱのり

Trematocarpus Kutzing， 1843みあなぐさ属

pygmaeus Yendoみあなぐさ (56)

Schizymeniaceae (Schmitz et Hauptfleisch) Masuda et Guiry， 1995 

ベにすなご科

Platoma Schousboe ex Schmitz， 1894にくほうのお属

izunosimensis Segawa ~こくほうのお

Schizymenia J. Agardh， 1851 nom. cons.ベにすなご属

dubyi (Chauvin ex Duby) J. Agardhベにすなご

Titanophora (J. Agardh) Feldmann， 1942ベにざらさ属

palmata Itonoあまみのべにざらさ

weberae Borgesenべにざらさ

Sebdeniaceae Kylin， 1932ぬらくさ科

Sebdenia (J. Agardh) Berthold， 1884ぬらくさ属

flabellata (1. Agardh) Parkinsonぬらくさ

[agardhii] 

[Halymenia agardhii] 

[polydactyla sensu Yamadaくろぬらくさ]

okamurae Yamadaおかむらぐさ

yamadae Segawaゃまだぐさ

Solieriaceae J. Agardh， 1876みりん科

Betaphycus Doty ex Silva in Silva et al.， 1996かためんきりんさ

い属

gelatinus (Esper) Doty ex Silvaかためんきりんさい(29)

[Eucheuma gelatinum] 

Eucheuma J. Agardh， 1847きりんさい属

amakusaense Okamuraあまくさきりんさし、

arnoldii Weber-van Bosseびゃくしんきりんさし、

[ cupressoideumふしきりんさい]

denticulatum (Burman) Collins et Herveyきりんさし、

[muricatum] 

o知muraeYamadaおかむらきりんさい

[crusta，φrmis sensu Okamuraさめはだきりんさし、l
serra (1. Agard) J. Agardhとげきりんさし、

Kappaphycus Doty ex Silva et al. 1996おおきりんさし、属

striatus (Schmitz) Doty ex Silvaおおきりんさい(29)

[Eucheuma striatum] 

Meristotheca J. Agardh， 1872とさかのり属

coacωOkamuraきくとさか

papulosa (Montagne) J. Agardhとさかのり

uaponica] 

Solieria J. Agardh， 1842みりん属

dichotoma Y oshidaひらみりん

pacifica (Yamada) Yoshidaみりん

[robusωauct. japon.] 

tenuis Zhang et Xiaほそばみりん

[mollis auct. japon.] 

Turnerella Schmitz in Engler et Prantl， 1896えぞなめし属

mel加 1siana(Postels et Ruprecht) Schmitzえぞなめし

Tichocarpaceae (Schmitz et Hauptfleisch) Kylin， 1932かれきぐ

さ科

Tichocarpus Ruprecht in Middendorff， 1851かれきぐさ属

crinitus (Gmelin) Ruprechtかれきぐさ

INSERTAE SEDIS位置不明

Ethelia Weber-van Bosse， 1921にくいわのかわ属

biradiata (Weber-van Bosse) Weber-van Bosse ~こくし、わのか

わ

GRACILARIALES Fredericq et Hommersand， 1989 

おごのり目

Gracilariaceae Nageli， 1847 nom. cons.おごのり科

Congracilaria Yamamoto， 1986ふしくれたけ属

babae Yamamotoふしくれたけ

Gracilaria Greville， 1830 nom. cons.おごのり属

arcuata Zanardiniゆみがたおごのり

articulata Chang et Xiaひめくびれおごのり(寺田，新称)

(98) 

blodgettii Harveyくびれおごのり

bursa-pastoris (Gmelin) Silvaしらも

[compressa] 

chorda Holmesつるしらも (57)

[Gracilariopsis chorda] 

coronop仲liaJ. Agardhもさおごのり

cuneifolia (Okamura) Lee et Kurogiきぬかばのり

[Rhoかneniacuneifoliaきぬだるす]

edulis (Gmelin) Silvaかたおごのり

[lichenoides] 

eucheumatoides Harveyりゅうきゅうおごのり (58)

firma Chang et Xiaなんかいおごのり (59)

gigas Harveyおおおごのり

incurvaωOkamuraみぞおごのり

lemane伶rmis(Bory) Grevilleせいようおごのり

puncωω(Okamura) Yamada v、つつぎぬ
[Rhodymenia punctata] 
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rhodocaudata Yamamoto et Kudoべにおごのり

sa/icornia (C. Agardh) Dawsonふしくれのり

[crassaたいわんおごのり，ときだふしくれのり]

[Corallopsis opuntia] 

* shimodensis Terada et Yamamotoしもだおごのり (60)
srilankia (Chang et Xia) Withell， MiI1ar et Kraftむらさきかば

のり

[spinulosa f. srilankia] 

fpurpurascens] 

sublittoralis Yamada et Segawaしんかし、かばのり

textorii (Suringar) Hariotカ斗まのり

vermiculophylla (Ohmi) Papenfussおごのり

[asiatica] 

[confervoides auct. japon.] 

[verrucosa加 ct.japon.] 

[Gracilariopsis vermiculophyllaおごもどき]

vieillardii Silvaとげかばのり

[denticulata Weber-van Bosse] 

Pterocladiophyllaceaeてんぐさやどり科

Gelidiocolax Gardner， 1927てんぐさやどり属

mammillata Fan et Papenfussてんぐさやどり

AHNFEL TIALES Maggs et Pueshel， 1989し、たにぐさ目

Ahnfeltiaceae Maggs et Pueschel， 1989いたにぐさ科

Ahnfeltia Fries， 1835 nom. cons.いたにぐさ属

fastigiata (Endlicher) Makijenkoねつきいたにぐさ

fplicata auct. japon.] 

RHODYMENIALES Schmitz， 1892まさごしばり目 (61)

Champiaceae Kutzing， 1843わつなぎそう科

Champia Desvaux， 1809わつなぎそう属

bifid，αOkamuraひらわつなぎそう (62)

[echigoensisえちごわつなぎそう l
expansa Yendoうすばわつなぎそう

japonica Okamuraへらわつなぎそう

parvula (C. Agardh) Harveyわつなぎそう

[rectaたちわつなぎそう]

Gastroc/onium Kutzing， 1843 nom. cons.いそまつ属

pacificum (Dawson) Chang巴tXiaいそまつ

[ovale sensu Okamura] 

[Coeloseira pacifica] 

Faucheaceae Strachan， Saunders et Kraft in Saunders etαl目 1999

まだらぐさ科

Fauchea Montagne et Bory in Drieu， 1846まだらぐさ属

leptophylla Segawaとげなしまだら

rhizophylla Taylorひめひしがたのり

spinulosa Okamura et Segawaとげまだら

stipitαta Yamada et Segawaえつきまだら

Gloioc/adia J. Agardh， 1842ひしぶくろ属

かoensis(Okamura) Norrisひめひしぶくろ

[Gloiodermaかoense]

japonica (Okamura) Yoshidaひしぶくろ

[Gloioderma japonicum] 

Halichrysis (1. Agardh) Schmitz， 1889ちりぼたん属

japonica Segawaちりぼたん

micans (Hauptfleisch) P. et H. Huveうえf'fぐさ

[Weberella micans] 

Lomentariaceae 1. Agardh emend. Saunders et al. 1999ふしつ

なぎ科

Binghamia 1. Agardh， 1894かえるでぐさ属

californica 1. Agardhかえるでぐさ

[Binghamiella californica] 

Ceratodictyon Z叩紅dini，1878かいめんそう属

spongiosum Zanardiniかいめんそう

Gelidiopsis Schmitz， 1895てんぐさもどき属

gracilis (Kutzing) Vickers 

hachijoensis Yamada et Segawaはちじようてんぐさもどき

intricata (C. Agardh) Vickersもつれてんぐさもどき

repens (Kutzing) Schmitzてんぐさもどき

Lomentaria Lyngbye， 1819ふしつなぎ属

catenaωHarveyふしつなぎ

flaccida Tanakaふさふしつなぎ

hakodatensis Yendoこすじふしつなぎ

lubrica (Yendo) Yamadaいとたおやぎそう

okamurae Segawaひろはふしつなぎ

[orcadensis auct. japon.] 

[rosea sensu Okamura] 

pinnaωSegawaひめふしつなぎ

Rhodymeniaceae Harvey， 1849まさごしlまり手ヰ

Botryoc/adia (1. Agardh) Kylin， 1931 nom. cons.はなのえだ属

/eptopoda (1. Agardh) Kylinはなのえだ

skottsbergii (Borgesen) Levringあつかわはなのえだ

[ kuckuckii] 

ChamaebotりなHuisman，1996すじこのり属

boergesenii (Weber-van Bosse) Huismanすじこのり

[Coelarthrum boergesenii] 

[Coelarthrum coαctum] 

/omentariae (Tanaka et K. Nozawa) Huismanかたみのふくろ

つなぎ

[Coelarthrum lomentariae] 

Chrysymenia J. Agardh， 1842たおやぎそう属

grandis Okamuraおおぬらぶくろ

okamurae Yamada et Segawaはなさくら

[kairnbachii sensu Okamura] 
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wrightii (Harvey) Yamadaたおやぎそう

Coelarthrum Borgesen， 1910ふくろつなぎ属

opuntia (Endlicher) Borgesenふくろつなぎ

[muellerz1 

Coelothrix Borgesen， 1920にせいぱらのり属

irregularis (H訂vey)Borgesen Iこせし、ぱらのり

Cryptarachne (Hぽvey)Kylin， 1931ひらたおやぎ属

polyglandulosa (Okamura) Segawaひらたおやぎ

[Chrysymenia polyglandulosa] 

Erythrocolon J. Agardh in Grunow， 1874ひめふくろつなぎ属

podagrica J. Agardhひめふくろつなぎ

Rhodymenia Greville， 1830 nom. cons.まさごしぼり属

adnata Okamuraかさねいつつぎぬ

coacωOkamura et Segawaはながさね

intricaω(Okamura) Okamuraまさごしぼり

liniformis Okamuraほそだるす

parva Yamadaひめだるす

prostrata Tanakaしんかいひめだるす

Sparlingia Strachan et Kraft 1999あなた‘るす属 (63)

per，ωsa (Postels et Ruprecht) Saunders， Strachan et Kraftあな

だるす

CERAMIALES Oltmanns， 1904 It、ぎす目

Ceramiaceae Dumortier， 1822いぎす科

Acrothamnion J. Agardh， 1892りゅうのたま属

butleriae (Collins) Kylinひめくじゃくのはねも

preissii (Sonder) Wollastonりゅうのたま

fpulchellum] 

Aglaothamnion Feldmann-Mazoyer， 1940きぬいとぐさ属

callophyllidicola (Yamada) Boo， Lee， Rueness et Yoshidaきぬ

いとぐさ

[Callithamnωn callophyllidicola] 
cordatum (Borgesen) Feldmann-Mazoyer 

urcellariae (1. Agardh) Feldmann・Mazoyer

[Callithamnion furcellariae] 

neglectum Feldmann-Mazoyer 

okiense K司jimuraおきあぐらおたむにおん

oosumiense Itono 

Anotrichium Nageli， 1862きぬげぐさ属

okamurae Baldockきぬげぐさ

[Monospora tenuis] 

tenue (C. Agardh) Nageliけカミざしぐさ

[Griffithsia tenuis] 

yagii (Okamura) Baldock It、ときぬげ

[Monospora yagii] 

Antithamnion Nageli， 1847ふたつがさね属

amamiense Itono 

antillanum Borgesen nom. cons.にせきぬいとぐさ

calloc/adus Itono 

cristirhizophorum Tokida et Inabaふさねかさねぐさ

densum (Suhr) Howeきぬいとふたつがさね(64)

[d，φctum] 
[sparsumくしのはふたつがさね，きぬいとょっがさね]

nipponi・cumYamada et Inagakiふたつがさね

okiense K司jimuraおきふたつがさね

percurrens Dawsonかたはのふたつがさね

secundum Itono 

tanakae Itonoとげきぬいとぐさ

Antithamnionella Lyle， 1922アンチタムニオネラ属

basispora (Tokida et Inaba) Cormaci et Fumariにれっかさね

ぐさ

[Antithamnion basisporum] 

elegans (Berthold) Price et Johnひなふたつがさね

[breviramosa] 

[Antithamnion breviramosum] 

Balliella Itono et Tanaka， 1973なんかいべにはねも属

crouanioides (Itono) Itono et Tanaka 

[Antithamnion crouanioides] 

subcorticata (Itono) Itono et Tanakaなんかし、べにはねも

[Antithamnion subcorticatum] 

Callithamnion Lyngbye， 1819カリタムニオン属

aglaothamnioides Itono 

corymbosum (Smith) Lyngbyeおいわけきぬいとぐさ

japonicum Nodaかまがたいとぐさ

nipponicum Nodaたんしきぬいとぐさ

Campylaephora 1. Agardh， 1851えごのり属

* borealis (Nakamura) Seo， Cho et Boo (65) 
[Campylaephora crassa王borealis]

crassa (Okamura) Nakamuraふといぎす(66)

[Ceramium crassum] 

hypnaeoides J. Agardhえごのり (67)

[Ceramium hypnaeoides] 

japonica Nodaひめえごのり

Centroceras Kutzing， 1841ごのめぐさ属

clavulatum (C. Agardh) Montagneとげいぎす

distichum Okamuraごのめぐさ

japonicum Itonoなんかいとげいぎす

Ceramium Roth， 1797 nom. cons.いぎす属

aduncum Nakamuraまきいぎす

affine Setchell et Gardner 

amamiense Itono 

boydenii Geppあみくさ

ciliatum (Ellis) DucIuzeauつのいぎす(68)

cimbricum H. Petersenまつばらいぎす

rrastigiatsum Harvey] 

[伽tigiramosum]

codii (Richards) M田 oyerとがりいぎす

[mucronatum] 

diaphanum (Lightfoot) Rothきぬいといぎす
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[tenuissimum] 

j1accidum (H訂veyex Kutzing) Ardissoneはし、し、ぎす

(fimbriatumふさっきいぎす]

fgracillimum] 

[taylorill 

japonicum Okamuraはねいぎす

kondoi Yendoいぎす(69)

[rubrum sensu Y endo ] 

nakamurae Dawsonつくしいぎす

[equisetoides Nakamura] 

paniculatum Okamuraはりし、ぎす

procumbens Setchell et Gardner 

serpens Setchell et Gardner 

tenerrimum (M制 ens)Okamuraけいぎす

Corallophila Weber-van Bosse， 1923コラロフィラ属 (70)

apiculata (Yamada) Noηisなんかいごのめぐさ

[Centroceras apiculatum] 

howei (Weber-van Bosse) Norrisなんせいいぎす

[Ceramium howei] 

itonoi (Ardre) Norris 

[Ceramium itonoi] 

[Centroceras miniatum sensu Itono] 

Crouania J. Agardh， 1842ょっのさで属

attenuata (C. Agardh) J. Agardhょっのさで

mageshimensis Itono 

minutissima Yamadaひめょっのさで

Dasyphila Sonder， 1845おきしのぶ属

plumarioides Yendoおきしのぶ

Delesseriopsis Okamura， 1931うすむらさき属

elegans Okamuraうすむらさき

Euptilota (Kutzing) Kutzing， 1849 It、そしのぶ属

articulata (J. Agardh) Schmitzいそしのぶ

Gattya Harvey， 1855ガッティア属

obtusa Itono 

Gordoniella Itono， 1977ょなくにくすだま属

yona伽niensis(Yamada et Tanaka) Itonoょなくにくすだま

[Spermothamnion yonakuniense] 

Griffithsia C. Agardh， 1817 nom. cons.かざしぐさ属

coacωOkamuraわたげかざしぐさ (71)

heteroclada Yamada et Hasegawaおくのかざしぐさ

[corallina sensu Yamadaこっぶかさしぐさ]

[corallinoides auct. japon.] 

heteromorpha Kutzing 

[rhizophora] 

japonica Okamuraカミざしぐさ

okiensis K司jimuraおきかざしぐさ

subcylindrica Okamuraきぬし、とかざしぐさ

tomoヴ'amadaeOkamuraおおかざしぐさ

venusωYamadaたまかざしぐさ

Gymnothamnion J. Agardh， 1892べにはねぐさ属

elegans (Schousboe ex C. Agardh) J. Agardhべにはねぐさ

[Plumaria ramosa] 

Haloplegma Montagne， 1842べにごうし属

duperreyiMontagneベにごうし

Herpochondria Falkenberg in Engler et Prantl， 1897にくさえだ

属

corallinae (Martens) Falkenbergにくさえだ

[Microcladia corallinae] 

dentata (Okamura) Itonoこすじさえだ

[Microcladia denωω] 

elegans (Okamura) Itonoさえだ

[Microcladia elegans] 

pygmaea Itono 

Irtugovia Perestenko 1994ほそがさね属

spirographidis (Schiffner) Perestenkoほそがさね(72)

[miharae] 

[Antithamnion gardneriきぬいとがさね]

[Antithamnionella sprographidis] 

Lejolisea Bornet， 1859レジョリシア属

pacifica Itono 

Neoptilota Kylin， 1956かたわべにひば属

asplenioides (Esper) Kylinかたわベにひば

[Ptilota asplenioides] 

Pleonosporium Nageli， 1862 nom. cons.くすだま属

caribaeum (Borgesen) Norrisなんかいくだこぎぬ

[Mesothamnion caribaeum] 

japonicum Itono 

[C ompsothamniella japonica] 

kobayashii Okamuraくすだま

mageshimense (Itono) Norris 

[Compsothamniella mageshimensi・s]

polymorphum Itonoもつれくすだま

[Mesothamnion po伊norpha]

pusillum Yamadaちゃぼくすだま

segawae Y oshidaはねくすだま

rPinnatum Okamura et Segawa] 
tohyamanum Tokida et Inabaとおやまくすだま

venustissimum (Montagne) De Toniこばんくすだま

yagii (Y細 ada)Norrisくだこぎぬ

[Mesothamnion yagii] 

Plumariella Okamura， 1930し、としのぶ属

minima K司jimuraちゃぽいとしのぶ

yoshikawae Okamura It、としのぶ

Psilothallia Schmitz in Engler et PrantI 1897ベにひぱ属

dentata (Ok創nura)Kylinべにひぱ

[Ptilota denωω] 

Pterothamnion Nageli in Nageli et Cramer， 1855よつがさね属

horridum (Tokida et Inaba) Athanasiadis et Kraftおにのょっ

ぱぐさ

[Platythamnion horridum] 



intermedium (Tokida) Athanasiadis et Kraftひめょっぱぐさ

[Platythamnion intermedium] 

polysporum (Itono) Athanasiadis et Kraft 

[Platythamnion polysporum] 

yezoense (Inagaki) Athanasiadis et Kraftょっがさね

[Antithamnion plumula sensu Okamura] 

[Platythamnion yezoense] 

Ptiloc/adia Sonder， 1845プティロクラデ、ィア属

divaricata (Okamura) Yoshidaもさょっのさで

[Crouania divaricata] 

japonica Itono 

okiensis K吋imuraおきぷていろくらでいあ

Ptilota C. Agardh， 1817 nom. cons.くしベにひば属

filicina J. Agardhくしべにひば

[californica sensu Okamuraかしわぱベにひぱl
fpectinata auct. japon.] 

phacelocarpoides A. Zinovaこぱのくしベにひぱ

fpectin頃taf. litoralis auct. japon.] 

Ptilothamnion Thuret in Le Jolis， 1863いとひびだま属

c/adophorae (Yamada et Tanaka) G. Feldmannし、とひびだま

[Spermothamnion cladophorae] 

pusillum (Okamura et Segawa) Itono 

[Spermothamnion pusillum] 

Reinboldiella De Toni， 1895ちりもみじ属

filamentosa Itono 

robusta Itono 

schmitziana (Reinbold) De Toniちりもみじ (73)

[Carpoblepharis schmitziana] 

war旬rgii(Heydrich) Yoshida et Mikamiおおばちりもみじ

[Carpoblepharis warburgill 

Rhodocallis Kutzing， 1847ベにひぱだまし属

elegans Kutzingべにひぱだまし

Scagelia Wollaston， 1972からふとょっがさね属

pylaisaei (Montagne) Wynneからふとょっがさね

[corallina] 

[Antithamnion corallina] 

Seirospora H訂vey，1846べにいそぶどう属

orientalis Kraftべにいそぶどう

[occidentalis sensu Itono] 

Spermothamnion Ar官schoug，1847ひびだま属

endophytica Okamuraかくれひびだま

Spyridia Harvey in Hooker， 1833うぶげぐさ属

elongata Okamuraながうぶげぐさ

[tenuis] 

filamentosa (Wulfen) Harveyうぶげぐさ

hypnoides (Bory) Papen釦ssとげうぶげ

[aculeaω] 

Tanakaella Itono， 1977はいきぬげ属

japonica Itono 

sericata (Segawa) Huisman et Gordon-MiIIsはいきぬげ
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[Corynospora sericata] 

[Neomonospora sericata] 

[Monosporus sericatus] 

TifJaniella Doty et Menez， 1960みるひびだま属

apiculata Itono 
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codicola (Yamada et Tanaka) Doty et Meflezみるひびだま

[争ermothamnioncodicola] 

suyehiroi (Okamura) Kanekoすえひろひびだま

[Spermothamnion suyehiroi] 

tamamiru (Segawa) Gordonたまみるひびだま

[Spermothamnion tamamiru] 

Tokidaea Yoshida， 1974べにはねも属

corticata (Tokida) Yoshidaべにはねも

[Antithamnion corticatum] 

Wrangelia C. Agardh， 1828らんげりあ属

tagoi (Okamura) Okamura et Segawaたごのり

tanegana Harveyらんげりあ

[argus sensu Okamura] 

[japonica] 

[tayloriana] 

Dasyaceae Kutzing 1843だじあ科

Dasya C. Agardh， 1824 nom. cons.だじあ属

collabens Hooker et Harvey 

minorNodaひめだじあ

* rigidula (Kutzing) Ardissone var. okiensis K吋imuraおきかた
だじあ(92)

scoparia Harvey ex J. Agardhもさだじあ

sessilis Yamadaえなしだじあ

villosa Harveyけぶかだじあ

Dasysiphoni・aLee et West， 1980ダジシフォニア属
okiensis K吋imuraおきだじしふおにあ

Dictyurus Bory in Belanger et Bory， 1834ベにあみごろも属

purpurascens Boryベにあみごろも

Heteros伊honiaMontagne， 1842 nom. cons.しまだじあ属

japonica Yendo v、そはぎ(74)
pulchra (Okamura) Falkenbergしまだじあ

Rhodoptilum (1. Agardh) Kylin， 1956だじもどき属

plumosum (Harvey et Bailey) Kylinだじもどき

Sinosiphonia Tseng et Zhang， 1983はなびいとも属

elegans Tseng et Zhangはなびいとも

Sympodothamnion Itono， 19977なんかいさえだ属

leptophyllum (Tanaka) 110noなんかいさえだ

Delesseriaceae Bory， 1828このはのり科

Acrosorium Zanardini ex Kutzing， 1869はいうすばのり属

flabellatum Yamadaゃれうすぱのり

[okamuraeとがりうすぱのり]

polyneurum Okamuraすじうすばのり

venulosum (Zanardini) Kylinかぎうすばのり
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[uncinatum] 

yendoi Yamadaはいうすばのり

Apoglossum J. Agardh， 1898ひだとりぎぬ属

minimum Yamadaひだとりぎぬ

Asterocolax J. et G. Feldmann， 1951アステロコラックス属

denticulatum (Tokida) J. et G. Feldmannぽりこりね

[Polycoryne denticulatum] 

Brαnchioglossum Kylin， 1924ひめむらさき属

nanum Inagakiひめむらさき

spiniferum Yoshida et Mikamiとげむらさき

Caloglossa J. Agardh， 1876 nom. cons.あやぎぬ属

。dhaerensKing et Puttockひろはあやぎぬ
[adnata] 

continua (Okamura) King et Puttockあやぎぬ

[leprieurii var. continua] 

leprieurii (Montagne) 1. Agardhせいようあやぎぬ(神谷，新

称) (75) 

[leprieurii var. hookeri] 

ogasawaraensis Okamuraほそあやぎぬ

[bombayensis] 

postiae Kamiya et Kingひめあやぎぬ(76)

* vieiardii (Kutzing) Setchellささばあやぎぬ(77)
Congregatocarpus Mikami， 1971このはのり属

pacificus (Yamada) Mikamiこのはのり

[Laingia pacifica] 

Cottoniella Borgesen， 1919とげこのはのり属

amamiensis Itonoとげこのはのり

Cryptopleura Kutzing， 1843 nom. cons.かくれすじ属

hayamensis Yamadaほそばのかくれすじ

membranacea Yamadaかくれすじ

Delesseria Lamouroux， 18日 nom.cons.ぬめはのり属

serrulata Harveyぬめはのり

[violacea] 

Erythroglossum 1. Agardh， 1898ひめうすべに属

latum Yoshida et Mikamiひろはうすべに

minimum Okamuraひめうすべに

pinnatum Okamuraたちうすべに

Hideophyllum A. Zinova， 1981あつばすじぎぬ属

yezoense (Yamada et Tokida) Zinovaあっばすじぎぬ

[Myriogramme yezoense] 

[Nitophyllum yezoense] 

砂menenaGreville， 1830うすばのりもどき属

tenuis Yamadaうすばのりもどき

fちpoglossumKutzing， 1843べにはのり属

barbatum Okamuraひげべにはのり

geminatum Okamuraべにはのり

minimum Yamadaひめべにはのり

nipponicum Yamadaほそながべにはのり

sagamianum Yamadaすじべにはのり

serratifolium Okamuraのこぎりばべにはのり

tortile Nodaよれべにはのり

Kurogia Y oshida， 1979し、かだこのは属

pulchra Yoshida v、かだこのは
Marionella Wagner， 1954はぶたえのり属

schmitziana (De Toni et Okamura) Yoshidaはぶたえのり

[Hemineura schmitziana] 

Martensia Hering， 1841 nom. cons.あやにしき属

australis Harveyみなみあやにしき

fragilis Harveyあやにしき

[ denticulata] 

Membranoptera Stackhouse， 1809ほそベにやばねぐさ属

spinulosa (Ruprecht) Kuntzeひめベにやばねぐさ

Myriogramme (1. Agardh) Kylin， 1924すじぎぬ属

ciliata Yamadaねだしすじぎぬ

polyneura Okamuraすじぎぬ

variegata Yamadaふいりぎぬ

Neoholmesia Mikami， 1972すずしろのり属

japonica (Okamura) Mikamiすずしろのり

[H olmes ia japonica] 

Neohypophyllum Wynne， 1983ながこのはのり属

middendoポi(Ruprecht) Wynneながこのはのり

[fかpophyllummiddendorfii] 

Neomartensia Yoshida巴tMikami， 1996えつきあやにしき属(78)

jlabelliformis (Harvey ex 1. Agardh) Yoshida et Mikamiえつき

あやにしき

[Martensia jlabelliformis] 

Nitophyllum Grevil1e， 1830 nom. cons.うすばのり属

stellato・corticatumOkamuraほしがたうすばのり

Phycodlア'sKutzing， 1843かしわばこのはのり属

radicosa (Okamura) Yamada et Inagakiひめこのはのり

riggii Gardnerかしわばこのはのり

ffimbriata sensu Ok創nura]

[rubens sensu Tokida] 

Platysiphonia Borgesen， 1931ひげうすば属

clevelandii (Farlow) Papenfussひげうすば

parva Silva et Clearyなんかいひげうすば

Polle.宅{eniaHarvey， 1844ぐんばいこのは属

japonica Yoshida et Mikamiぐんばいこのは

Polyneura (J. Agardh) Kylin， 1924 nom. cons.はすじぎぬ属

japonica (Yamada) Mikamiはすじぎぬ

[Nienburgia japonica] 

Schizoseris Kylin， 1924べにやはず属

subdichotomα(Segawa) Yamadaひめべにやはず

[minimaえぞひめべにやはず]

Sorella Hollenberg， 1943うすべに属

pulchra (Yamada) Yoshida et Mikamiくしのはうすべに

[Erythroglossum pulchrum] 

repens (Okamura) Hollenbergうすべに

[Erythroglossum repens] 

Sorellocol山 Yoshida et Mikami， 1996うすべにやどり属
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stellaris Yoshida et Mikamiうすべにやどり

Taenioma 1. Agardh， 1863ひめずた属

nanum (Kutzing) Papenfussなんかいひめずた

[macrourum] 

perpusillum (J. Agardh) J. Agardhひめずた

Tokidadendron Wynne， 1970らいのすけこのは属

kurilensis (Ruprecht) Perestenkoらいのすけこのは

[bullata] 

[Pseudophycodrys rainosukei] 

Vanvoorstia Harvey， 1854からごろも属

coccinea Harvey ex 1. Agardhからごろも

[spectabilis sensu Okamura] 

spectabilis Harveyひめからごろも

Yamadaphycus Mikami， 1973このはのりもどき属

carnosus Mikamiこのはのりもどき (29)

[Okamurina carnosa] 

Yoshidaphycus Mikami， 1992ひげむらさき属

ciliatus (Okamura) Mikamiひげむらさき (29)

[Branchioglossum ciliatum] 

Zellera Martens， 1866べにはうちわ属

tawallina Martensべにはうちわ

Rhodomelaceae Areschoug， 1847 nom. cons.ふじまつも科

Acanthophora Lamouroux， 1813とげのり属

aokii Okamuraひめとげのり

muscoides (Linnaeus) Boryことげのり

spicifera (Vahl) Borgesenとげのり

[orienωlis] 

Acrocystis Zanardini， 1872つくしほうずき属

nana Zanardiniつくしほうずき

Amansia Lamouroux 1809ひおどしぐさ属 (79)

japonica Holmesひおどしぐさ

[Melanamansiajaponica] 

mitsuii Segawaうすばひおどし

[Melanamans似 mitsuii]

寧 rhodantha(Harvey) J. Agardhきくひおどし (99)

[Amansia glomerata auct. japon.] 

scaljロ>ellataTanakaすじなしひおどし

[Melanamansia scalpellata] 

Ardissonula G. De Toni f.ひよくそう属

regularis (Okamura) G. De Toni王ひよくそう

[Isoptera regularis] 

Benzaitenia Yendo， 19日ぺんてんも属

yenoshimensis Yendoベんてんも

Bostrychia Montagne in Ramon de la Sagra， 1842 nom. cons.こけ

もどき属

flagell砕raPostふさこけもどき

moritziana (Sonder) J. Agar曲えだねこけもどき

pinnaωJ. Tanaka et Chiharaはねこけもどき

[calliptera sensu Itono] 

radicans (Montagne) Montagneひめこけもどき

simpliciuscula Harvey ex J. Agardhたにこけもどき

[andoi] 

[ hamana-tokidaeにせたにこけもどき]

[tenuis f. simpliciuscula] 

tenella (Lamouroux) 1. Agardhこけもどき

[binderiひがしこItもどき]

Chondria C. Agardh， 1817 nom. cons.ゃなぎのり属

armaω(Kutzing) Okamuraはなゃなぎ

crassicaulis Harveyゆな

dasyphylla (Woodw訂d)C. Agardhゃなぎのり

* econstricta Tani et Masudaなんかいやなぎのり(谷，新称)
(80) 

expansa Okamuraもさやなぎ

intertexta Silvaもつれゆな

[intricata Okamura] 

lancifolia Okamuraささばゃなぎのり (81) 

mageshimensis Tanaka et K. Nozawaしんかいゆな

polyrhiza Collins et Hervey 

repens Borgesenひめゃなぎのり

ryu紗uensisYamadaべにゃなぎのり

stolonifera Okamuraつるゃなぎのり

tenuissima (Withering) C. Agardhほそゃなぎのり

* xishaensis Zhang et Xiaさきしまゃなぎのり(谷，新称)(80) 
Dasyclonium J. Agardh， 1894くしのは属

flaccidum (Harvey) Kylinくしのは

[ocellatumくしのはもどき]

[Euzoniella flaccida] 

Digenea C. Agardh， 1822まくり属

simplex (Wulfen) C. Agardhまくり

Ditria Hollenberg， 1967しのぶぐさ属

zonaricola (Ok創nura)T. et M. Yoshidaしのぶぐさ

[Herpopteros zonaricola] 

Enantiocladia Falkenberg in Engler et Prantl， 1897あいそめぐさ

属

okamurae Yamadaあいそめぐさ

Enelittosiphonia Segi， 1949まきいとぐさ属

stimpsonii (Harvey) Kudo et Masudaまきし、とぐさ

[hakod匂tensis]

[Polys伊honiahakodatensis] 

[Polys伊honiaohmaensis] 

Exophyllum Weber-van Bosse， 1911あっばこうもりのり属

wentii Weber-van Bosseあっばこうもりのり

Herposiphonia Nageli， 1846ひめごけ属

caespitosa Tsengし、わひめごけ

fissidentoides (Holmes) Okamuraひめごけ

insidiosa (Greville) Falkenbergかぎひめごけ

* japonica Masuda et Shimadaかたほのひめごけ(増田，新称)
(82) 

parca Setchellくものすひめごけ
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[tenella auct. japon.] 

[terminalis] 

subdisticha Okamuraくろひめごけ

Janczewskia Solms-Laubach， 1877そぞまくら属

morimotoi Tokidaもりもとそぞまくら

[tokidaeときだそぞまくら]

Kintarosiphonia Uwai et Masuda， 1999けはねぐさ属

fibrillosa (Okamura) Uwai et Masudaけはねぐさ (83)

[Pterosiphonia fibrillosa] 

Laurencia Lamouroux， 1813 nom. cons.そぞ属 (84)

brongniartii J. Agardhそぞのはな

[grevilleana] 

capituliformis Yamadaまるそぞ

carolinensis Saitoかろりんそぞ

cartilaginea Yamadaかたそぞ

composita Yamadaきくそぞ

hamata Yamadaかぎそぞ

intermedia Yamadaくろそぞ

intricata Lamourouxもつれそぞ

japonensis Abe et Masudaにっぽんそぞ(85)

majuscula (Harvey) Lucasあかそぞ

[obtusa var. majuscula] 

mariannensis Yamadaふくれそぞ

nid，伊'caJ. Agardhみなみそぞ

nipponica Yamadaうらそぞ

[glandul砕rasensu Yamadaおおそぞ]

[yendoiきたそぞ]

okamurae Yamadaみつでそぞ

Uaponicaおもてそぞ]

omaezakiana Masudaえんしゅうそぞ

palisada Yamadaたかさごそぞ

papillosa (C. Agardh) Grevilleぱぴらそぞ

parvipapillata Tsengひらぱぴらそぞ

pinnaωYamadaはねそぞ

saitoi Perestenkoまぎれそぞ

[obtusa auct. japon.] 

surculigera Tseng v、わかがり
tropica Yamadaなんかいそぞ

閥均lataYamadaこぶそぞ

venusωYamadaひめそぞ

yamadana Howeしまそぞ

[amabilis] 

Lenormandiopsis Papenfuss， 1967すじなしぐさ属

lorenzii (Weber-van Bosse) Papenfussすじなしぐさ

[Aneuria lorenzii] 

Leveillea Decaisne， 1839じゃぱらのり属

jungermannioides (Maはenset Hering) Harveyじゃぱらのり

Lophoc/adia Schmitz， 1893よれみぐさ属

japonica Yamadaよれみぐさ

lallemandii (Montagne) Schmitz 

minima Itonoなんかいよれみぐさ

Lophosiphonia Falkenberg in Engler et Prantl， 1897はいいとぐ

さ属

hayashii Segawa Iまし、し、とぐさ

Murrayella Schmitz， 1893ながみぐさ属

peric/ados (C. Agardh) Schmitzながみぐさ

[squarrosa] 

Neorhodomela Masuda， 1982ふじまつも属

aculeata (Perestenko) Masudaふじまつも

[Rhodomela larix sensu Okamura] 

enomotoi Masuda et Kogameせとうちふじまつも (86)

munita (Perestenko) Masuda v、とふじまっ
[Rhodomela su!J.ルscasensu Okamura] 

oregona (Doty) Masudaあっけしふじまつも

Neosiphonia M.S. Kim et I.K. Lee， 1999ネオシフオニア属 (87)

decumbens (Segi) Kim et L切りぼんいとぐさ

[Polysiphonia decumbens] 

harlandii (Harvey) Kim et Leeたいわんいとぐさ

[Polys伊honiaharlandii] 

japonica (Harvey) Kim et Leeきぶりし、とぐさ

[Polysiphonia akkeshiensisあっけしし、とぐさ]

[Polysiphoniafibrillosa sensu Okamura] 

[Polys伊honiaflexella sensu Y endo ] 

[Polys伊honiagrateloupeoidesえちごひめいとぐさ]

[Polysiphoniaj，中 onica]

[Polys伊honiamollis] 

[PolysiJフhonianipponica Iこっぽんし、とぐさ]

[Polysiphonia novae-angliae sensu Segiながっぽし、とぐ

さ]

[Poi)仰 honiasavatieri sensu Okamura] 

[Polysiphonia siretolansisきたいとぐさ]

[Polysiphonia spinosa sensu Segiとげいとぐさ]

[Polysiphonia violacea sensu Yamada] 

notoensis (Segi) Kim et Leeのといとぐさ

[Polysiphonia cancellata sensu Yendo] 

[Polysiphonia notoensis] 

savatieri (Hariot) Kim et Leeひめいとぐさ

[Polysiphonia aggregata] 

sphaerocarpa (Borgesen) Kim et Leeひないとぐさ

[Polys伊honiapulvinata sensu Segi] 

tongatensis (Harvey ex Kutzing) Kim et Leeベにほっす

[Polysiphonia tongatensis] 

yendoi (Segi) Kim et Leeえんどういとぐさ

[Polysiphonia codiicola sensu Segi ばらし、とぐさ]

[Polysiphonia cystophyllicolaひふみいとぐさ]

[Polysiphoniafibrata sensu Yendo] 

[Polysiphonia latiovalisうすむらさきいとぐさ]

[Polysiphonia obsoletaほそし、とぐさ]

[Polysiphonia scopulorum sensu Segiおわりいとぐさ]

[Polysiphonia subtilissima sensu Segiきぬこまち]
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[Polysiphonia yendoi] 

Neurymenia J. Agardh， 1863いそぱしよう属

fraxinifolia (Mertens ex Tumer) J. Agardhいそばしよう

nigricans Tanaka et Itonoくろいそばしよう

Odonthalia Lyngbye， 1819 nom. cons.のこぎりひば属

annae Perestenkoありゅうしゃんのこぎりひぱ

[aleutica sensu Okamur吋

corymb砕ra(Gmelin) Grevi1leはけさきのこぎりひぱ

白wabataeMasudaしこたんのこぎりひぱ

macrocarpa Masudaおおのこぎりひば

yamadae Masudaあっけしのこぎりひぱ

[kamtschatica sensu Okamura] 

Placophora 1. Agardh， 1863はいこざね属

binderi (1. Agardh) 1. Agardhはいこざね

j中onicaTanakaかばいろうすぱ

Polysiphonia Grevi1le， 1823 nom. cons.し、とぐさ属

abscissa Hooker et Harveyさんぼうし、とぐさ

crassa Okamuraふといとぐさ

elongata (Hudson) Sprengel f. schuebelerii (Foslie) Rosenvinge 

ferulacea Suhr ex 1. Agardh ぼうし、とぐさ

flabellulata Harveyひめおおぎいとぐさ

fragilis Suringarくろし、とぐさ

[forcip仰 sensuSegi] 

howei Hollenbergょなくにいとぐさ

[yona帥niensis]

morrowii Harveyもろいとぐさ

[senticulosa sensu Segi] 

porrecωSegiながいとぐさ

richardsonii Hookerもつれいとぐさ

senticulosa Harveyしょうじようけのり

[urceolata auct. japon.] 

tapinocarpa Suringarけし、とぐさ

tokidae Segiうすいとぐさ

[sertularioides sensu Okamura] 

Pterosiphonia Falkenberg in Engler et Prantl， 1897はねぐさ属

bipinnaω(Postels et Ruprecht) Falkenberg v、とやなぎ
pinnulata (Kutzing) Maggs et Hommersandはねぐさ

fpennaωsensu Okamura] 

tanakae Uwai et Masudaせとうちはねぐさ (88)

Rhodolachne Wynne， 1970ロドラクネ属

radicosa Itono 

Rhodomela C. Agardh， 1822 nom. cons.せいようふじまつも属

かcopodioides(Linnaeus) C. Agardh f. teuissima (Ruprecht) 
Kjellmanみやびふじまつも

sachalinensis Masudaからふとふじまつも

[macracantha sensu Tokida] 

teres (Perestenko) Masudaほそばふじまつも

[gracilis Yamada et Tanaka] 

争irocladiaBorgesen， 1933ひげよれみぐさ属

loochooensis (Yendo) Yoshidaひげよれみぐさ

[Itヤightiellaloochooensisらいちえら]

Stictosiphonia Harvey in Hooker， 1845ふたまたこけもどき属

* i鳩山"icata(Bory) Silvaはまなこけもどき
[hookeri] 

[Bostrychia dichotoma] 

[Bostrychia mixta] 

kelanensis (Grunow ex Post) King et Puttockふたまたこけも

どき

[Bostrychia kelanensis] 

tangatensis (Post) King et Puttock 

[Bostηchiaωngatensis] 

砂mphyocladiaFalkenberg in Engler et Prantl， 1897こざねも属

latiuscula (Harvey) Yamada v 、そむらさき
[gracilis] 

linearis (Ok鉱山ra)Falkenbergほそこざね

marchantioides (Harvey) Falkenbergこざねも

pumi/a (Yendo) Uwai et Masudaひめこざね(89)

fpennata] 

[Pterosiphonia pumila] 

Tolypiocladia Schmitz in Engler et Prantl， 1897 v、とくずぐさ属
glomerulata (C. Agardh) Schmitzいとくずぐさ

[Roschera glomerulata] 

防daliaLamouroux ex 1. Agardh， 1863 nom. cons.かえりなみ属

obtusi/oba (Mertens ex C. Agardh) J. Ag釘dhかえりなみ

紅藻に闘するノート

(I)Kommann (1989)はこの種に対しSahlingiaという属を提案した。

(2)Gargiulo et al. (1998)は海産のものと淡水産のもので核型が違うとし.Muller et al. (2003)も海産個体群に B.ルscopurpurea
を認めるべきだとした。

(3)王crassaアッパベニタサ.f. ellipticaマ/レパベニタサ.f. lanceolataナガパベニタサが区別されている (Kawabata1936， Nagai 

1941)。

(4)f. lanceolataナガパベニアマノリが記載されている (Tanaka1952)。

(5)f. lat仲加ヒロハマルパアマノリが区別された (Tanaka1952)。

(6)f. kjellmaniiとvar.tamatsuensisオオパアサクサノリが知られている(岡村 1936.Miura 1984)。

(7)f. coreanaとf.nar削 laensisナラワスサピノリが知られている(岡村 1936.Miura 1984)。
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(8)属レベルの分類体系は Lee& Lee (1988)による。
(9)Schneider (1983)によると， epiphyticとされる A.seriataとendophyticとされる A.hypneaeは種のレベルで、分けるのに不充

分であるとして纏められた。

(10)異名は Pedroche& Avila Ortiz (1996)による。

(11 )異名は Huisman(2002)による。

(12) Huisman & Schils (2002)はlzziella属を再認識した。

(13)異名は Huisman(2002)による。

(14) f.βliformis，王intermedia，f. sororiaが区別されている(岡村 1936)。異名は 8abaet al. (1988)による。

(15) f. breviorが区別された (Yendo1905)。

(16) f.japonicaが記載されている (Foslie1901)。

(17)異名は Silvaet al. (1996)による。日本産のものについては検討の余地がある。

(18) Woelkerlingetal. (2002)はLeptophytum属を認めていない。

(19)馬場(2000)によって南西諸島から報告された。

(20) Lee & Kim (2003)が済州島から記載した種は西日本でも認められる。

(21) Shimada & Masuda (1999)が伊豆諸島から報告した。

(22) Shimada & Masuda (2000)により南西諸島から記録された。

(23) Shimada et al. (2000a)により甑島から記載された。

(24) var. conchicolαケスジハイテングサ， f. foliaceaヒロハハイテングサが区別された(岡村 1936)。

(25) Shimada et al. (2000a)が静岡県の標本に基づいて記載した。

(26) Shimada et al. (2000b)は Santelices(1999)が同種とした岡村(1936)の3種を皆独立の種であることを確認し，さらに P.

caerulescensアオオパクサ，P. caloglossoidesヒメオパクサが産することを報告した。

(27)四分胞子体はFalkenbergiarufolanosaである。

(28)四分胞子体は Trailliellaintricataである。

(29)ギリシャ語の・phykosに基づく -phycusは中性形として扱われてきた。国際植物命名規約 (2000)62条 2(c)によって植物

名としては男性形として使用することが決められた。

(30)王coriiformis，f. intricataが区別された(岡村 1936)。

(31) f. latusヒロハノコトジが区別された(岡村 1936)。

(32) f. flabellatusウチワツノマタが区別された (Mikami1965)。

(33) f. aequalisヤセツノマタ，王 crispoidesトチャカダマシ， f. parvusヒメツノマタが記載された (Mikami1965)。

(34)王ciliatus，f. flabellatusウチワヒラコトジ，王 longicornisハサミヒラコトジが記載された (Mikami1965， Tokida 1954)。

(35)王fimbriatusフサツノマタ， f. subdichotomusエダツノマタが区別された (Mikami1965)。

(36) Rhodoglossumjaponicum王divergensエダ‘ウチギンナンが記載されている (Mik削 i1965)0 Mazzaellaへの組み合わせは行わ

れていない。

(37) Rhodoglossum hemisphaericum f. oblongo・ovatumトカチギンナン (Mikami1965)はMazzaellaへ組み合わされてはいない。

(38) Wang et al. (2001)はGrateloupia属と Prionitis属のいくつかの穏を纏めた。

(39)これまで日本産のムカデノリは大西洋の G.filicinaと同じとされてきた。くわしい比較研究によって別種であることが

分かつた (Kawaguchiet al. 2001)。

(40) Wang et al. (2000)により YendoのG.catenataが種として認められた。

(41)ヒトツマツを Grateloupia属に移すに当って，divaricataの種小名がすでにあるので変更された。

(42) f.flabellataが区別された(岡村 1936)。

(43) Faye et al. (2004)はムカデノリの異名とされていた Holmesの種を独立させた。

(44) Kawaguchi et al. (2002)は助細胞 ampullaeの構造と分子系統の結果から Carpopeltis，Sinkoraenaも纏めるべきであるとし

た。

(45) Carpopeltis affinis王minutaが区別された(岡村 1936)0 POかopesへの組み合わせば行われていない。

(46) Kawaguchi et al. (2003)により高知県から記載された。

(47) Kawaguchi et al. (2004)により Yonagunia teuifoliaヨナグニソウをタイプとして新属が記載された。ほかに Y.formosanaを

含む。

(48) Yamagishi & Masuda (2000)はこれまで日本でH.cervicornisに当てられていたものを新種と認めた。

(49)王gracilisコサイダイバラが区別されている (Tanaka1941)。

(50) Harpers & Saunders (2002)はEuthoracrisωωが狭義の Callophyllisと単系統でなし、ことから Euthora属を独立した属とし
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て扱った。

(51) 1wamoto (1960)がサロマ湖から報告した P.dubyiはヨーロッパのものと異なるとした (Kato2003)。

(52)加藤・増田 (2001)が北海道から報告した。

(53) Kato & Masuda (2000)が北海道東部から記録した。

(54) Masuda & Kogame (1998b)が高知県の標本をタイプに記載した。本州太平洋岸南部から九州南部に産する。

(55)王uncinatumが区別された(岡村 1936)。

(56) var. elongataホソミアナグサが区別された (Tanaka1960)。

(57) f. exilisが記載されている (Yamamoto1995)。

(58)学名の綴りは eucheumatoidesとするのが正しい (Silvaet al目 1996)。

(59)寺田ら (2000)が南西諸島から報告した。
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(60) Terada & Yamamoto (2000)により記載された。これまで日本南部に分布する G.blodgettiiモサオゴノリと混同されてい

た。

(61) Saunders et al. (1999)はRhodymenialesにRhodymeniaceae，Champiaceae， Lomentariaceae， Faucheaceaeの4科を認めるべき

だとの提案を行った。

(62) Park & Lee (1998)はChampiabifidaが Ch.compressaの異名であるとした。検討しなければならない。

(63) Saunders et al. (1999)はアナダソレスを Rhodymeniaから分離して独立の属とした。

(64)異名とされているものの間で生殖的隔離があるという(李仁釜，私信)。

(65) Campylaephora crassa f. borealis NakamuraをSeoet al. (2003)は独立の種であると認めた。

(66) f. australis，王cymosa，f. elongataが区別されている (ltono1972， Nakamura 1950)。

(67) f. hamataが記載されている (Nakamura1950)。

(68) var. robustumが区別されている (ltono1977)。

(69) f. ambiguum，王abbreviatum，f. trichotomumが記載されている (Nakamura1950)。

(70) Norris (1993)によって Centrocerasとは別属とされた。

(71) var. crassaが記載されている(岡村 1936)。

(72) Perestenko (1994)により Antithamnionella属から分離された。

(73) Carpoblepharis schmitziana var. erectaが記載されているが，この属への組み合わせは行われていない。

(74) f. nipponica， f. pacificaが区別されている(岡村 1936)。

(75)仁 leprieuriiは南西諸島を北限とした分布が知られている。セイヨウアヤギヌと仮称している(神谷，私信)。

(76) Kamiya et al. (1999)によって記載された。

(77) Kamiya et al. (2003)はササパアヤギヌをC.vieiardiiと呼ぶべきであるとした。

(78) Lin et al. (2004)はこの属を認めていない。

(79) Norris (1995)が設立したMelanamansiaの独立性が疑われ(Womersley2003)， Masuda & Abe (2002)は臼本産の種はAmansia

rhodantha'こ当るとした。

(80) Tani & Masuda (2003)によって新種として記載された。 Chondriaxishaensisも同時に南西諸島から報告された。

(81) f. angusta， f. lataが区別された(岡村 1936)。

(82) Masuda & Shimada (2003)により愛知県の標本をもとに記載された。

(83) Uwai & Masuda (1 999a)により Pterosiphonia属とは異なるとして分離された。

(84) Laurencia属から Chondrophycus属を分離する提案がなされている。まだ分子系統的な情報が不十分であるので纏めて扱

フ。

(85) Abe & Masuda (1998)により記載された。

(86) Masuda & Kogame (1998a)により瀬戸内海から記載された。

(87) Kim & Lee (1999)により Polysiphoniaから分離された。

(88) Uwai & Masuda (1999c)により瀬戸内海から記載された。

(89) Uwai & Masuda (1999b)はこの種に対してより古い Yendoの種小名を用いるべきであると論じた。

(90) Huisman & Townsend (1993)はLinnaeusのdivaricataという名前を最も古いものと確認し， G. fasciculataもその異名とさ

れる。

(91 )王 linearis，主complanataが区別された

(92) K司imura(1998)により隠岐から記載された。

(93)加藤・増田・川井(2005)により南西諸島から報告された。 Katoet al. (2005)に詳しい情報がある。

(94) Huisman， Harper & Saunders (2004)はDichotomaria属を Galaxaura属から分離すべきであるとして，ヒラガラガラを含む
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基部を除いて同化糸が遊離しない皮層をつくる種をDichotomaria属に入れることを提唱し， Kurihara et a/. (2005)も同意

した。 Dichotomaria属をヒラガラガラ属と呼ぶことにする。

(95) Galaxaura属からヒラガラガラを移したので，属の和名をビロウドガラガラ属とした。

(96) Huisman， Harpar & Saunders (2004)はScinaiaフサノリ属を Scinaiaceaeとして Galaxauraceaeから独立させることを提案し

ている。

(97) Huisman， Abbott & Sherwood (2004)は分子系統学的結果と生殖構造の研究に基づいて，Stenopeltis属から Akalaphycus属

を分離し，この2属をLiagoraceaeに含めるべきであることを示した。

(98) Terada & Shimada (2005)はGraci/ariaarticu/ataを沖縄から報告し，近似穫との違いを明らかにした。

(99) Masuda & Abe (2002)はMe/anamansia属の独立性を認めず，日本のキクヒオドシはAmansiarhodanthaであるとした。

WomersleyもMelanamansiaを認めていない。

(100) Corallinalesサンゴモ目の科のレベルの議論は Harveyet a/. (2003)に従う。

(101)ナンプグサとマクサの差異については Shimada& Masuda (2003)の研究がある。

(102) Santelices (2004)はGelidiellaシマテングサ属に含められていた種のうち，生長様式と胞子嚢の配列が異なるものについ

てParviphycus属を記載した。またGelidiellapannosaをParv伊hycustenuissimaの異名として扱った。

(103) Athanasiadis et al. (2004)により LithothamnionaculeiルrumがMesophyllumcrassiuscu/umの異名であることが示された。
(104) Kim et al. (2004)は済州島から秒間rthrophytonchejuensisを記載し， Masaki (1968)のLithothamnioncystocarpideumはこ

の種の異名であるとした。

(105) Lee & Lee (1988)はこの属の独立性を認めず，Acrochaetium yamadae (Garbary) Lee et Leeを用いるべきであるとした。

(106)野沢 (1969)が報告したサケメイワゲショウ CruoriellafissurataはDenizot(1968)により Peyssonneliamaritiiの異名であ

るとされた。 Kato(2003)もCruoriella属を認めていない。

(107) Kato et al. (2005)により本州、卜四国から報告された。
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Acanthopeltis， 200 

Acanthophora，211 

Acetabularia， 185 

Acinetospora， 186 

Acrochaetium， 195， 196， 216 

Acrocystis， 211 

Acros伊honia，182 

Acrosorium， 209 

Acrothamnion， 207 

Acrothrix， 188 

Actinotrichia， 197 

Aeodes，202 

Agarum，191 

Aglaothamnion， 207 

Ahnfeltia， 204， 206 

Ahnfeltiopsis， 204 

Akalaphycus， 197，216 

Akkesiphycus， 191 

Alaria， 191 

Alatocladia， 198 

Amansia， 211， 215， 216 

Amphiroa， 198ラ199

Anadyomene， 181 

Analipus， 187 

Aneuria，212 

Anotrichium， 207 

...... 
f 

Antithamnion， 207， 208， 209 

名

Antithamnionella， 207， 208， 215 

Apoglossum，210 

Ardissonula，211 

Arthrothamnus， 191 

Asparagopsis，201 

Asperococcus， 190 

Asterocladon， 193， 194 

Asterocolax，210 

Asterocytis， 194 

Asteronema， 186， 193 

Audouinella， 195， 196， 214 

Avrainvillea， 183 

B 

Bachelotia， 187 

Balliella， 207 

Bangia， 195， 213 

Bangiopsis，194 

Baylesia， 202 

Beckerella， 200 

Benzaitenia， 211 

Bertholdia，201 

Besa，204 

Betaphycus， 205 

Binghamia，206 

Binghamiella， 206 

Blastophysa， 183 

Blidingia， 180 

Boergesenia， 182 

Bolbocoleon， 180 

Bonnemaisonia，201 

Boodlea， 182 

Boodleopsis， 183 

Bornetella， 185 

Bossiella， 198 

Bostrychia， 211， 213 

Botryocladia， 206 

Botη吐ella， 187 

Branchioglossum， 210， 211 

Bryopsis， 184， 186 

C 

Calliarthron， 198 

Callithamnion， 207 

Callophyllis， 203， 214 

Caloglossa， 210， 215 

Calosiphonia， 201 

Campylaephora， 207， 215 

Capsosiphon， 180 

Carpoblepharis， 209， 215 

Carpomitra， 191 

Carpopeltis， 202， 203， 214 

Castagnea， 189 
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Catenella， 201 Congregatocarpus，210 Dotyophycus， 196 
Caulacanthus， 201， 202 Constantinea，201 Dudresnaya， 201 
Caulerpa， 183， 186 Contarinia， 204 Dumontia， 201 
Caulerpella， 183 Corallina， 198 

Centroceras， 207， 208， 215 Corallophila， 208 E 

Ceramium， 207， 208 Corallopsis，206 

Ceratodictyon， 206 Corynospora， 209 Ecklonia， 191 
Chaetomorpha， 181， 185 Costaria， 191 Eckloniopsis， 191 

Chamaebotrys， 206 Cottoniella，210 Ectocarpus， 186， 187 

Chamaedoris， 182 Crouania， 208， 209 Eisenia， 191 

Champia， 206， 215 0・uoriella，204， 216 Elachista， 189， 194 
Chantransia， 196 Cruoriopsis， 204 Enantiocladia， 211 

Cheilosporum， 198， 199 Cryptarachne， 207 Endarachne， 190 

Chlanid，中hora，188 Cryptonemia， 202， 203 Endoplura， 187 

Chlanidote， 188 Cryptopleura， 210 Enelittosiphonia， 211 

Chlorochytrium， 180， 185 Cutleria， 191 Enteromorpha， 180， 181， 185 

Chlorodesmis， 183 Cylindrocarpus， 189 Entocladia， 180 

Chloropelta， 181， 185 Cymathaere， 191 Erythrocladia， 195 

Chnoospora， 190 Cymopolia， 185 Erythrocolon， 207 

Chondracanthus， 202 Cyrtymenia， 203 Eηrthroglossum，210 

Chondria， 211， 215 Cystophyllum， 192 Eηtル・ophyllum，203 

Chondrococcus， 204， 205 Cystoseir丸 192 Erythrotrichia， 195 

Chondrophycus，215 Ethelia， 205 

Chondrus， 202， 204 D Eucheuma， 205 

Chorda， 191 Eudesme， 188， 189 

Chordaria， 187， 188， 189， 192 Dasya， 209 Euptilota， 208 

Choreonema， 199 Dasycladus， 185 Euthora， 203， 214 

Chroodactylon， 194 Dasyclonium， 211 Euzoniella， 211 

Chrysymenia， 206， 207 Dasyphila， 208 Exophyllum， 211 

Cirrulicarpus， 203 Dasysiphonia， 209 Ezo， 198 

Cladophora， 181， 185 Delamarea， 190 

Cladophoropsis， 182， 193 Delesseria， 210 F 

Cladosiphon， 188 Delesseriopsis， 208 F alkenbergia， 214 

Clathromorphum， 199 Delisea， 201 Farlowia， 201 

Coccophora， 192 Derbesia， 184， 185 Fauchea， 206 

Codiolum， 180， 185 Dermatolithon， 199 Feldmannia， 186 

Codium，184 Dermonema， 196 Fosliella， 198， 199 

Coelarthrum， 206， 207 Desmarestia， 191 Fucus，192 

Coelocladia， 190 Dichotomaria， 197，215，216 

Coeloseira， 206 Dictyopteris， 188， 193 G 

Coelothrix， 207 Dictyosiphon， 190 

Coilodesme， 190 Dictyosphaeria， 183 Galaxaura， 197，215，216 

Colacodictyon， 194 Dictyota， 188 Ganonema， 197 

Colaconerna， 194， 196 Dictyurus， 209 Gastrocloniurn， 206 

Collinsiella， 180， 185 Digenea， 211 Gattya， 208 

Collinsiellopsis， 180， 185 Dilophus， 188 Gelidiella， 200， 216 

Colpornenia， 190 Dilsea，201 Gelidiocolax， 206 

Compsonema， 189 Diplura， 187 Gelidiopsis， 206 

Compsothamniella， 208 Distromium， 188 Gelidium， 200 

Congracilaria， 205 Ditria， 211 Geppella， 184 
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Gibsmithia， 201 Hideophyllum，210 Laminarionema， 187 

Gぽordia，186 Hildenbrandia， 201 Laurencia， 212， 215 

Gigartina， 202， 203， 204 Hincksia， 186 Leachiella，201 

Gloeophycus，202 Hizikia， 192， 194 Leathesia， 189 

GloiocIadia， 206 Holmesia，210 L吋oliseaラ208

Gloioderma， 206 Homoeostrichus， 188 Lenormandiopsis， 212 

Gloiopeltis， 202 Hormophysa， 192 Leptonematella， 189 

Gloiophloea， 197 Hyalosiphonia， 201 Leptophytum， 200， 214 

Gloiosiphonia， 202 Hydroclathrus， 190 Letterstedtia， 181 

Gobia， 187， 189 Hydrolithon， 198， 199 Leveillea， 212 

Gomontia， 180 Hymenena，210 Liagora， 196， 197， 198 

Goniolithon， 198， 199 Hypnea， 203， 214 Liagorophila， 196 

Goniotrichum， 194 Hypneocolax， 203 Liagoropsis， 196 

Gonodia， 189 Hypoglossum， 210 Lithophyllum， 198， 199 

Gononema， 187 fかpophyllum，210 Lithoporella， 199 

Gordoniella， 208 Lithothamnion， 199， 200， 216 

Gracilaria， 205， 215， 216 Litosiphon， 190 

Gracilariopsis， 205， 206 Lobophora， 188 

Grateloupia， 202， 203， 214 llea， 190 Lomentaria， 206 

Griffithsia， 207， 208 Intemoretia， 180 Lophocladia，212 

Gymnogongrus， 204 Iridaea， 202 Lophosiphonia， 212 

Gymnosorus， 188 Irtugovia， 208 

Gymnothamnion， 208 Ishige， 192 M 

Isoptera， 211 

H Izziella， 197， 214 Marginisporum， 199 

Marionella，210 

Halarachnion， 202 J Martensia， 210 

Halichrysis， 206 Mastocarpus， 204 

Halicoryne， 185 Janczewskia，212 Mastophora， 199 

Halicystis， 186 Jania，198 Masudaphycus， 201 

Halimeda， 183 Joculator， 199 Mazzaella， 202， 214 

Haloplegma， 208 Meiodiscus， 196 

Halopteris， 188 K Melanamansia， 211， 215， 216 

Halosaccion， 196 Melanosiphon， 190 

Halothrix， 189 Kallymenia， 203 Melobesia， 198， 200 

Halymenia， 202， 203， 205 Kappaphycus， 205 Membranoptera，210 

Halymeniopsis， 202 Kintarosiphonia， 212 Meristotheca， 205 

Hapalospongidion， 187， 193 Kintokiocolax， 203 Mesophyllum， 200， 216 

Hecatonema， 189 時ellmαnia，190 Mesospora， 187， 193 

Hedophyllum，191 Kjellmaniella， 191 Mesothamnion， 208 

HelminthocIadia， 197 Kornmannia， 180 Microcladia， 203， 208 

Hemineura， 210 Kurogia，210 Microdictyon， 181 

Herpochondria， 208 Kurogiella， 189 Microspongium， 189 

Herpopteros， 211 Kylinia， 196 Monospora， 207 

Herposiphonia， 211 Monosporus， 209 

Heterochordaria， 187 L Monostroma， 180， 181 

Heteroderma， 198， 199 Murrayella，212 

Heteroralfsia， 187 Laingia， 210 Myagropsis，192 

Heterosaundersella， 188 Laminaria， 191 Myelophycus， 190 

Heterosiphonia， 209 Laminariocolax， 186， 193 Myriactula， 189 
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Myrioclαdia， 189 Percursaria， 180 Psilothallia，208 

Myriogloea， 189 Petalonia， 190 Pterocladia， 200 

Myriogramme，210 Petrospongium， 189 PterocIadiella， 200， 214 

Myrionema， 189 Peyssonnelia， 204， 215， 216 Pterosiphonia， 212， 213， 215 

Phacelocarpus， 204 Pterothamnion， 208 

N Phaeophila， 180 Ptilocladia， 209 

Phycodrys，210 Ptilonia， 201 

Nemacystus， 189 Phyllodictyon， 182， 185 Ptilophora， 200 

Nemalion， 196， 198 Phyllymenia， 203 Ptilota， 208， 209 

Nemastoma， 204 Phymatolithon， 200 Ptilothamnion， 209 

Neodilsea， 201 Pikea，201 Pugetia， 203 

Neogoniolithon， 199 Pilayella， 187， 193 Punctaria， 190 

Neoholmesia， 210 Placophora， 213 Pylaiella， 193 

Neohypophyllum，210 刊atoma， 201， 205 

Neomartensia， 210 Platysiphonia，210 R 

Neomeris， 185 Platythamnion， 208， 209 

Neomonospora， 209 Pleonosporium， 208 Ralfsia， 187， 193 

Neopolyporolithon， 199 Pleuropterum， 191 Reinboldiella， 209 

Neoptilota， 208 Plocamium， 204 Rhipilia， 184 

Neorhodomela， 212 Plumaria， 208 Rhipiliopsis， 184 

Neosiphonia， 212 Plumariella， 208 RhizocIonium， 182 

Nereia， 191 Pneophyllum， 198， 199 Rhodella， 194 

NeurocarJフus，193 Pocockiella， 188 Rhodocallis， 209 

Neurocaulon， 202 Pogotrichum， 190 Rhodochorton， 195，196 

Neurymenia， 213 Pollexfenia， 210 Rhodochortonopsis， 196 

Nienburgia， 210 Polycoryne， 210 Rhododermis， 196 

Nitophyllum， 210 Polyneura，210 Rhodoglossum， 202， 214 

Polyopes， 203， 214 Rhodolachne， 213 。 Polysiphonia， 211， 212， 213， 215 Rhodomela， 212， 213 

Polytretus， 187 Rhodopeltis， 197，201 

Odonthalia， 213 Porolithon， 198， 199 Rhodophyllis， 197， 205 

Okamurina， 211 Porphyra， 195 Rhodophysema， 196 

Onikusa， 200 PO叩hyropsis，195 Rhodophysemopsis， 196 

Ostreobium， 184 Portieria， 204 Rhodoptilum， 209 

Prasiola， 181 Rhodosorus， 194 

P Predaea， 204 Rhodospora， 194 

Pringsheimiella， 180 Rhodymenia， 196，205，207，215 

Pachyarthron， 198 Prionitis， 202， 203， 214 Roschera， 213 

Pachydictyon， 188 Proselachista， 193 Rosenvingea， 190 

Pachymeniopsis， 202 Protectocarpus， 189 

Padina， 188，193 Protomonostroma， 180 S 

Palmaria， 196 Pseudobryopsis， 184， 186 

Palmophyllum， 180 Pseudochlorodesmis， 184 Sahlingia， 2 I3 

Papenfussiella， 189 Pseudochorda， 191 Sarcodia， 205 

Paragoniolithon， 199 Pseudogloiophloea， 197 Sargassum， 192 

Parviphycus， 200， 216 Pseudolithoderma， 187 Saundersella， 187， 189 

Parvocaulis， 185， 186 Pseudolithophyllum， 199 Sauvageaugloia， 189 

Patenocarpus， 196 Pseudophycodtア's，211 Scagelia， 209 

Pedobesia， 184 Pseudorhododiscus， 196 Schimmelmannia， 202 

Pelvetia， 192 Pseudulvella， 185 Schizoseris，210 
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Schizymenia， 205 Stylonema， 194 Ulothrix， 180 

Schmitzia， 201 Stypocaulon， 188 Ulva， 180， 181， 185 

Scinaia， 197，216 Stypopodium， 188 Ulvaria， 181 

Scytosiphon， 190， 194 Symphyocladia，213 Ulvella， 180， 185 

Sebdenia， 205 Sympodothamnion， 209 Umbraulva， 181 

Seirospora， 209 Synarthrophyton，200，216 Undaria， 191 

Serraticardia， 199 Syringoderma， 187 Urospora， 182 

Silvetia， 192 

Sinkoraena， 214 T V 

Sinosiphonia， 209 

Siphonocladus， 182 Taenioma，211 Valonia， 181， 182，183 

Solieria， 205 Tanakaella，209 Valoniopsis，181 

Sorella， 210 Tenarea， 199 Vanvoorstia， 211 

Sorellocolax，210 Tichocarpus， 205 Ventricaria， 183 

Sorocarpus， 187 Tiffaniella， 209 Vidalia， 213 

Sparlingia， 207 Tinocladia， 189 

Spatoglossum， 188 Titanoderma， 199 w 
Spermothamnion， 208， 209 Titanophora， 205 

Sphacelaria， 187 Tokidadendron， 211 Weberella， 206 

Sphaerotrichia， 189， 193 Tokidaea， 209 Willeella， 182， 185 

Spirocladia， 213 Tolypiocladia， 213 Wrangelia，209 

Spongites， 198， 199 Trachynema， 190 Wrighti・ella，213

Spongomorpha， 182， 185 Trailliella， 214 Wurdemannia， 201 

Spongonema， 187 Trematocarpus， 205 

Sporochnus， 191 Trichogloea， 198 Y 

Sporolithon， 200 Trichogloeopsis， 198 

Spyridia， 209 Trichosolen， 184， 186 Yamadaea， 199 

Stenogramma，204 Tricleocarpa， 197 Yamadaella， 196 

Stenopeltis， 197， 198， 216 Tsengia， 204 Yamadaphycus， 211 

Stictosiphonia，213 Turbinaria， 193 Yatabella， 200 

Stictyosiphon， 190 Turnerella， 205 Y onagunia， 203， 214 

Stilophora， 189 Tydemania， 184 Yoshidaphycus，211 

Streblonema， 187 Tylotus， 201 

Streptophyllopsis， 191 z 
Striaria， 190 U 

Struvea， 182， 185 Ze 11 era， 211 

Stschapovia， 190 Udotea， 184 Zonaria， 188 

平日 名

あ あけぼのもずく属， 198 あねやかたのり属， 203

あしっきいとげ属， 184 あまのり属， 195

あいそめぐさ属，211 アステロコラックス属， 210 あみじぐさ属， 188

あいぬわかめ属， 191 アステロネマ属， 186 あみはだ属， 205

あおさ属， 180，185 あっけしいしも属，200 あみは属， 182

あおもぐさ属， 182 あっばこうもりのり属，211 あみまゆだま属， 194

あかばぎんなんそう属，202 あっぱすじぎぬ属， 210 あみもよう属， 181 

あかば属， 201 あっばのり属， 205 あやぎぬ属， 210

アキネトスポラ属， 186 あなた、るす属，207 あやにしき属， 210

アクロカエティウム属， 195 あなめ属， 191 あらめ属， 191
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あわびも属， 180 うがのもく属， 192

あわみどり属， 183 うきおりそう属， 181 かいがらみどりいと属， 184

アンチタムニオネラ属，207 うしけのり属， 195 かいみどり属， 180

あんとくめ属， 191 うすがさね属， 185 かいめんしばり属， 196

うすばおおぎ属， 187 かいめんそう属，206
し、 うすばのりもどき属，210 かえりなみ属，213

うすばのり属，210 かえるでぐさ属，206

し、かだこのは属，210 うすべにやどり属，210 かぎけのり属，201

いぎす属，207 うすべに属，210 かぎしおみどろ属， 187

いしいぼ属， 199 うすむらさき属，208 かぎのり属，201

いしげ属， 192 うぶげぐさ属，209 かくれいと属，202

いしごろも属， 198 うみうちわ属， 188 かくれすじ属，210

いしっきごびあ属， 187 うみぞうめん属， 198 かごめのり属， 190

いしのはな属， 199 うみぼっす属， 191 かざしぐさ属，208

いしのみ属， 198 うるしぐさ属， 191 かさのり属， 185

いしみのもどき属， 199 ウルデ、マニア属，201 かさまつ属， 196

いしもずく属， 189 かじめ属， 191 

いしも属， 199 え かしらざき属， 188

いそうめもどき属，201 かしわばこのはのり属，210

いそがわら属， 187 えごのり属，207 かためんきりんさい属，205

いそきり属， 198 えぞいしげ属， 192 かたわベにひば属，208

いそぐるみ属， 189 えぞかしらざき属， 188 ガッティア属，208

いそしのぶ属，208 えぞしころ属， 198 かにのて属， 198

いそすぎな属， 185 えぞとさか属，203 かぶさあおのり属， 180

いそだんつう属，201 えぞなめし属，205 かやものり属， 190

いそのはな属，203 えぞふくろ属， 190 がらがらもどき属，201

いそばしよう属，213 えだうちいしも属，200 がらがら属， 197 

いそはなび属， 195 えつきあやにしき属，210 からごろも属，211

いそひげも属， 190 えっきひびろうど属，201 からふともずく属， 188

いそぶどう属， 187 えんじいしも属，200 からふとよつがさね属，209

いそまつ属，206 エントクラディア属， 180 カリタムニオン属，207

いそもつか属，201 かれきぐさ属，205

いたにぐさ属，206 お かわのり属， 181

いちめがさ属， 191 

いとぐさ属，213 おおあみは属， 182 き

いとくずぐさ属，213 おおきりんさい属，205

いとしのぶ属，208 おおしころ属， 199 きじのお属，204

いとしまてんぐさ属，200 オージュイネラ属， 195 きたいしも属， 199

いとひびだま属，209 おおばろにあ属， 183 きたいわひげ属， 190

いとふのり属，202 おきしのぶ属，208 きたしおみどろ属， 187

いぱらのり属，203 おきつのり属，204 きっこうぐさ属， 183

いぼのり属，204 おきつばら属，201 きぬいとぐさ属，207

いわずた属， 183 おきなわもずく属， 188 きぬげぐさ属，207

いわのかわ属，204 おごのり属，205 きりんさい属，205

いわひげ属， 190 おしょろぐさ属， 190 きんいろはんもん属， 187

インテルノレティア属， 180 おとひめもずく属，202 きんときやどり属，203

おにがわらいしも属， 199 きんとき属，203

フ おばくさ属，200

く

ういきょうも属， 190 台、
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くさのかき属，200 たまいただき属，201

くしのは属，211 しおぐさごろも属，204 たまつなぎ属， 194

くしばにせかれきぐさ属，201 しおぐさ属， 181， 185 だるす属， 196

くしべにひば属，209 しおみどろ属， 186 たんぼやり属， 182

くすだま属，208 じがみぐさ属， 188

くだねだしぐさ属， 182 しずくいしごろも属， 198 ち

くろがしら属， 187 シチャボピア属， 190

くろしおめ属， 191 しのぶぐさ属，211 ちゃぼきんとき属，202

くろはんもん属， 187 しまおおぎ属， 188 ちりぼたん属，206

くろひとえぐさ属， 181 しまだじあ属，209 ちりもみじ属，209

くろもずく属， 189 しまてんぐさ属，200，216

くろも属， 189 じゃぱらのり属，212 "J 

クロロキトリウム属， 180 じゅずも属， 181， 185 

ぐんばいこのは属，210 じよろもく属， 192 っかさのり属，203

しりおみどろ属， 182 つくしほうずき属，211

tす しわのかわ属， 189 つのまた属，202

しわひとえぐさ属， 180 っゅのいと属， 184

けこなはだ属， 197 じんようのり属，202 つるも属， 191

けはねぐさ属，212

けやり属， 191 す て

、，
すぎのり属，202 てんぐさもどき属，206」

すぎもく属， 192 てんぐさやどり属，206

こけもどき属，211 すじぎぬ属，210 てんぐさ属，200

こざねも属，213 すじこのり属，206

コディオルム属， 180 すじなしぐさ属，212 と

こなはだもどき属， 197 すじめ属， 191

こなはだ属， 197 すすかけべに属，202 とげこのはのり属，210

このはのりもどき属，211 すずかけも属， 184 とげのり属，211

このはのり属，210 すずしろのり属，210 とさかのり属，205

ごのめぐさ属，207 とさかもどき属，203

こぶいしも属， 198 せ とろろこんぶ属， 191

こぶのひげ属， 190

こもんぐさ属， 188 せいようはばのり属， 190 な
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出現密度の季節変化と増殖特性
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An unarmored dinoflageIlate Cochlodinium polykrikoides Margalef is one ofthe most harmful red tide organisms causing mぉsmo託alityof 

cultured fish in westem Japanese and southem Korean coastal waters. To understand an initial growth ofthis species， it is important to c1arifシthe

seasonal occu汀'enceeven in low tempera知reperiods. Seasonal occuπ'ence of C. polykrikoides was observed合umFebruary 2004 to March 2005 

in Usuka Bay， west Japan. The highest ceIl density was observed in September， and the water temperature and salinity were about 250C and 33.5 

psu，問spectively.From April2004 to March 2005， the motile ceIls ofC. poかかikoideswere observed at the temperature range of 12.3・27.60Cand 
salinity range of32.52・34.40psu. The growth response of C. polykrikoides isolated from Usuka Bay in 2003 was examined on two strains in 54 

different culture conditions oftemperature (l0-30oC)飢dsalinity (16・36psu) under an illumination of 80μmol m.2 S.1 with a photoperiod of 14 

h light and 10 h dark cycle. C. polykrikoides grew weIl at the temperature range of 1 7.5・300Cand salinity range of 16・36psu. The highest growth 

ra旬wasobtained in the combination of27 .50C and 28-32 psu with maximum growth rates (μm) ofO.60・0.64day-1 . These results explain that C 
polykrikoides forms red tides during warm seぉonsin high salinity condition and the motile populations have a potential ability of overwintering 

in UsukaBay 
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無殻渦鞭毛藻Cochlodiniumpolykrikoides Margalefによ

る赤潮は近年，九州をはじめとする西日本各地および韓国南

部沿岸域で頻発し，養殖魚類等を艶死させる漁業被害を与え

続けている(予 2001，独立行政法人水産総合研究センター

2002-2004)。また，フィリピン・ルソン島でも本種赤潮によ

る魚類の雛死が確認されるなど，本種赤潮は東南アジア沿岸

域において，多発化・広域化する傾向にある(松岡・岩滝

2004)。本種赤潮は数億から数十億円の莫大な漁業被害(養殖

• ，'oij ;U~ 
S胎・帯¥.
_ J 

・4初
~_ _， 
司嘱~..

， 

129030' E 

33024'N 

33021' N 

魚類の大量艶死)を伴うことが多く，水産業の振興上大きな

問題となっている(山砥ら 2005，九州漁業調整事務所 2001，

2003-2004)。本種赤潮による魚類艶死被害の防除・軽減を行

う上で，本種の生活様式，増殖特性，種間競合等を把握し，赤

潮の発生機構を解明することは早急に解決すべき今後の重要

な検討課題とされてきた(松岡・岩滝 2004)。

本種の赤潮発生機構を解明する上で，第一に重要なことは

年間生活様式の把握である。つまり，本種の高水温期におけ

129033' E 

Hirado Is. 

o 1 km 
・・・・・圃・

Fig. 1. Location ofthe sampling stations in Usuka Bay， west Kyushu， Japan. 
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れた海域によって差異があり得る (Watanabeet a1. 1982， 

山本・樽谷 1997)ので，原因種の基礎的増殖特性は海域ごと

に把握しておく必要がある。さらに，本種出現の直前後に，渦

鞭毛藻Kareniamikimotoiおよび珪藻類の出現が現場で観察

される場合がある(三重県水産技術開発センター 1987，山砥

ら 2003，金・本城 2005)ため，本種出現と植物プランクト

ン種聞の相互関係を把握する必要がある。本研究では，秋季

から冬季 (9-12月)に計5回本種赤潮が発生し，漁業被害

る大増殖が遊泳細胞と休眠シストのどちらに起因するのかを

明らかにすることが必要である。年間の生活様式に関しては，

これまで遊泳細胞の状態での越冬(山砥ら 2005，金・本城

2005) と休眠シストの形成 (Kimet a1. 2002，松岡・岩滝

2004)の可能性が指摘されているが，現状では研究情報がき

わめて少ない。また，本種の増殖特性については，数例の報

告がある(荒牧ら 1994，予 2001，山砥ら 2003，2005， Kim 

et a1. 2004)。しかし，赤潮種の増殖特性は培養株が分離さ

Table 1. Cell density of C. polykrikoides， water temperature and salinity at Station 5 in Usuka Bay on February 2004 and March 2005. 

Depth Cell density Water temperature Salinity 

(m) (cells L.') (oC) (psu) Date 

Feb. 2004 34.80 

34.80 

34.80 

12.8 

12.8 

12.9 

8

m

2

 

ω

2

5

 
34.00 

34.00 

34.00 

12.4 
12.3 

12.3 

0.1 

0.2 

0 

ω
2
5
 

Mar.2005 
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2004 to March in 2005. 

を2回出した薄香湾(長崎県総合水産試験場 1992-1993，

2004)を対象海域として，本種の出現・増殖機構の解明とい

う観点から，現場における本種，K. mi・kimotoiおよび珪藻類

の出現密度の推移を調べるとともに，同湾から分離した培養

株を用い，増殖に及ぼす水温，塩分の影響について室内実験

を行った。

材料と方法

出現密度の季節変化

現場調査は2004年3月から2005年3月までのほぼ1年間に

わたり，簿香湾内に設けた5定点 (Stn.1-5，平均水深24.4

m)で，毎月 1回の頻度でι polykrikoidesおよびK.
mikimotoi出現密度を調べた (Fig. 1)。採水は原則として，

各調査定点の0.5，2， 5， B-1 m (海底面上 1m)で行い，夏

季から秋季にかけての高水温期 (7-10月)には 10m層を

追加し，北原式採水器によって0.5-2 L採取した。採水時

に各層における水温と塩分を現場用多項目水質計Quanta

103 ，圏、

〕
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ω 
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(Hydrolab社製)により測定した。 C.polykrikoidesおよび

広 ml・kimotoi:細胞数は各層毎の試水をセルロースアセテート

フィルター(東洋ろ紙社製， φ8μm)によって常圧濃縮後(濃

縮率は約100-500倍)，全量を計数した。珪藻類は7-12月

の間，各調査定点の0.5，2， 5， B-1 m層で生海水(1mL) 

中の細胞数を計数した。 2004年2月と 2005年3月の低水温期

には，採水を2ー10Lに増量した調査を1定点 (Stn.5の0.5，

2，5 m層)で実施し，上記測定項目に加え，c.polykrikoides 
遊泳細胞の連鎖状態を観察した。 2004年3月には5定点

(Stn. 1-5)， 2004年4月一2005年3月にはStn.4において，月

1回の頻度で， KK式コアーサンプラーまたはエクマンパージ

型採泥器により採泥調査を行った。泥試料 (0-1 cm)は終

点希釈法(伊藤・今井 1987)により，C. polykrikoides休

眠シストの存在密度を測定した。

供試株と培地

実験に用いたC.polykrikoidesは2003年10月に分離した

薄香湾産2株(03U06，03U12)で，いずれもピペット洗浄法お

A N D s 。
Month 

Fig. 4. Changes of cell densities of diatoms i目白emean of 5 stations (Stn.ト5)in Usuka Bay合omJuly to December in 2004. 
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Fig. 5. Changes of cell densities of C. polykrikoides (A) and Karenia mikimotoi (8) in the mean of 5 stations 

(Stn. I・5)in Usuka Bay from July to October in 2004 

よび泳がせ法(今井 2000)によってバクテリアによる汚染

を最小限に抑えたクローン株である。供試株の保存および実

験培地にはESM(岡市ら 1982) を用いた。

増殖に及ぼす水混と塩分の影響

実験は水温を 10，12.5， 15， 17.5， 20， 22.5， 25， 27.5， 

300Cの9段階，塩分を 16，20， 24， 28， 32， 36 psuの6段階

とし，それらを組み合わせて計54通りに設定した。塩分は

1995年7月に五島列島西沖約60km (320 55. 5' N， 128' 
15. 5' E)で採取した表層水をGF/Cでろ過したものを基本海水

(塩分34.4psu)とし，これを超純水で希釈，あるいは500C

の恒温器を用いた加温濃縮によって調整した。実験は試験管

(ゆ 15x 150 mm)に培地を 5mL入れ，オートクレーブ滅菌
後(120oC， 20 min)に，対数増殖期後期まで前培養した本

株を 100cells mL-1の密度になるように実験培地へ接種し，

3本立て，パッチ培養法で，光強度80同101m-2 S-I， 14時間

明10時間暗の明暗サイクルの条件下で行った。なお，前培養

条件は水温17.50C(低温度実験区へ移行)および22.50C(高

温度実験区へ移行)とし，塩分は28psuとした。培養温度

は1日に l一2.50Cずつ上昇あるいは下降させ， 0-2日固ま

。

での3日間で各実験温度へ移行した。細胞数は実験開始後， 2 

日おきに培養液の一部を採取して界線入りスライドグラスを

用いて直接計数し，片対数グラフにプロットし，その直線部

分である対数増殖期について最小二乗法により比増殖速度

(μ; day-1)を求めた。また，定常期の最高細胞密度から初期

細胞密度を差し引いた値を最終細胞収量 (cellsmL-1) とし

た。

s A J 

8-1 

結果

出現密度の季節変化

薄香湾における水温，塩分およびC.polykrikoides細胞密

度(全定点平均値)の季節変化をFig. 2に示す。本種の出現

は2004年4月から2005年2月までに継続して確認され，細胞

密度は2-320 X 103 cells L-1の範囲で、あった。本種出現時

の水温・塩分範囲は 13.5 -27. 60Cと塩分32.83 -34. 42 psu 

で、あった。細胞密度の最高値が観察されたのは9月 (Stn.4， 

2 m層)であり，水温24.90C，塩分33.45psuで、あった。 2004
年3月， 2005年の3月上旬には本種は確認できなかった。今

回の本種出現密度調査の結果から，本種の出現がみられた場
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12.3-12. 9
0
Cと塩分 34.00 - 34. 80 psuであった。本種遊泳

細胞は2004年2月には単細胞および2，3， 4連鎖， 2005年3

月中旬には単細胞および2連鎖の状態で確認された。終点希

釈法による底泥からの休眠シス 卜の発芽は全ての試iqで確認
されなかった。同湾における珪藻類細胞密度(全定点平均値)

の推移 (7- 12月)を Fig.4に示す。7-8月には 158-523 

c巴l1smL-1でi'!t移していたが， 9月は 44- 77 ce11s mL-1に

減少，10月は 529-860 ce11s mL-1に増加，11月には 32-

合の現場の水混，塩分値と細胞密度との関係を集約し Fig.

3に示す。現場で本種の出現が 100，000cells L-I 出現した

時の水混 ・塩分条件は 24.9 -25. 3
0

Cと塩分は 33.45psuで

あった。2004年2月と2005年3月中旬の低水混期における本

種の細胞密度と出現時の水温・塩分条件をTable1に示した。

木種の出現は低水tJ'ill.期には通常の1L 程度の採水量ではみら

れないが，10 L程度の採水を行うことで0.1- 10 cells L-1 

と低密度ながら確認された。本種出現時の7J<./足・塩分範囲は
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50 cells mL-Iと再び減少， 12月には66-104 cells mL-lと

やや増加した。 9月から 12月にかけては増減を繰り返す傾向

があった。同湾におけるC.polykrikoidesと五 mikimotoi

の細胞密度の全定点平均値の推移 (7一10月)をFig. 5に

示す。 f(. mikimotoi遊泳細胞の出現がみられたのは7，8， 10 

月であった。κmikimotoi遊泳細胞が最も多く出現したのは
7月であり， 5 -10 mに高密度に分布し，最高細胞密度は10

m 層で、11.1 X 103 cells L-1で、あった。 8月の最高出現密度は

265 cells L-lと減少した。 9月には出現は認められず， 10月

に再び出現が観察されたが，最高細胞密度は10cells L-Iで

あった。この期間中でC.polykrikoidesの遊泳細胞が最も多

く出現したのは9月(最高出現密度 320X 103 cells L-I)で，

10 m以浅では 100cells L一l以上みられ， 5 m層以浅では

10，000 cells L-I以上の高密度で分布していた。その前後の

7， 8， 10月の出現(最高出現密度 60-5. 14 X 103 cells L一1)

は比較的少なかった。

増殖に及ぼす水温と塩分の影響

C. polykrikoides 2株の水温と塩分との組み合わせにおけ

る最終細胞収量をFig. 6，比増殖速度をFig. 7に示す。 10

OCでは2株ともすべての塩分で増殖はみられなかった。 12.5 

℃では03U06株が塩分32，03U12株が塩分24-36 psuで増

殖が認められ，最終細胞収量は 17-36cells mL-I，比増殖

速度は0.08一O.10 day-1で、あった。 15-300Cでは2株とも

全ての塩分で増殖が認められ，最終細胞収量はO.108 X 103 

-3. 47 X 103 cells mL一l，比増殖速度は0.06一0.63day-l 

であった。 2株の最大比増殖速度は0.60一0.64day-1であ

り，その時の水温・塩分の組み合わせはそれぞれ， 03U06株

が27.50Cと塩分32psu， 03U12株が 27.50Cと塩分28psuで

あった (Fig. 7)。

考察

C. polykrikoidesの出現は薄香湾において， Fig. 2に示し

たように2004年2月から 2005年3月の 14カ月間ほぼ周年に

わたって継続的に確認 (0.1-320 X 103 cells L-l)され，高

水温期に多く，低水温期に少ない傾向にあった。出現が確認

されなかったのは2004年3月と 2005年3月上旬の2回のみで

あったが，その前後の2004年2月と 2005年3月中旬には，採

水量を多くすることで，低細胞密度 (0.1-10cells L-I)で

の出現が観察された。これらのことから，出現がみられなかっ

た調査時にも本種は非常に低密度で存在していた可能性が考

えられる。本種出現時の最低水温は 12.30Cであり，長崎県県

北水産普及指導センターが薄香湾汐ノ浦地先で，概ね毎月 3

回実施している水温調査(1987-2000年)の表層水温の最低

値である 12.0"Cにほぼ近い値であった。したがって，薄香湾

で、は本種は周年にわたって，遊泳細胞の状態で存在できるも

のと考えられる。冬季における本種遊泳細胞は他海域におい

ても観察されている(宮村・田村 2003，金・本城 2005) こ

とから，冬季水温が 120C以上で推移する海域では遊泳細胞の

状態で越冬可能であると指摘できる。薄香湾では，冬季の最

低水温期(水温12.3 -12. 90c)における本種遊泳細胞の出現

様式は単細胞， 2， 3， 4連鎖の状態で観察された。他の海域で

本種が冬季に確認、された時の遊泳細胞は単細胞の状態で観察

されている(金・本城 2005)。このように本種は低密度出現

時には単細胞で観察されることがあり，本種単細胞には他の

形態的類似種の存在が知られている(松岡・小田 2005)こと

から，今後は赤潮発生予察の観点からも，本種の単細胞の形

態的特徴を明確に把握しておく必要がある。

C. polykrikoidesは， Fig. 2， 4からみて，珪藻類の細胞

密度が低い時期に多く，逆に珪藻類が多い時には少ない出現

にとどまった。また， C. polykrikoidesとκmiki・motoiの
関係をみると，両者聞には種の交替現象がみられた。つまり，

C. polykrikoidesはκ mikimotoiの細胞密度が高い7月に
は少なかったが， κmikimotoiの細胞密度が低下した8月に
は増加しはじめ，広 mikimotoiが出現しなかった9月には急

増した。その後， C. polykrikoidesが激減した 10月になる

とκ mikimotoiが少量で再び出現した。このような C.
polykrikoidesとκmikimotoiの交替(三重県水産技術開発
センター 1987，山砥ら 2003)や C.polykrikoidesと珪藻

類およびκmiki・'motoi(金・本城 2005)の種間交替現象は
他の海域でも観察されていることから，これらの聞には増殖

の競合関係があることが示唆された。さらに，今回の調査結

果から，昼間 C.polykrikoidesは5m以浅， κmikimotoi
は5-10m層に高密度に分布することが明らかとなった。こ

れらのことは，現場調査と培養実験の結果から， C. 

polykrikoidesは5.9m以浅で赤潮を形成する増殖能を有す

ると推測されている(山砥ら 2005) こと， κml・kimotoiの
分布の中心は大村湾では 10m層にあること(飯塚・入江

1969) とよく一致した。

今回のFig. 6， 7に示した室内実験結果に基づくと，C. 

polykrikoidesは低水温 (12.50C)での増殖が可能で、あった。

これまで調べられてきた他海域産株で、は低水温 (10-12.5 

OC)で増殖し，遊泳細胞の状態で越冬出来る可能性が示唆さ

れており(山砥ら 2005)，同様の低温耐性をもっ薄香湾個体

群はやはり遊泳細胞での越冬が可能と考えられる。 C.

polykrikoidesが現場で赤潮と視認される細胞密度はおよそ

500 cells mL-1以上である(山砥ら 2005)。本実験株2株は

17.5-300C，塩分16-36 psuの範囲で共通して細胞最終収

量が867cells mL-l以上で、あったことから， 170C程度の水温

でも赤潮を形成する増殖能を有していると考えられる。この

ことは，薄香湾で12月に赤潮を形成した時の水温・塩分条件

が16.6一18.50C，塩分34.11 -35. 92 psuで、あった(長崎県

1992， 1993)ことと一致する。他の海域でも大分県猪ノ串湾

では約170Cで本種赤潮が観察されている(宮村・田村 2003)。

また，高知県野見湾で本種赤潮が発生し(独立行政法人水産

総合研究センター2004)，その時の水温は17ー 19"Cで、あった

との情報を高知県水産試験場の担当者から得ている(私信)。

本実験株2株は12.5-30oC，塩分16-36 psuの範囲では，

比増殖速度が増殖最適温度 (27.50C)および塩分(28-32 

psu)に向かつて緩やかに上昇する共通の増殖応答を示した。

本種の水温・塩分に関する最適増殖条件については，古江湾
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産株が25"Cと塩分34psu (Kim et a1. 2004)，韓国産株が

22一25"Cと塩分35psu付近(予2001)，伊万里湾産株が27.5

℃と塩分32psu (山砥ら 2003) ，対馬浅茅湾，上五島奈摩

湾および育方湾産株が27.5"Cと塩分28-32 psuとの結果が

報告されている(山砥ら 2005)。最適塩分範囲は本実験株と

ほぼ閉じであるが，最適増殖を与える水温に関しては報告結

果に差がみられ，本株は若干高水温を好むと判断された。八

代海での赤潮現場調査の結果では，本種赤潮は表層水温27-

28"Cで発生しており(荒牧ら 1994)，今回得られた培養実験

の最適温度とほぼ一致していた。

以上のことから C.po1ykrikoidesは冬季水温が 12"C以上

で推移する薄香湾において，遊泳細胞の状態で越冬し，冬季

(17"C程度)でも赤潮を形成する増殖能を有し，高水温 (25-

27.5"C程度)，高塩分 (28-32 psu)条件では短期間に高密

度に増殖する可能性が高いと判断された。今後は，本種の越

冬遊泳細胞が次の高水温期における赤潮の seedpopulation 

となっていることを証明するため，遺伝学的方法による裏付

けが望まれる。また，本種とその類似種の単細胞状態での形

態的特徴の把握が必要となる。
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陸奥湾におけるウミヒルモの生育記録

桐原慎二l・藤田大介2・能登谷正浩2

1039-3381青森県東津軽郡平内町茂浦月泊 10青森県水産総合研究センター培養殖研究所

2 108-8477東京都港区港南4-5-7東京海洋大学海洋科学部応用藻類学)

Shi吋iKiriharal， Daisuke Fujita2 and Mぉ伽oNotoya2: Re∞rds ofseagr蹴 Halophilaovalis in Mutsu Bay， Aomori Prefecture， Jap加.Jpn.J. 
Phycol. (Sorui) 53: 237・239，Nov. 10，2005 

Aw釘m-waterseagrass， Hydrocharitaceae， Halophila ovalis (R. Brown) Hook f. was recorded offYomogita (410 l' N， 140040' E) in Mutsu 

Bay， Aomori Prefecture， locating at the northernmost ofHonshu Island in December 1999. The seagrass wぉfoundon soft bottoms with some 

echinoderms at depths of9.7m， 10.3 m and 15.5 m， 1.2・1.4kmo耐 lore.The standing crops were 92.8grポ，6.4grポ，25.6gm-2 and in wet weight， 

respectively. In the vicinity ofYomogita， the lowest and highest wa附 temperatureswere 7.6土I.2OC(4.5・9.rC)in March and 22.9土I.3OC(20.9 

・25.00C)in September， respectively. It was reported that H. ovalis grew at several sites ofNoto peninsula， Toy創naBay and Sado Island on由E

coぉtof Japan Sea， affected by Tsushima Warm Current. The present問cordis from the highest latitude in northern hemisphere not only for the 

species but also for the genus in the world， extending to 30 no同h合omSado Island 

Key index words: Halophila ovalis， Mutsu Bの'.new record. seagrass 

I Aomori Prefectural Fisheries Research Center， Aquaculture Institute， 039・3381Hiranai， Aomori， Japan 

2 Tokyo University ofMarine Science and Technology， 108-8477 Minato-ku， Tokyo， Japan 

トチカガミ科のウミヒルモ晶]ophi]aova]is (R. Brown) 

Hook f.は常緑の多年生海草で，日本やオーストラリアを含

む西太平洋および東インド洋の熱帯から温帯にかけての温暖

な海域に分布する(正宗1964，Kuo・相生1997)。ウミヒルモ

は日本国内では環境庁 (2000)のレッドデータブックで存続

基盤が脆弱な準絶滅危倶種に指定されている。ウミヒルモの

分布については， Miki (1934)が本邦では初めて，太平洋岸

の房総半島館山，日本海沿岸の能登半島までの分布を認め，

後者を北限とした。また，正宗(1964)は，能登半島七尾湾，

字出津，九十九湾に分布を認め， Miki (1934)と同様に能登地

域を産地の北限とした。能登半島沿岸では，ウミヒルモは内

浦(富山湾)側に普通に観察されており(佐野ら 1978，筒井・

佐野 1996)，それに連なる富山湾でも，魚津市(藤田・高山

1999) ，氷見市および高岡市(藤田 2001)の各沿岸で見つかっ

ている。ただし， Honma & Kitami (1978)や北見(1986)は
佐渡島から採集しており，前者は真野湾，後者はこれに加え

て小木港内，羽茂川河口，相川町春日崎のドロの澗(七浦海

岸)などを産地として挙げている。したがって，これまで日

本海側では佐渡島(北緯約380 )が分布の北限と考えられて

いた(北見1986，藤田・高山 1999)。しかし，今回著者らは，

それより緯度で30 北にある本州北端の青森県陸奥湾でウミ

ヒルモ群落を観察することができたので，その生育状況を報

告する。

ウミヒルモは，1999年12月18日に陸奥湾沿岸蓬田村沖合

1. 2-1. 6kmの範囲の水深 10.3m (Fig. 1のa地点)， 15.5 m 

(同b地点、)， 9.7 m (同c地点)の3地点から採取された。い

ずれも，恨と茎は底質中に埋没し，葉部のみが海底から直立

しており (Fig. 2)，花，果実および種子は得られなかった。

JA.向 J・ヘ Kanita 
v 、、.
、-
Mutsu Bay 

a • 
.b 

c • 



238 陸奥湾におけるウミヒノレモの生育記録

Table 1. Standing crops of Halophila 0ν日Iis，biomass ofbenthos and property ofsediments at three sampling siles offYomogila 

on the coast ofMlItsll Bay. Dala were collected合omlIsing qlladrales of 50 x 50 cm* and 1 x 1 m** 

Salllpling sites a 

Latitllde 410 1.25' N 

Longitllde 140039.93' W 

Depth (Ill) 10J 

Standing crops of H ovalis* (glll.2) 6.4 

Biolllass of benthos料 (gm.2)

Echinoderlllata 

Astropecten scoparius 

Asterina pectinifera 31.4 

Distolasterias nipon 

Aphelasterias japonica 

S/rongylocentrotus nudus 44.5 

Stichopus japonicus 

Thickness ofsedilllent layer (Clll) 21 

Category in grain size (%) 

Silt (く0.063111111) 0.4 

Very行nesand (0.063・0.125mm) 2.7 

Fine sand (0.125・0.25Illm) 17.7 

Medium sand (0.25 -0.50 mm) 21.2 

Coarse sand (0.50 -1.0 1ll111) 29.0 

Very coarse sand (1.0 -2.0 mm) 15.9 

Granllle (2.0 ml11く) 12.5 

Median particle diameter (mm) 0.60 

lgnition loss(%) 1.9 

上記a-c地点で、50cm四方の枠を用いて求めた現存量(湿重量)

は各々 6.4gm-2， 25. 6gm-2， 92. 8gm-2と計算された (Table1)。

各調査地5m匹]方の観察範囲では，他の海藻，海草は目視

されなかったが，底楼動物 として ， トゲモミジガイ

Ast1"opecten scopa1"ius Muller et Tro¥Vchell，イトマキヒ

トデ!lsterinapectinife1"，百 (Mulleret Tro¥Vchell)，ニッポ

ンヒトデDistolastθ'1"iasnipon (Doderdlein)，エゾヒトデ

バphelasterias japonica (Bell)，キタムラサキウニ

StrongylocentTotus nudus (A. Agassiz)，マナマコ

Stichopus japonicus Selenka計6種の紘皮動物が認められ

た。紛i皮動物は，a-cの各地点それぞれ2m2について採取し，

現存量(湿重量)を求めた結果，各々 75.9gm-2，345.4gm-2， 

b c 

410 l.02'N 4100.51' N 

140040.17' W 140040.04' W 

15.5 9.7 

25.6 92.8 

0.3 16.7 

30.4 18.5 

17.0 

0.7 

345.4 

23 45 

0.4 0.4 

0.5 2.6 

12.9 30.5 

38.6 35.7 

32.3 18.3 

12.0 8.2 

1.6 3.5 

0.46 0.34 

1.8 2.0 

35. 2gm-2であった。しかし，これらの赫皮動物によるウ ミヒ

ノレモ草体の摂食や摂食痕は認められなかった。

底質についてみると，各地点ではいずれも砂層が卓越して

いた。直径lcmの鉄筋を穿盤して砂層の厚さを測定した結果，

21cmから 45cmの範囲にあった。また，各地点から底質を 50

g採取し，乾式簡を用いて粒度組成を求めた結果，日地点で

は粗砂(粒径0.5-1mm)が29.0%で卓越し，次いで中砂(同

O. 25-0. 5mm)が21.2%であった。b地点では粗砂32.3%に対

して中砂が36.8%で，中砂が卓越していた。c地点では中砂

が35.7%を占め，次いで細砂(粒筏O.125-0. 25mm)が30.5%

であった。以上の結果から a-c地点の中央粒径値は各々

O. 60mm， O. 46mm， O. 34mmで、あった。先に示した各地点のウミ

ヒノレモの現存量と比べると，砂の粒径が小さな地点で高い傾

向がうかがわれた。なお， 1l00C， 13時間加熱して水分を除

いた5gの底質をマッフル炉内で600
0
C，2時間加熱し，前後

の重量差から強熱減量を測定したところ，各地点とも 1.8-

2.0%の範囲にあって顕著な差異は認められなかった。これま

での報告では，佐野ら (1978)が能登半島の岩城湾におけるウ

ミヒノレモ生育地の底質を調べており ，そこでも細砂が主体で

あることを報じている。

今回， 蓬団地先では水温観測lデータを得ていないが，本観

察地点から 14km北方(陸奥湾湾口寄り)に位置する平舘地先

(水深47111地点)で， 1975年から 2003年まで、青森県水産総合

Fig. 2. Habitat of陥 lophilaovalis growi略 onsandy bottom at a depth of 研究センター増養殖研究所が毎時水深15m層でフ'J'(温を測定し

10.3 m offYomogita on th巴coastofMlItsll Bay ている(青森県水産総合研究センター 2004)ので，Fig. 3 
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Fig. 3. Seasonal changes ofmaximum， minimum and mean wa胞rtemperaωres

monitored at a depth of 15 m offTairadate 0目白ecoast ofMutsu Bay. Values 

are averaged during the periods合om1975 to 2003. Vertical bars indicate 

standard deviations. 

にその半旬平均水温の季節変化を示した。これによると，半

旬平均水温の最低値はおおむね3月第5半旬が4.5-9. 2"Cの範

囲(平均7.6"C，標準偏差1.18"C)で，最高値は9月第1半

旬が20.9-25. 0"C (平均22.9"C，標準偏差1.25"C)であった。

ウミヒルモの分布と生育海域の水温についてMiki(1934)や

野沢 (1981)は最低水温期の2月に海表面水温が10-15"Cの地

域が分布の北限になると考え，正宗 (1964)は九十九湾で測

定された水温の最低値から 7"Cを生育限界の目安に考えてい

る。しかし，今回の水温データからは，それよりはるかに低

い温度でも生育できるものと推察される。

生育水深帯について田中ら (1962)や野沢(1981)は，熱

帯域では干潮面の一番高い所，温帯域では干潮面からに干潮

線下1-3m'こ生育するとしている。これに対して，能登半島沿

岸では水深2m付近で最もよく生育しているが水深15mまで

認められ(佐野ら 1978)，富山湾の魚津地先では水深3mな

いし10m付近(藤田・高山 1999)，氷見市では浅所から水深

20m以深の範囲で見つかっている(藤田 2001，藤田・小善

2002)。以上の報告や本報告から，ウミヒルモは北方海域では

熱帯域と比べて深所に生育する傾向が認められる。

著者らの知る限りでは，これまでに陸奥湾に生育するウミ

ヒルモの記録や標本は残されていない。また，著者らは，本

観察とほぼ同じ頃(1999年10月4日一2000年2月29日)，陸

奥湾全沿岸に500m間隔で調査線を設けて線上の3水深 (2.5

m，5mおよび10m)の合計1，148地点で海草現存量を調べ，

同時に，蓬田村，川内町及び野辺地町の3町村の地先で水深

15mの32地点について同様の調査を行ったが，本報告の3地

点以外には観察されなかった。このため，ウミヒルモは陸奥

湾でも極限られた沿岸に生育しているものと考えられる。

蓬団地先の漁業者によれば，ホタテガイやナマコの桁曳き

操業によってウミヒルモがよく混獲されるとし、う。また，ホ

タテガイ資源量調査(田中ら 1984)で1982年9月17日に同

地先の水深10-12m地点を潜水したダイパーによれば，広範

なウミヒルモ群落を観察したとし、う。これらの情報から推察

すると，蓬田地先では少なくとも20年ほど前からウミヒルモ

の群落が維持されてきた可能性がある。これまでの観察や聴

き取り調査からは，蓬田地先にウミヒルモ群落が形成された

過程や理由は明らかではない。しかし，蓬田地先は陸奥湾の

なかでも，湾口(平舘海峡)から流入する津軽暖流の南下の

ため，比較的温暖で(大谷・寺尾 1974)，本種の生育条件に

合った海域と思われる。

藤田・高山 (1999)は，魚津市沿岸のウミヒルモが富山湾

西部から流れ藻として漂着，繁殖したと考えている。蓬田地

先のウミヒルモも同様に流れ藻由来とすれば，対馬暖流が影

響する佐渡島と陸奥湾の聞の日本海から津軽海峡に至る沿岸

に繁殖している可能性も考えられる。
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寺脇利信 1・新井章吾2: 20.北海道厚岸郡浜中町地先の

チェーン曳き事業地

はじめに

本シリーズでは，北海道の道東部・厚岸地方の地先に関

し， 4カ所の藻場の景観模式図を紹介した。まず，厚岸郡浜

中町散布(ちりつぶ)地先の多年生ホンダワラ類が優占する

岩面において，水中ブルドーザーによる磯掃除(岩面の制

新)2年後にナガコンブLaminarialongissima Miyabe in 

Okamuraが優占した(寺脇・新井1999)。北海道大学厚岸臨海

実験所(現;北海道大学北方圏科学センター厚岸臨海実験

所)地先において，防波堤の消波プロックなどで，海氷にえ

ぐられる影響により，水深が浅いと低年齢のコンブ類が生育

し，深くなると高年齢のオニコンブム diabolicaMiyabe in 

Okamuraに多年生ホンダワラ類のウガノモク Cystoseira

hakodatensis (Yendo) Fensholtが混生した(寺脇・新井

2001)。厚岸郡浜中町藻散布(もちりつぶ)地先において，食

用のガッガラコンブL. coriacea Miyabe in Okamuraを対象

として，人頭大の平滑な石の投石と収穫を繰り返すという，

漁業者による優れた投石事業地を報告した(寺脇・新井

2002)。同じ藻散布前浜地先のチェーン振り事業地において，

縁辺部ではほとんど競合藻が除去されなかったが，中心部で

は競合海藻が除去されてガッガラコンブ幼体が被度20%で優

占した(寺脇・新井2004)。

今回は，チェーンを用いたもう一つのコンブ糟殖技術とし

o 200km 
'--'--' 

て開発されたチェーン曳きの事業地の事例について，観察す

る機会を得たので報告する。

20.北海道厚岸郡浜中町地先のチェーン曳き事業地

現地の概要と方法

1992年6月20日に，北海道厚岸郡浜中町地先(図 1)のウ

ガノモク優占域の岩礁底において，まず広く藻場の概況を観

察した。次に，ウガノモク優占域内の対照区内と， 1991年10

月に3トン級漁船2隻を用いて2日間にわたり実施された

チェーン曳き事業区内において，それぞれ一辺2mの方形枠を

置き， 8ヶ月後における海藻類の被度および底質の状況などを

観察した。

結果

北海道厚岸郡浜中町地先のチェーン曳き事業地における藻

場の景観模式図を図2に示した。

対照区(図2左仮1]):ウガノモクが被度90%で優占して藻長

3mに達したが，ガッガラコンブは認められなかった。

チェーン曳き事業区 (8ヶ月後;図2右側):ウガノモクが被

度80%で優占して藻長2mで、あり，ガッガラコンブが被度20%

で混生した。ウガノモクは，多年生葉体の個体が多かった。

o 1 km 
』圃d

浜 中町

&==1 

図l 北海道厚岸郡浜中町地先のチェーン曳き事業地の概略位置
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図2 北海道厚岸郡浜中町地先のチェーン曳き事業地における藻場の景観模式図(1992年6月)左:対照区;右:チェーン曳き事業区

(8ヶ月後)

まとめ

1992年6月20日，北海道厚岸郡浜中町地先のウガノモク優

占域の岩礁底におけるチェーン曳き事業区内 (8ヶ月後)にお

いて，主に多年生葉体のウガノモクが被度80%で優占して藻

長2mであり，ガッガラコンブが被度20%で混生した。

注目点

北海道厚岸郡浜中町地先の，ウガノモクが優占する岩礁底

のチェーン曳き事業区内では，主に多年生葉体のウガノモク

が被度80%で優占して藻長2mであり，ガッカラコンブは被度

2%にとどまった。ウガノモクについては主枝のみが除去され

て多年生葉体の基部がほとんど除去されておらず，効果が限

定的であると見なされた(図3)。

本シリーズで紹介してきた厚岸郡浜中町地先の現地海底に

おける，各種コンブ増殖技術による基面の刷新程度とコンブ

増殖事業への効果について整理してみたい。まず，浜中町藻

散布地先の投石地(寺脇・新井2002)では，新規の石または

石表面の清掃後の投入であるので，基本的にほぼ 100%が新

生面である。浜中町散布地先の水中ブルドーザ一事業地(寺

脇・新井1999)では，投石のようには数値化しにくいものの

事業地の大部分，例えば90%以上が新生面に刷新されている

と考えられる。浜中町藻散布前浜地先のチェーン振り事業地

(寺脇・新井2004)では，同様に50%程度が新生面に刷新さ

れていたと見なされる。以上に対して，本チェーン曳き事業

地では，ウガノモクが天然区の被度90%から事業区の80%に

減少し，生育の認められなかったガッガラコンブが被度20%

まで混生してはいるものの，ウガノモクの多年生の基部が基

本的に生残していることから，実際には広くても 10%程度し

か新生面に制新されなかったのではなb、かと見なされる。

以上のように，コンブの生育場所の造成や改良において

は，基本的に物理的な撹乱による基面の刷新によって，岩面

に新生面を形成できるが，その際，海藻植生のl次的遷移が

生じる面積の割合を高めることのできる手段の選択が重要で

あることが，本シリーズで紹介した事例により示唆される。

:枯死 i

-o-v……..v 
{肇下部切断>sA 

A 

j:生残 j

~D 
(主枝下部で切断)

B 

図3 ウガノモクの切断部位と生死についての模式図.A:茎の下

部で切断された場合には枯死する.B:主枝の下部で切断され

た場合には生残し主枝の再生により繁茂する.



この観点からは，本チェーン曳き事業地は，小規模の基面刷

新効果が確認されたものの，ウガノモクの主枝の大部分が一

斉に除去された効果による2次的遷移にまでしか慣乱を生じ

させ得ておらず，再生の早いウガノモク主枝の影響により，

効果が限定的にとどまりがちとなる様子が浮かび上がる。
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富谷朗子:ポストゲノム時代に入ったシアノバクテリア研究

シアノバクテリアはラン(藍)藻，ラン色細菌などとも呼

ばれ，地球上に最初に現れた酸素発生型光合成を行う原核生

物である。 1970年にMargulisによって提案された共生説で

は， (真核)藻類および陸上植物の葉緑体は，非光合成真核生

物に細胞内共生していたシアノバクテリアに由来するとされ

た。現在ではこの説は広く支持されるようになり，さらに，藻

類および植物のすべての葉緑体は単系統であると考えられる

ようになった(1)。シアノバクテリアは，光合成生物全体の進

化史を考える上で重要な生物である。

1996年，光合成生物のゲノム解析としては世界に先駆けて，

かずさ DNA研究所が単細胞性シアノバクテリアの 1種，

Synechocystis sp. PCC 6803株の全ゲノム配列を公開した(2)。

これによって，光合成生物の機能や系統進化もゲノムレベル

で研究が行われる時代になった。現在までに，かずさ DNA研

究所やアメリカの JointGenome Instituteなどにより，解

析中のものも含めて約15種のシアノバクテリアでゲノムプロ

ジェクトが行われた。主なものをまとめたのが表lである。表

l中のサブセクションは，シアノバクテリアの中での分類群

を示す。シアノバクテリアは形態的特徴に基づいてサブセク

ション (subsection) IからVの5つに分類されている (3，，1)。

このうち， サブセクション IとIIは単細胞性，残る IIIか

らVは糸状性のシアノバクテリアである。糸状性の3つのグ

/レープはさらに，糸状体が栄養細胞のみからなる IIIと，環

境条件の変化により栄養細胞が異質細胞に分化する IVとVに

分けられる。表に挙げたものの他にも，異なる環境から単離

されたProchlorococcusの株や，サブセクションIIIに属する

Trichodesmiumで、も解析が進められている。

ゲノムプロジェクトの対象となったシアノバクテリア

は，従来から実験生物として遺伝学的手法が開発され，分

子生物学的な知見の蓄積がある種 (Synechocystis，

Anabaena)の他，野外で生態学的な重要性が認識されてい

るもの (Prochlorococcus，Tr i chodesmium)や，系統的に

重要な位置にあるもの(Gloeobacter;シアノバクテリアの

系統樹の根元に位置する)，特殊な環境に生息するもの

(Thermosynechococcus ;高温水中に生息)などである。

では，ゲノム情報が入手可能になってシアノバクテリア研

究はどのように変化したのだろうか?まず，個々の遺伝子の

解析の段階から，生体機能を制御する遺伝子を網羅的に解析

できるようになったことが挙げられる。例えば，

Synechocystis sp. PCC 6803株では，この生物の持つ約3000

個の遺伝子の断片をガラススライド上に高密度に固定したマ

イクロアレイ (DNAチップ)が製品として販売されている。こ

れを利用して光環境や低温，塩ストレスなど，環境条件の変

化に応答する遺伝子群が検出された。Synechocystissp. PCC 

6803株の場合，約半数が既知の遺伝子と相向性を持たないも

のや，機能が未知の遺伝子の相同遺伝子である。マイクロア

表1. 主なシアノバクテリアのゲノムプロジェクト.

生物 サブセクション 発表機関，発行年 ゲノムサイズ ORF数
(Mbp) 

Synechocystis sp. I Kazusa， 1996 3.57 3，215 

PCC 6803 

Gloeobacter violaceus Kazusa， 2003 4.66 4，430 

PCC 7421 

Thermosynechococcus elongatus Kazusa， 2002 2.59 2，475 

BP-1 

Prochlorococcus marinus Genoscope， 2003 1. 75 1，884 

SS120 

Prochlorococcus marinus I JGI， 2003 1. 66 1，716 

MED 4 

Prochlorococcus marinus JGI， 2003 2.41 2，275 

MIT 9313 

Synechococcus sp. JGI， 2003 2.43 2， 526 

腕f8102 

Anabaena (Nostoc)sp. IV Kazusa， 2001 6.41 5，368 

PCC 7120 

Nostoc punctiforme IV JGI， 2003 7.54 7，432 

ATCC 29133 
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レイのようなゲノムレベルでの解析技術は，大量の未知遺伝

子の機能を推定する上で非常に強力な手段である。

また，ゲノムレベルで生物を比較する研究も可能になり，

{列えば， Sato(5) Iま，Synechocystis sp. PCC 6803， Anabaena 

sp. PCC7120，ル'ostocpunctiforme， Prochlorococcus marinus 

MED4， MIT9313，さらにSynechococcussp.附 8102の6株のシ

アノバクテリアのゲノム情報と，大腸菌や枯草菌など、のバク

テリア，菌類の酵母，高等横物のシロイヌナズナのゲノム情

報を比較することで，シアノバクテリアに共通の遺伝子群や，

特定の形質を持つシアノバクテリアを特徴づける遺伝子群を

推定している。これによると，例えば，Synechocystis， 

Anabaena， }めstocは1343個の遺伝子群を共有する。また，と

もにサブセクションIVに属するAnabaena，Nostocのみに共通

の遺伝子群は827個あるのに対し，Synechocystisと

Anabaena， SynechocystisとNostocのみに共通の遺伝子群は

それぞれ 67個， 7 1個に過ぎない。さらに面白いことに

Synechocystis， Anabaena， Nostocそれぞ?れに特有の遺伝子群

は512，834， 1474個もあり，多くの種特異的な遺伝子群が存

在することが明らかになった。シアノバクテリアに共通な遺

伝子セットの情報は，ゲノムレベルでの系統解析を行う際に

有用であろう。また，ある形質を共有する生物に共通の遺伝

子群(例えばAnabaena，}めstocのみに共通の遺伝子群827個)

は，その特定の形質(例えば異質細胞形成など)を支配する

遺伝子群である可能性が高く，シアノバクテリアの分子生物

学的研究を大きく前進させることが期待される。一方で，種

特異的な遺伝子群がどのような機能を果たし，どのように進

化してきたかは興味の持たれるところである。

ゲノム解析の流れは， (真核)藻類の研究にも及んでいる。

Martinらは，シアノバクテリア3種のゲノム情報を 15種の葉

緑体ゲノムと高等植物の核ゲノムと比較・解析し，葉緑体ゲ

ノム遺伝子の進化過程や葉緑体の系統進化の解明を試みてい

る (6)。さらに2004年には，紅藻Cyanidioschyzonmerolaeの

核ゲノムが決定された。これによって初めて一つの藻類の持

つ核，ミトコンドリア，葉緑体のすべてのゲノム配列情報が

明らかになった (7)。

今後，様々な藻類で全ゲノム解読が進めば，現在の多様な

藻類の進化やそのメカニズムを解明する大きな手がかりとな

ることが期待される。そして，ゲノム情報から得られる大量

のデータに溺れずに活用するには，形態学や分類学，生理学，

生態学といった知識や手法がこれまで以上に必要になること

だろう。
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吉川伸哉:クラミドモナスで発見された古細菌型ロドプシンと光信号伝達

単細胞緑藻クラミドモナスには光の方向性を感じて遊泳方

向調節する走光性反応と，光強度の変化を感じ一瞬の遊泳停

止とその直後の遊泳方向の転換を伴う光驚動反応が見られる。

この両方の反応において，クラミドモナスは私達ヒトと同様

に発色団レチナール(ビタミンAアルデヒド)を使って光の

強さや方向を“見ている"。ここでは最近分子的な実体が急速

に明らかになりつつあるクラミドモナスの光受容体について

紹介します。

クラミドモナスの遊泳における光応答反応

クラミドモナスを光学顕微鏡で観察すると，眼点、と呼ばれ

るオレンジ色に見えるカロチノイドを多く含んだ小点が葉緑

体の端に確認できる。しかし，眼点は光受容体ではなく光受

容体の遮蔽あるいは光受容体への集光機能を持つとされ，光

受容体は眼点近傍の細胞膜中に存在すると言われている(図

1)。クラミドモナスの細胞を2次元的に見ると，眼点は細胞

の片側にあり光受容体が隣接している。光受容体と逆方向か

らの光は，葉緑体と眼点に遮蔽されるため，光受容体に到達

しづらくなる。一方，光受容体の方向からの光は，直接光受

容体に吸収されるだけでなく，眼点の反射板としての作用に

より光受容体周辺を透過した後，再び光受容体に集められる。

この光受容体と，眼点，葉緑体の位置関係によりクラミドモ

ナスは光の方向を認識すると言われている。

細胞が光を感じて遊泳方向を変化させるためには，光受容

体で受けた光刺激が信号伝達経路を介して鞭毛運動を調節す

る必要がある。クラミドモナスでは光刺激受容後に眼点に隣

接する細胞膜を経て細胞内にCa2+が流入し，内向きの電流(光

受容体電流)が生じる(1)。

Spudichのグループは，光受容体電流の解析から，光照射

後30μ秒以内に生じる速い反応系と光照射後数百μ秒の潜伏

期を経て生じる遅い反応系の2つの異なった光信号伝達系が

存在すると主張している(2)。光受容体電流は鞭毛打を調節し，

細胞の遊泳方向を変化させることにより走光性反応に関与す

る。また光受容体電流が一定の闘値を超える時は，鞭毛膜に

存在する電位依存性Ca2+チャネルを介したCa2+の流入(鞭毛

電流)が引き起こされ，脱分極により急激に鞭毛打が変化し，

光驚動反応を起すとされている。

クラミドモナスにおけるロドプシンの研究

ロドプシンと言うと一般的にはヒトなどの網膜を構成する

視細胞に含まれる物質が連想される。しかし生物界全体を見

渡すとロドプシンは2つのグループに分けられ，動物の視細

胞に含まれるTypeIIロドプシンと，約30年前に好塩性古細

菌で発見されたType1ロドプシン(古細菌型ロドプシン)か

らなる。 Type1ロドプシンは，最近真正細菌や藻類・菌類な

どの真核生物からも遺伝子が発見されている。 Type1ロドプ

シンと TypeIIロドプシンは，レチナールを発色団として持

つこと，7回膜貫通型のヘリックス構造を持つこと，レチナー

ルが7番目のヘリックスの中間にあるリジン残基と結合する

ことにおいて共通性が見られる。しかしType1ロドプシンで

は，レチナールのオールトランス型から 13-シス型への光異

性化が， Type IIロドプシンでは11ーシス型からオールトラ

ンス型への光異性化が光受容初期反応であることの大きな違

いがあり，またType1ロドプシンと Type11ロドプシンと

では，タンパク質のl次構造上の類似性が見いだせない。従っ

て， Type 1とType11ロドプシンが分子進化的にどのような

繋がりがあるかは，興味深い課題である。

クラミドモナスの走光性反応と光驚動反応の光受容体はそ

の作用スベクトルからレチナールを発色固として持つロドプ

シンであることは予測されていた。 Fosterらによる光感受性

が低いカロチノイド合成変異株にレチナールアナログを取り

込ませると光感受性が野生型と同程度まで回復することを示

す実験から，走光性反応にレチナールが関与することが示唆

された(3)。その後の独立した3つのグループ(高橋，Hegemann， 

Spudich)によりレチナールアナログを用いた解析が行なわ

れ，クラミドモナスの走光性反応および光驚動反応は，オー

ルトランス型レチナールから 13ーシス型への光異性化を伴う

ことが示され，クラミドモナスのロドプシンは Type1ロド

プシンに類似することが予測された(4-6)。

図1. クラミドモナスの眼点の位置と，限点、による光の遮断と集

積の仕組み.カロチノイドを主成分とする穎粒は，光受容体の反

対方向からの光に対して遮蔽効果を示すとともに，光受容体を通

過した光に対しては1/4反射板として作用し，再び光受容体に光

を集める.
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クラミドモナスにおけるロドプシンの発見

1995年にHegemannのグループはクラミドモナスの眠有、部分

を含む膜分画から， 3Hで放射標識したレチナールに結合する

タンパク質を同定し，その遺伝子の塩基配列を決定した。そ

のタンパク質はレチナール結合能をもつこと，分子質量(約

30 kDa)が既知のロドプシに近いこと，眼点近傍に局在する

こと，さらにわずかではあるが動物のType11ロドプシンに

類似したアミノ酸配列を持つことから，“Chlamyrhodopsin"

と名付け，走光性反応，光驚動反応の光受容体であると主張

していた(7)。しかし， 2001年に同じHegemannのグループによ

り， RNA干渉を用いた発現抑制実験から，" Chlamyrhodopsin" 

は走光性反応や光驚動反応には関与せず，真の光受容体は他

に存在することが示唆された (8)。

2000年から公聞が開始された，かずさDNA研究所のクラミ

ドモナス (Chlamydomonasreinhardtii) EST (Expressed 

Sequence Taq)解析のデーターベース中に， Type 1 (古細菌

型)ロドプシンと類似する部分配列が見いだされたことが契

機となり， 2002から 2003年にかけてSpudich，Hegemann，高

橋の3つの研究グループから同ーのType1ロドプシンが相次

いで報告された(9-12)。各グループ。が独立して遺伝子を登録し

ため 2種類の古細菌型ロドプシンは， CSOA， CSOB 

(Chlamydomonas sensory opsin A， B)とchannelopsin-l，

channelopsin-2，ならびにAcop-l，Acop-2 (Archaeal type 

Chlamydomonas opsin-l， -2)の3つの異名を持つこととなっ

た。ここでは混乱を避けるため， Acopに統ーして紹介する。

クラミドモナスで新しく発見されたAcop-l，2の遺伝子はそ

れぞれ712，737残基のアミノ酸配列をコードしており，既知

のType1ロドプシン(約260-280アミノ酸残基程度)と比べ

ると明らかに大きい。 Acop-l，2ともにN末側にある約300残

基のType1ロドプシンと共通性のあるアミノ酸配列に加え，

C末側領域に約400残基の機能未知のアミノ酸配列を含んでい

た。 Type1ロドプシンと類似性のある領域では7箇所の膜貫

通ヘリックス構造が予測され，発色団と相互作用するアミノ

酸残基がよく保存されていた。

高橋のグ、ルーフ。は，光受容体が存在すると考えられていた

光
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図2. Spudichらが提案している光受容体Acop-l，ー2と光信号伝

達経路の関係.参考文献 (9) 

眼点近傍lこAcop-lが局在することを明らかにすると共に，ホ

モロジーモデリングによるヘリックス予測に基づき Acop-l，

2の2番目の膜貫通領域に親水性のアミノ酸であるク。ルタミン

酸が多い特徴に着目し，膜貫通領域において分子内あるいは

分子聞の相互作用が存在する可能性を主張している (12)。

Spudichのグループは， RNA干渉を用いAcop-1，2それぞれ

の発現制御から Acop-l，2と光受容体電流の相関性を検討し

ている (9，13)。クラミド、モナス細胞で、はAcop-1とAcop-2の発

現量は互いに干渉しており， Acop-lの発現量を抑制すると

Acop-2リッチな細胞が得られ，反対にAcop-2の発現量を抑

制するとAcop-l リッチな細胞が得られる。 Spudichのグルー

プは，これらの細胞を用いた実験から以下のことを主張して

いる。 2つの光受容体電流，速い光受容体電流と遅い光受容

体電流は，それぞ、れ異なった光受容体の下流に存在し， Acop-

lは500-510nm (青緑色)の光に感受性のピークをもっ強光

反応の光受容体として速い光受容体電流を制御する。一方

Acop-2は460-470nm (青色)の光に感受性のピークをもっ弱

光反応の光受容体として光刺激後数百μ秒の潜伏期を経て生

じる遅い光受容体電流を制御する。従って， Acop-1はそれ自

身がイオンチャネルとして直接的に光受容体電流を制御し，

Acop-2は他の分子との相互作用を経て光受容体電流を制御す

ると考えられる。つまり， 2つの光信号伝達経路は共に膜の

脱分極を介し，走光性反応，光驚動反応の双方に作用しうる

が，通常の生理条件下ではAcop-1を光受容体とする系は強光

回避の光驚動反応に関与し， Acop-2を光受容体とする系は光

の方向を感知する走光性反応に関与すると言える(図2)。し

かし， Spudichのグループの実験から， Acop-1リッチな細胞

とAcop-2リッチな細胞では，光感受性や光受容体電流が異

なっていることは示されたものの，走光性反応や光驚動反応

を完全に失う，もしくは光感受性が顕著に低下するような結

果は示されておらず，細胞内でのAcopの機能分化に関しては

まだ議論の余地がある。

Hegemannのグ、ルーフ。はゼノパス卵母細胞を用いたAcop遺伝

子の異種発現を行い， Acop-l， 2がそれ自身でイオンチャネ

ルとして機能しうることを明らかにした。 Acopは7回膜貫通

領域だけでイオンチャネルとして機能しており，光により膜

貫通領域の構造が変化しイオンを通過させると考えられる。

彼等は， Acop-1はrを選択的に透過させるため光依存性w
チャネル(10)，Acop-2はw以外に陽イオンに対して幅広い透
過性があり Li+， Na+， K+ゃCa2+などを通過させるため光依存

性陽イオンチャネルと定義している(川。ゼノパス卵母細胞と

同様にAcop-1，2がクラミドモナス細胞内でもイオンチャネ

ルとして機能しているのであれば， Acop-l， 2の両方が光受

容体電流の発生に直接関わることとなる。また， Acop-1， 2は

共に直接的に光受容体電流を制御し， Acopにより起される電

位変化が電位依存性のCa2+チャネルを刺激し光受容体電流が

生じると述べている。このようにAcopがイオンチャネルで、あ

るとしづ解釈は，ロドプシンによる光受容と光受容体電流を

直接的に結び付けるものではあるが，上述したSpudichのグ

ループの実験結果や，これまでの電気生理学的な研究から得



られている光受容体電流のイオン透過性において甑僻が見ら

れる。これまで光受容体電流にCa2+流入が関与するとされて

きたが.Hegemannのグループの考えが正しければCa2+流入の

前にrイオンの流入が起こることとなる。しかしながら，ク
ラミドモナスは細胞外液のpHが4以下では光による『流入が

確認されたものの，生理条件下のpHではrの流入による光受
容体電流の発生は確認されていない(11)0 Acop-l. 2のイオン

チャネルとしての機能は，卵母細胞だけでなく噛乳類の培養細

胞でも確認されているため.Acop分子が単独で存在する場合

のイオンチャネル特性はHegemannのグループの実験結果(10，11) 

に疑いの余地は無いが，クラミドモナスの細胞における Acop

本来の分子機構については，細胞内に存在する他の分子との相

互作用などについても精査する必要がある。今後Acopノック

アウト株を使った光受容と光受容体電流の信号伝達の研究と，

大量発現させたAcop分子を用いた分光学的，構造学的な解析

を包括的に組み合わせることにより，クラミドモナスの“光

を見る"仕組みが見えてくるのではないだろうか。

最近になり，古細菌型のロドプシンは真核藻類において，

クラミドモナスだけでなく渦鞭毛藻類やクリプトモナス(ク

リプト藻類)でも発見されている(15)。系統の異なる藻類で見

つかっているロドプシン分子の類縁関係や，クラミドモナス

と同様に走光性反応における光受容体であるか，イオンチャ

ネルとしての機能を持っているのかなど，真核藻類のロドプ

シンの研究には興味深い話題が多く残されている。
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英文誌

佐々木秀明・村上明男・川井浩史。アオサ藻類と紅藻類に

おける無機イオン蓄積 硫酸イオンを中心として

l-lideaki Sasaki， Akio Murakami and l-liroshi Kawai: Inorganic 

ion compositions in the Ulvophyceae and the Rhodophyceae， with 

special reference to slllfllric acid ion acclllTIlIlations. 

アオサ藻類4目15種，紅藻類8目49種の細胞抽出液を用

いて， pH及びイオンクロマトグラフィーによる無機イオン濃

度(Na+，NH/， K+， Mg2+， Ca2+， Cl-， sr-， N03 -， SO/-)の測定

を行った。紅藻類の測定の結果，ユカリ (P1ocallliulll

te1fairiae)では細胞内への強酸 (pH2) と比較的高濃度の

5042ーイオン蓄積が観察された。また測定したイバラノリ鳳5

種で、は細胞内への高濃度のso，tイオン及びそれにバランスす
る形でNa+イオンの蓄積が観察された。アオサ藻類では，ナ

ガミル (Codiulllcylindriculll)とアナアオサ (U1va pertusa) 

で作Ifl胞内への高濃度のSO!?イオン及びそれにバランスする形

でMg2+イオンの蓄積が観察された。(神戸大・内海域センター)

佐藤繭子 ・西川書一・山崎誠和・河野重行 Cyanophora 

paradoxa (灰色藻綱，灰色植物門)からの葉緑体型FtsZ遺伝

子の単離

MaYllko Sato， ToshikazlI Nishikawa， TomokazlI Yamazaki and 

Shigeyllki Kawano: Isolation of the plastid FtsZ gene from 

Cyanophora paradoxa (Glallcocystophyceae， Glallcocystophyta). 

灰色植物の葉緑体はシアネレと呼ばれており ，ペプチドグ

リカン壁のような原始的構造を保持している。灰色植物

Cyanophora paradoxa Korshikovから，原核生物由来の葉緑

体分裂遺伝子FtsZ(CpFtsZ-cy)を単離した。CpFtsZ-cyはN

末端に葉緑体移行シグナノレを持っていた。また間接蛍光抗体

染色により ，FtsZがシアネレ分裂聞にリング状構造を形成す

ることが示された。(東京大 ・院 ・新領域創成科学研究科)

Susek， E." Zonneveld， K. A. F.l. Fischer. G.l. 

Versteegh， G. J. M. 2.3 . W i 11 ems， H.' プラン岬域(北西

アフリカ沖)の湧昇強度と砂流入量に関する有機質壁渦鞭毛

藻シストの生産

Ewa SlIsek， Karin A. F. Zonneveld， Gerhard Fisch巴r，Gerard J. 

M. Verst巴eghand I-Ielmllt Willems: Organic-walled dinotlagellat巴

cyst prodllction in relation to lIpwelling intensity and lithogenic inflllx 

in the Cap巴Blancregion (off north-west A白ica).

化石f日l鞭毛藻群衆は，古環境再構築のための古気候学的研

究に使用されることが多くなってきている。信頼できる再構

築環境を得るため，どのような物理的要因がシス卜生産に影

響を与えるのかを知ることは重要である。物理的ノ号ラメータ

とシス卜生産の変動関係に関する情報の大部分は中緯度もし

くはより高緯度の地域で調べられており ，(亜)熱帯からの情

報は少ない。この地域の情報を増やすため，北西アフリカ沖

53巻2号掲載和文要旨

(モーリタニア沖)の湧昇域におけるシス卜群衆の時間的変動

と上方水柱の環境状態を比較した。サンフ。/レはアフリカ沖

(プラン111甲、21-15'2" N， 20-42' 2" ¥V)のセディメ ントト

ラップCs9によって 1998年6月11日から 1999年 11月7日の

問、 27.5日おきに収集された。プラン岬沖では，湧昇は一年

中様々な強度で起こる。また，この領域はサハラ砂漠の砂嵐

が頻繁に起こることでも特徴づけられる。砂流入量，湧昇強

度と海面温度の季節的変動が，有機質の細胞壁を持つilaJ鞭毛

藻シス ト群衆生産によって反映された。サンプリング期間中，

いくつかのシストタクサは湧昇が最も強く緩和するH寺， そし

て/または砂が最も多く流入する時に生産される

(Ecl71刀idiniwRacu1eatwR Zonneve1d， Echinidinium delicatum 

Zonneve1d， Echinidiniulll granu1atum Zonneve1d， 

EchinidiniwR spp.， Illlpagidiniulll acu1eatum (Wall) Lentin 

巴t¥Vi1liams， Impagidiniulll sphaericum (lVall) Lentin巴t

¥Villiams， Protoperidiniulll alllericanum (Gran et sraarlld) 

sa1ech， Protoperidinium stellatulll (Wall in Wall et Da1e) 

Rochon et a1.， Protopθridiniulll spp.， Se1e刀opelllphix

nephroides (sened巴k) sened巴k 巴t Sar jeant and 

Se1enope叩 /71λ:quanta (sradford) Matslloka)。次のような

種、例えばβ'itectatodiniulllspongiwR (Zonneve1d) Zonnev巴1d

et JlIrkschatとImpagidiniulllpatu1uIll (¥Vall) Stover et 

Evittは、特定の季節、 または上方水柱の特定の環境状態に

関連した生産ノ号ターンを示さない。Pl刀 toperidiniulll

Illonospinum (Pa1l1s巴n)Zonneve1d et Da1eのシス卜生産は，

サンプリングサイトの海表面瓶度がおよそ24
0
C以下の時，上

方水柱の栄養塩濃度が増加する期 間に制限 される 。

(IFachbereich 5-Geowissenschaften， Uni versi ty of srem巴n，

2Hans巴-lVissenschaftsk011eg，Lehmkllh1enbllsch， 30rganic 

Geoch巴misryUni t， Fac1l1 ty of Earth Sci巴nces，Utr巴cht

University) 

Morales， E. A アメリカ合衆国の河川に生育する既知お

よび新たなオビケイソウ棟珪藻類の形態観察

Edllardo A. Morales: Observations of the 1TI0rphology of some 

known and new fragilarioid diatoms (Bacillariophyceae) from rivers 

in the USA. 

北アメ リカの小}11 と湖に出現するオ ピケイソウ様珪~につ

いて光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いた形態学的研

究を行った。研究に用いた大多数はU.S. Geo10gica1 SlIrvey 

のNationa1¥Vater QlIa1ity Assessment Programによって採

集されたもので，これは小川|の水質に焦点を合わせアメリカ

大陸とハワイ全域をモニタ リングするというプログラムであ

る。2つの新種 (StaU1"os.i1"eJla confuse Moralesと

Punctastr.iata Ill.illlet.ica Morales) と 1つの品種

(Pseudostauros.irops.is geoco11egaruIll f. t1".i1"ad.iatulll 



Mora1es)を記載し， 2つの新組み合わせ (Pseudostaurosira

subsalina (Hustedt) Mora1esとStaurosiellaoldenburgiana 

(Hustedt) Mora1es)を行った。 Staurosiraconstruens var. 

binodis (Ehrenberg) Hami1ton in Hami1ton et a1.の形態

学的詳細についても示した。これら全ての種について，進化

的な側面および生態学的な特徴とともに分類学的類縁性を発

表された材料を考慮にいれ考察した。 (The Academy of 

Nationa1 Science， USA) 

佐々木秀明・村上明男・川井浩史:褐藻アミジグサ目にお

ける硫酸書積の季節的安定性

Hideaki Sasaki， Akio Murakami and Hiroshi Kawai: Seasonal 

stability of sulfuric acid accumulation in the Dictyotales 

(Phaeophyceae ). 

褐藻アミジグサ目において， SO/ーイオン蓄積lこ3種類のタ

イプ， 1)強酸 (H2S04)蓄積種 2)高濃度MgS04蓄積種 3) 

普通種 (5042-イオン濃度は海水程度)，が知られている。本

研究では，アミジグサ巨6種の細胞内pH及び無機イオン濃度

の季節変化を観察した。その結果，強酸蓄積種であるへラヤ

ハズ (Dictyopterisprolifera)及びアッパコモングサ

(争'atoglossumcrassum)では， SO/-イオン及びwイオンは
季節を通して高濃度蓄積が観察された。高濃度MgS04蓄積種

であるウミウチワ (Padinaarborescens)及びアミジグサ属

の一種では，細臨内のSO/-イオン及びMg2+イオン濃度は季節

を通して高かった。普通種であるアミジグサ (Dictyota

dichotoma)及びシワヤハズ (Dictyopterisundulata)の細

胞内イオン濃度にも季節的変動は観察されず，安定性を示し

た。(神戸大・内海域センター)

大塚泰介:有明海・諌早干潟で諌早湾干拓事業による排水

以前にブルームを形成していた堆積物表生珪藻について

Taisuke Ohtsuka: Epipelic diatoms blooming in Isahaya Tidal Flat 

in the Ariake Sea， Japan， before the drainage following the Isahaya圃

Bay Reclamation Project 

有明海の諌早干潟(長崎県)で，諌早湾干拓事業による湾

の閉め切り・干拓以前にブルームを形成していた堆積物表生

珪藻について分類学的に検討した。諌早干潟で1996年5月25

日に採集された表層泥の試料を観察した。試料中の珪藻

1，000殻を同定，計数したところ，未同定種を含めて103種が

区別された。優占種は晶sleanipkowii (F.Meister) Poulin 

et G.Masseだった。本種の確実な報告はこれまで中国からの

みであり，米国およびフランスから本種として報告されたも

のはおそらく別分類群 Gyrosigmapallidum Ryznykとされ

るべきである。 E優占種を Nitzschiagyrosigma sp. nov. 

として新種記載した。本種は光学顕微鏡下では Nitzschi・a

sigmoidea と似るが，殻の微細構造が大きく異なる。

Nitzschi・agranulata var. hyalina Amosseを独立した種に

格上げするとともに，属の組み換えを行って Tryblionella

hyalina (Amosse) comb. nov. とした。(滋賀県立琵琶湖博

物館)
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Abbott. 1. A.・JohnM. Hu i sman. J. M. :コナハダ科

(紅藻ウミゾウメン目)の研究1.アケボノモズク属

IsabeUa A. Abbott and John M. Huisman: Studies in the 

Liagoraceae (Nemaliales， Rhodophyta) 1. The genus Trichogloea 

Trichogloea (アケボノモズク)属(ウミゾウメン目，コナ

ハダ‘科)は石灰質を沈着し粘質に富み，一般に熱帯から亜熱

帯域に短期間だけ出現する。現在認められている 3種 T.
requienii (Mont.) Kutzing (タイプ種)， 1. lubrica J. 

Agardh， 1. herveyi W. R. Taylorの体細胞と生殖細胞の形

態を記載し比較した。さらに，以前にシノニムとされた2種

1. }adinii Borgesenと1.}avensis Borgesenの分類学的位

置を明らかにした。本属は，藻体の感じと分岐様式に顕著な

変異が見られるため，正確な同定を行うためには生殖器官に

関する分析が必要である。アケボノモズク属の確かな形質は，

髄層と皮層(同化)糸の構造，造果器と造精器の位置と構造，

嚢果近傍に生じる sterilefilamentsの特徴である。第2の

形質は，軸と同化糸の分岐様式，炭酸カル、ンウムと粘質物の

比率(これは生藻体から推定すべき)である。本研究ではア

ケボノモズク属の種を比較形態学的に評価する.その結果，

1. requienii， 1. 1 ubrica， 1. herveyi・を独立種として認

め，1. }adiniiは1. lubricaのシノニムからはずして T.

requieniiのシノニムとし (1. }adiniiは1. lubricaでは

なく T. requieniiのシノニムであり)， T. }avensisは

Izziella orientalis (J. Agardh) Huisman et Schilsのシ

ノニムである。 (Univ.of Hawaii， USA) 

岩本浩二・白岩善博:水相ニ相分配法による紅藻の酵素の

効果的な精製法

Koji Iawamoto and Yoshihiro Shiraiwa: TechnicaI improvement 

in the purification of enzymes仕omred algae using釦 aqueoustwo-

phase partitioning system. 

論文は，ポリエチレングリコーノレ (PEG)と硫酸アンモニウ

ム (AS)を用いた水相二相分配法により，紅藻Caloglossa

continua (Okamura) King et Puttock (真正紅藻網イギス

目)の素抽出液からフィコピリタンパク質が効果的に除去さ

れ，酵素精製がそれら狭雑タンパク質に阻害されることなく

有効に行われることを明確にしたものである。高PEG/高AS

濃度条件では，フィコピリタンパク質が硫酸アンモニウム

塩-richな下層からPEG-richな上層へと移行した。下層から

のフィコピリタンパク質除去効果の至適条件は20'覧 PEG/l倒

ASの組み合わせであった。しかしこの場合，マンニトールー

1ーリン酸フォスファターゼやアルドラーゼの酵素活性の回

収率は低下し，酵素活性を保持したままでの精製を目的とす

る場合には，高回収率と高精製度がバランスよく得られる

15免PEG/16%ASが最適条件であった。その条件では98協の

フィコピリタンパク質が下層から除去された。本研究結果は，

水相二相分配法が，高濃度の色素タンパク質を含む紅藻から

酵素を精製の第一段階の方法として非常に有効であることを

実証したものである。(筑波大・院・生命環境科学研究科)
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Hansen. G. • M恥oe白st廿ru叩P.o.:緑色渦鞭毛藻類6砂;yn.畑'I1Inodini印'u.
cωMωoroph加o町'ru.抑mの鞭毛装置と n川uclearchambers 
Gert Hansen and の~vind Moestrup: Flagellar apparatus and 

nuclear chambers of the green dinoflagellate Gymnodinium 

chlorophorum. 

緑色を呈する渦鞭毛藻類Gymnodiniumchlorophorum (BAH 

ME 100、タイプ株)について，鞭毛装置と核膜の構造について

特に注目して再観察を行った。他のGymnodinium属の種と同

様に， ιchlorophorumは非常に小さくユニークな形状では
あるが，鞭毛装置と核をつなぐnuclearfibrous connective 

を持っていた。 R3鞭毛根から生じた微小管は， nuclear 

fibrous connectiveと併走し核膜へ達するという，他の渦鞭

毛類では知られていない新しい配置をしていた。以前の研究

者違からは見落とされていたが，G. chlorophorumには

nuclear chambersがあり，Gymnodinium aureolumや

Gymnodinium nolleriで報告されているものと似ていた0

Gymnodiniumのタイプ種であるGymnodiniumfuscumとは対照

的に，ただ一つのnuclearporeが各chamberlこ存在していた。

捕食チューブ (peduncle)の存在は， ιchlorophorumが混
合栄養性であることを示唆している。 ιchlorophorumの微
細構造は，Gymnodiniumグループへの所属を明示したが，上

述の不一致はそれを区別でき、異なる属へ所属する可能性を

示している。 (Univ.Copenhagen， Denmark) 



日本藻類学会研究奨励賞の募集について

現在2005年の日本藻類学会研究奨励賞の募集を行っており

ます。本賞はおおむね33歳以下の若手研究者を対象とし，藻

類学の発展に積極的に寄与することを期待し、藻類学及びそ

の関連分野において優れた研究成果をあげた大学院生等を表

彰するものです。学会のホームページ (http // 

高-て-
印有効)。

提出先 ・問い合わせ先

T 657-8501 

神戸市灘区六甲台rnT1-1
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神戸大学内海域環境教育研究センタ一内 日本藻類学会事務

局

wwwsoc. nii. ac. jp/jsp/lVelcome. htm)に掲載されている木賞 Tel&Fax: (078) 803-5781 

の募集案内を参照の上、多数の方々がご応募くださることを E-mail:hanyut@kobe-u.ac.jp 

期待しています(応募締切日 平成17年 12月25日(日)消

研究課題公募

「地球環境研究総合推進費J18年度新規研究課題の公募に

ついて

地球環境研究総合推進費は、地球環境政策を科学的に支え

ることを目的とした環境省の競争的研究資金です。研究機関

に所属する研究者であれば，産学官等を問わず研究に参画で

きます。

10月14日 (金)正午から11月30日(水)正午まで、平成

18年度新規研究課題を公募します。

公募の対象研究や募集方針，応募方法などの詳細を記した

公募要項，並びに現在進行中の研究課題などについては，推

進費ホームページをご覧下さい。

※推進費ホームページ (http://www.env. go・jp/earth/

suishinhi/index. htm) 

<問合せ先>環境省地球環境局研究調査室 (E-m a i 1 

suishinhi@env. go. jp) 

淡水珪藻生態図鑑

渡辺仁治(編著) 内田老鶴園 A4判 xi+100+666頁 定価(本体)33，000円 ISBN 4-7536-4047-7 

本書は日本国内のみならず世界各地で採集された約1500サ 藻研究の歴史 3 第2章 環境指標としての珪藻群集，第3章

ンフロノレの中から生態情報を処理検討した約1000種の珪藻につ 湖沼・河川共通の水質汚濁指標OIApo，第4章 珪藻の生活

いて，その結果を分かり易くまとめたもので i群集解析に基 様式，第5章試事|の採集，第6章試料の処理と検鏡，第

づく汚濁指数OIApo，pH耐性能Jの副題がついている。付着

珪藻群集を環境指標とすることによって，河川の汚濁と湖沼

の富栄養化の度合いを同ーの尺度で測ることが出来るように

なり ，流水域(V引 r1)における貧腐水性から強腐水性まて、の腐

水体系に基づく汚濁階級と， 止水域(湖沼)における貧栄養か

ら富栄養までの栄養体系に基づく栄養階級との合体が可能と

なった現在，環境指標として付着珪藻群集を用いることには

大きな意義がある。本書の編著者である渡辺らによって開発

されたOIApo(Oiatom Assemblage Index to organic water 

pollution)は，付着珪藻群集に基づく有機汚濁指数のことで，

有機汚濁に対する止水域 ・流水域共通の生物指数で、ある。

本書は，序文 ・目次 ・凡例に続く 100頁の総論と 637頁の

写真編、及び索引で構成されている。総論では，第l章 珪

7章形態(種の同定に関わる特性要素) の解説があり，参

考文献を収録している。写真編は，珪藻の顕微鏡写真とその

解説で，形態及び:OIApoとpHに対する相対頻度を示した図を

含む生態が種ごとにまとめられた図鑑となっている。索引は，

学名総索引と事項索引で構成されている。

長年にわたって珪藻の研究を続けてきた編著者の渡辺仁治

氏に加え，浅井一視氏，大塚泰介氏， 辻彰洋氏， 伯誉晶子氏

が執筆に携わっている。顕微鏡を用いてようやく見ることの

できる珪藻の種の同定は，決して容易な作業ではないが，本

書のような多くの図版を含む図鑑の助けにより環境指標とし

ての付着珪藻群集の研究が更に進展することが期待される。

研究者のみならず水質等の環境調査に携わる調査研究機関に

欠く ことのできない必備の書であろう。

(有賀祐勝)

「広島の海藻」増補改訂版 (1954年'""'-'2004年)一

田中 博発行，A4版， 上製本(布クロス ・ケース付き) カラー印刷 290頁，定価 4，000円(消費税 ・送料別)

著者の田中 博 ・田中貞子さんご夫妻は，広島市内に在住 の沿岸を中心として，広く瀬戸内海における海藻の採集とそ

され，広島市の元宇品海岸において，実に50年聞を超える長

い期間にわたり ，海藻類を採集し，種名を記録するとともに，

押し葉標本として保管されてきた。また，ご夫妻は，広島県

の記録も続けてこられている。それら活動成果の一部につい

ては，すでに「元宇品の海藻J(1996;田中 博発行)， iひろ

しまの海藻J(1999;田中 博発行)， i弓削の海藻・磯の生物J
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(2002 ;弓削町発行)， r大崎町自然ガイドブックJ(2003;大
崎町発行)など，多数の著書にまとめられており，ご存知の

方も多いことと思う。

この度， 田中さんご夫妻の共著により，これらの貴重な科

学的情報が，広島近辺各地の多数の押し葉標本の写真が掲載

された海藻図版集として出版された。木著に掲iWtされている

海藻種は，緑藻37種，褐藻62種および紅藻 151種の，合計

250種にも及ぶ。本著は，吉田忠生 ・北海道大学名誉教授が，

回中さんご夫妻に対して海藻種の検索指導を施された際の，

手紙などに記されたメモや模式図等の情報についても，参考

コメント類として掲載されている。

このように，本著は，記述内容が最新にして正確であるこ

とに加えて，海藻の形態変異の11屈についても実見できる。そ

のために，本著は，入門段階の初心者にとっては使いやすく ，

-・2.' ・・.
. ・・ 0 

一方，専門家にとっては海藻へのさらに深い理解の一助にな

るという ，利用者への配慮に充ち満ちた，これまでにみられ

なかったユニークな海藻図版集となっている。加えて，本著

には，元宇品地先に関して， 1954年から 2004年までの 50年

に及ぶ月見11の採集された海藻各種別の出現状況についての，

園内でもH佐ーと思われる貴重な記録が整理されている。これ

らの情報は，宇品地先の環境の変遷に関する貴重なモニタリ

ング結果と して，広く重用されることに値する成果であると

考えている。

購入申し込み:〒731-0137広島市安佐南区山本8-31-14

田中博

電話 ・FAX兼用 :082-874-8880 

e-メー/レ kaisou-hiroshi@giga. ocn. ne. jp 

(水産総合研究センター 寺j協利信)

第 12固 有害藻類に関する国際会議

( 1 2~ International Conference on Harmful Algae) 

国際有害藻類学会(ISSHA)が主催する有害藻類に関する国

際会議がコベンハーゲン(デンマーク)にて 2006年9月4-8

日に開催される。

トピックス

・有害藻類の分類と生物地理

・ゲノミクス

-有害謀類フソレーム (HAB)の造伝的多様性

・毒生成と毒アイソマー/同族体

・トップダウン/ボトムアップ方式による HAB個体群の制御

.天然環境での毒の化学的梢造と影響

-アレロパシー

-有害藻類の全世界への分散 :藻類と気候の変化

・自然もしくは人為的な海洋災害による有害藻類発生の増加

類学会 (ISSHA) と政府間海洋学委員会 (IOC)の援助により

出版される。

-有害藻類のモニタ リング :監視システムを含めて 2006 年 2)~ 1日 要旨および参加登録書の詳細|発表

2006年5月l日 要旨締め切り

会議は招待講演，口頭発表，ポスタ一発表および少人数形式 2006年6月1日.第 l次参加登録締め切り

の専門部会などで構成され， プロシーディングは国際有害藻 2006年7月1日:第2次参加登録締め切り



会員異動

言卜報

本会会員 奥田武男氏は 10月 10日に逝去されました。

謹んで哀悼の意を表します。

日本藻類学会
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お詫びと訂正

第53巻2号に脱落がありました。著者および関係者の方にご迷惑おかけ致しました。お詫びして訂正致します。

脱落箇所は 157ページの本文 18行目です。「カラー写真，図版がなどは ・・・ 」の部分で「図版がj と「などはjの聞の文

章が 15行にわたって脱落していました。以下に前後の段落とともに該当箇所を掲載致します。

ギャラリーに入るとまず，壁面に映し出されたクラゲの映

像，そして対面にはパネノレにして壁一面に並べられた琵琶湖

の微生物の光学顕微鏡写真が目に入る(写真 1)。やはり自分

|の仕事柄，こっちの方が気にかかる。このパネノレはインテリ

アとしてもいけそうだが，展示終了とともに全て片付けられ

るそうだ。幾分，もったいない。

続いて，分類群ごとにプランクトンの説明の書かれた展示

があり(写真2)，そこに置かれていた本に全員反応(写真3)。

やさしい日本の淡水プランクトン~ (一瀬諭 ・若林徹哉

監修，滋賀の理科教材研究委員会編)。小学生から，あるいは

けて学生でも使えるであろう，わかりやすい淡水プランクトン

ス門書といったような本である。カラー写真，図版が982点

も掲載されている。7人全員購入した。後日談だが，自分はt近寝る吋山る動物植物問例… lンの
学顕微鏡写真を見ているだけでも面白い。これから淡水プ

ランクトン観察時には「座右の書j にしようと思う。

次は妖|圭とプランクトンが対比されているコーナーを案内

しても らった。若年層に人気のありそうなコーナーだ。口の|

部分を伸ばして捕食する繊毛虫ラクリマリアはろくろ首，ス

ナワムシは一本だたら・・ ・など，よく知られている妖怪とプラ

ンクトンの対比がなされていた。大塚さんの説明によると人

間の想像力の産物は結局，自然にあるものを越えないのでは

ないか，というようなことだった。

そして恨来先生の記念、コーナーへ(写真4)。ガラスケース

内に，スケッチやノートなどが陳列されてあった。スケッチ，

ノート，共にとても丁寧に九帳面に書かれていた。スケッチ

などは写真よりも形態の特徴を良く捉えており，後に見られ

ることを考えたような文字やスケッチである。先人の功績l乙

心中で合掌。

種名 コメノリ Polyopes prolifera (Hariot) I(awaguchi et lVang 

撮影日 2005年4月25日

採集地 三重県志摩市志摩町麦11椅

撮影者岩尾豊紀(三重大学大学院 生物資源、学研究科)

コメン卜 M~I問若手上部の岩の上，そこかしこに |場に照らされてエメラルドのように輝くコ

メノリが生えていたので採ってきました。写真ではわかりませんが，もえぎ色ともモスグ

リーンとも少し違う，ぷりぷりとした美しい海藻です。



貝

北海道栽培漁業振興公社 (060-0003北海道札幌市中央区北3条西7丁目北海道第二水産ビ、ル4階)

阿寒観光汽船株式会社 (085-0463北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔)

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 (108-0074東京都港区高輪 2-16 -5) 

有限会社浜野顕微鏡 (113-0033東京都文京区本郷 5-25 -18) 

株式会社ヤクルト本社研究所 (186-8650東京都国立市谷保 1769)

神協産業株式会社(742-1502山口県熊毛郡田布施町波野 962-1) 

理研食品株式会社 (985-8540宮城県多賀城市宮内 2-5 -60) 

A
t
A
 

助賛

マイク口アルジエコーポレーション (MAC)(104-0061東京都中央区銀座 2-6 -5) 

(株)ハクジュ・ライフサイエンス (173-0014東京都板橋区大山東町 32-17) 

(有)祐干堂葛西 (038-3662青森県北津軽郡板柳町大字板柳字土井 38-10) 

( 15ト0051東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-29 -7) 株式会社ナボ力ルコスメティックス

日本製薬株式会社ライフテック部 (598-8558大阪府泉佐野市住吉町 26)

札幌市北区北8条西3丁目 28札幌工ルプラザ11階)共和コンクリート工業株式会社(〒060-0808

海産微細藻類贈培地

海産微細澱買培養

ダイプ人工j毎水SP
海産御旅田藻類用
IMK培地澗日人工海水
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O 多様な、棚田灘買に使用できる。。手軽に使用できるので、時間と、対力の節高弘。安定した性能。 繍鱒醐鶴蹴鞠網開。高しI増殖性能。
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により、研究開発された培地です。

又、人工:毎水は;毎7JてSPの成分が自然に近い形で混合されてお
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〒103・0023 TEL 03-3270-8571 
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|新刊| 淡水珪藻生態図鑑
群集解析に基づく汚濁指数DAIpo，pH耐性能

渡辺仁治編著 5井認:2221著則上製総頁7同定価附0円
日本のみならず世界各地から約 1500のサンプルを採集.膨大なサンプルの生態情報を処理検討

し，約 1000種の珪藻についてその結果を分かり易くまとめる.生態情報の妥当性を期するため，

すべてのサンプルを統一条件下で採集し，好清水か好汚濁か=きれいな水を好むのか，汚れた水

を好むのか等を判断する環境指標としての珪謀群集の適性を，多くの図版で具体的に示す.

総論 珪藻研究の歴史/環境指標としての珪藻群集/湖沼，河川共通の水質汚濁指数DAlpo/珪藻の生活様式/試料の採集/試料の処理

と検鏡/形態(種の同定に関わる特性要素) 写真編 I 中心目(Centrales)の分類 E 羽状目 (Pennales)の分類 IIA 

無縦j茸亜目 (Araphidineae)の分類 IIA デイアトマ科 (Diatomaceae) 11 B 有縦溝亜目 (Raphidineae)の分類 11 BJ 

ユーノチア科 (Eunotiaceae) 11 B2 アクナンテス科 (Achnanthaceae) 11 B3 ナピクラ科 (Naviculaceae) 11 B4 エピテミ

ア科 (Epithemiaceae) 11 B4 ニチア科 (Nitzschiaceae) 11 B5 スリレラ科 (Surirellaceae) 学名総索引 事項索引

有用海藻誌 海藻の資源開発と利用に向けて 大野正夫著

85判・総頁592頁・定価 21000円(本体20000円+税5%)

本書は海藻の生物学の解説にはじまり，応用の具体的事例を数多く紹介するとともに，今後期待される新分野，機能性成分につ

いても現在得られている知見を盛り込む.生物学編，利用編，機能性成分編の3編31章から構成され，それぞれの分野で，長〈

研究にかかわってきた執筆者が，専門の分野を詳述する

新日本海藻誌 一・日本産海藻類総覧一 吉田忠生著

85判・総頁 1248頁・定価48300円(本体46000円+税5%)

本書は古典的になった岡村金太郎の歴史的大著「日本海藻誌J(1936)を全面的に書き直したものである.r日本海藻誌j刊行以
後の約60年間の研究の進歩を要約 L. 1997年までの知見を盛り込んで，日本産として報告のある海渓(緑藻，褐藻，紅藻)約

14∞種について.形態的な特徴を現代の言葉で記載する.植物学・水産学の専門家のみならず，広く関係各方函に必携の書.

多様性の生物学 千原光雄編著
. ， F B5判・ 400頁・定価 9450円(本体9000円+税5%)

第1章総論第2章藍色植物門第3章原核緑色植物門第4章灰色植物門第5章紅色催物門第6章クリプト楠

物門第7望者渦鞭毛植物門第8章不等毛植物門第9章ハプト組物門第 10章ユーグレナ柄物門第 II章 クロラ

ラクニオン椴物門 第12章緑色植物門 第13章緑色植物の新しい分類

ごう島容すレ嘉宮来旨~ Plt 淡水藻類の形質・
l~とえl、。袈夫貝ノ、 rl 種類・観察と研究 山岸高旺編著

85判・ 700頁(口絵カラー含む)・定価 26250円(本体25000円+税5%)

「日本淡水藻凶鑑jの編者である著者がまとめる.初心者・入門者のための書.多種多様な藻類群を.'1'.易な言葉で誰にも分かる
よう，丁寧に解説する. 1編.n編で形質と分類の概説を行い，皿編では各分野の専門家による具体的事例20編をあげ，実際に
どのように観察・研究を進めたらよいかを理解できるように織成する.

小林珪藻図鑑 近刊
日本の赤潮生物 福代・高野 共編

千原・松岡
一写真と解説一 B5・430p'定価 13650円

小林弘 原生生物の世界 丸IIJ 晃著
南雲保・出井雅彦・真山茂樹・長田敬五著 丸山雪江絵

細菌，藻類，菌類と原生動物の分類 B5・440p・定価294∞円

藻類の生活史集成 堀輝三編

日本淡水藻図鑑 虞瀬弘幸・山岸高旺編集

B5・960p'定価399∞円
第1巻緑色藻類 B5・448p(l85種)定価84∞円

陸上植物の起源 堀i度遁輝信三 共訳第2巻褐藻・紅藻類 B5・424p(l71種)定価84∞円

第3巻 単細胞性・鞭毛藻類 B5・40Op(l46種) 定価7350円 一緑藻から緑色植物へー A5・376p'定価5似0円

表示の価格は税込定価(本体価格+税5%)です. 〒112.0012東京都文京区大塚 3・34.3
TEL 03.3945・6781 FAX 03.3945・6782 内田老鶴圃
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2006年より編集委員会が移ります。今後は和文誌藻類への

投稿は下記にお願い致します。

送付先:干 305-0005つくば市天久保4-1-1

国立科学博物館植物研究部

北山太樹編集委員長

Te1 : 029-853-8975. Fax: 029-853-8401 

E-mai1: kitayama@kahaku.go.jp 

編集後記

私たちの研究室で運用しているホームページ上の三重県の海藻写真集が、世界遺産に指定された熊野古道のセンターで

資料集として使われることになりました。写真はすべて我々の研究室で写したもので、版権は我々の研究室にあります。こ

れらの資料を他の機関で使うにあたって、いろいろ勉強させられました。なお、和文誌「藻類」で使われる図版の版権は

すべて藻類学会に属します。 (M.M. ) 

多数の誤字脱字や編集作業の遅れなど，学会員の皆様や印制所には多大なるご迷惑をおかけいたしました。ここで，改

めてお詫び致します。それでもなんとか任期満了が近づき安心しているときに，就職活動中の学生と一緒に職業適性を調

べてみました。結果は「編集者」。まったくあてになりません。 (A.K. ) 



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. i藻類」パックナンバ一価格，各号，会員1，750円，非会員3，000円;30巻4号(創立30周年記念増大号， 1-30巻索引付

き)のみ会員5，000円，非会員7，000円;欠号1-2巻， 4巻1， 3号， 5巻1，2号， 6-9巻全号。「藻類Jパックナンバーの特

別セット販売に関しては本誌記事をご覧下さい。

2. i藻類」索引 I一10巻，価格，会員 1，500円，非会員2，000円;r藻類J索引 11一20巻，価格，会員2，000円，非会員3，000
円，創立30周年記念「藻類」索引ト30巻，価格，会員， 3，000円，非会員4，000円。

3.山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補， 1977， A5版， xxviii + 418頁。山田先生の遺影，経歴・業績一覧・追悼及び内外の

藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載。価格7，000円。

4.日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific. I.A.Abbot ・黒木宗尚

共編， 1972， B5版， xiv + 280頁， 6図版。昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する日米科学セミナーの

記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格4，000円。

5.北海道周辺のコンブ類のと最近の増養殖学的研究 1977， B5版， 65頁。昭和49年9月に札幌で行われた日本藻類学会主催

「コンブに関する講演会Jの記録。 4論文と討論の要旨。価格1，000円。

2005年 11月 5日

2005年 11月10日

@2005 ]apanese Society of Phycology 

日本藻類学会

Prnted by TOPRI 

編集兼発行者
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発行所
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Fax 03-3730-8286 

日本藻類学会
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